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議 題 

「トラック運送業界の環境ビジョン 2030」の進捗状況について 

（１）サブ目標１、２：CO2 排出量削減の取り組みについて 資料 1（P１） 

（２）サブ目標３：ゴミのポイ捨て防止対策について 資料２（P５９） 

  

報告事項 

（１）「トラックの森」づくり事業の実施について 資料３（P７７） 

（２） 令和７年度 環境関連の補助事業について 資料４（P８３） 

（３） 軽油価格の動向について 資料５（P８５） 
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界
の
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境

ビ
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ョ
ン
２
０
３
０
」

サ
ブ
目

標
１
・
２
の

進
捗

状
況

に
つ
い
て

資
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「
ト
ラ

ッ
ク

運
送

業
界

の
環

境
ビ

ジ
ョ
ン

２
０
３
０
」

【
計
画
期
間
】

2
0
3
0
年

を
目

標
年

と
す
る

【
主
な
内
容
】

温
室
効
果
ガ
ス
、
中
で
も
C
O
2
の
排
出
量
削
減
に
主
眼

を
置

き
、

３
段

階
の

行
動

メ
ニ
ュ
ー
と
２
つ
の

視
点
で
取
組
む
。

【
計
画
の
主
体
】

ト
ラ
ッ
ク
運
送
業
界
全
体
で
取
り
組
む
計
画

と
す
る

【
構

成
】

◆
サ
ブ
目
標

①
車
両
総
重
量
８
ｔ以

下
の

車
両

に
つ
い
て
、
2
0
3
0
年

に
お
け
る

「
電

動
車

」
の

保
有

台
数

を
1
0
％

と
す
る

②
各
事
業
者
が
自

社
の

車
両

の
C
O
2
排

出
総

量
ま
た
は

C
O
2
排

出
原

単
位

を
把

握
す
る
こ
と
を
目

指
す

③
全

日
本

ト
ラ
ッ
ク
協

会
と
全

都
道

府
県

ト
ラ
ッ
ク
協

会
が

共
通

で
取

り
組

む
「
行

動
月

間
」
を
設

定
す
る

◆
メ
イ
ン
目
標

経
団

連
「
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル

行
動

計
画

」
に
お
い
て
公

表
し
て
い
る
、
ト
ラ
ッ
ク
運

送
業

界
の

2
0
3
0
年

の
目

標
値

「
C
O
2
排

出
原

単
位

」
※

を
2
0
0
5
年

度
比

▲
3
1
％

と
す
る

◆
『
ト
ラ
ッ
ク
運

送
業

界
の

環
境

ビ
ジ
ョ
ン
2
0
3
0
』
に
お
け
る
行

動
計

画

・
脱

炭
素

化
を
め
ざ
し
て
取

り
組

む
メ
ニ
ュ
ー
を
３
段

階
に
分

け
て
設

定

→
A
:「
は

こ
ぶ

」
で
C
O
2
削

減
、
B
:「
事

務
所

」
で
C
O
2
削

減
、
C
:「
み

ん
な
」
で
C
O
2
削

減

・
３
段

階
の

う
ち

『
A
』
の

取
組

み
に
重

点
を
置

き
、
『
B
』
『
C
』
に
つ
い
て
も
積

極
的

に
取

り
組

む

・
「
業

界
団

体
」
と
「
事

業
者

」
の

２
つ
の

視
点
で
、
具

体
的

に
取

り
組

む

※
C
O
2
排

出
原

単
位

＝
C
O
2
排

出
量

÷
輸

送
ト
ン
キ
ロ
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サ
ブ
目

標
１
：
電

動
車

の
普

及
状

況

2.
76

 
2.

73
 

2.
69

 
2.

90
 

0.
0

5.
0

10
.0

15
.0

20
20

年
度

20
21

年
度

20
22

年
度

20
23

年
度

20
30

年
度

【
2
0
2
3
年

度
の

実
績

】

◆
電

動
車

保
有

割
合

（
令

和
６
年

３
月

末
時

点
）

2
0
2
2
年

度
と
比

較
し
て


ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
ト
ラ
ッ
ク
：
1
0
,7
9
0
台

→
9
,9
7
0
台
（
▲
8
2
0
台
）


電
気
ト
ラ
ッ
ク
：
9
9
0
台

→
2
,5
9
9
台
（
＋
1
,6
0
9
台
）


8
t以

下
の
車
両
登
録
台
数
：
4
3
8
,6
9
2
台

→
4
3
5
,7
0
7
台
（
▲
2
,9
8
5
）

結
果
、
2
0
2
3
年
度
の
電
動
車
保
有
割
合
は
、
全

国
平

均
で
2
.9
0
％

。

保
有
台
数
全
体
が
減
少
し
て
い
る
な
か
、
電
気
ト
ラ
ッ
ク
が
増
加
し
て
い
る
。

●
H
V
お
よ
び
E
V
台

数
出

典
：
「
自

検
協

統
計

自
動

車
保

有
車

両
数

（
令

和
６
年

３
月

末
現

在
）
」

●
車

両
台

数
出

典
：
「
諸

分
類

別
自

動
車

保
有

車
両

数
（
令

和
６
年

３
月

末
現

在
）
」

（
い
ず
れ

も
一

般
財

団
法

人
自

動
車

検
査

登
録

情
報

協
会

）

※
：
「
貨

物
用

」
う
ち
「
普

通
車

」
の

台
数

⽬
標

10
.0

（
％

）

■
電
動
保
有
車
両
率
の
推
移
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サ
ブ
目

標
２
：
Ｃ
Ｏ
２
排

出
量

把
握

の
取

り
組

み

トラ
ック

運
送

事
業

者
⽤

CO
2排

出
量

簡
易

算
定

ツー
ル

（
Ve

r.
4）

【
Ｃ

Ｏ
２

排
出

量
簡

易
算

定
ツ

ー
ル

】
◆

「ト
ラ

ック
運

送
事

業
者

⽤
Ｃ

O
2排

出
量

簡
易

算
定

ツ
ー

ル
」【

Ve
r.４

】を
公

表
（

令
和

７
年

３
⽉

）
・省

エ
ネ

法
に

基
づ

い
て

、ト
ラッ

ク運
送

事
業

者
が

運
⾏

す
る

⾞
両

の
燃

料
使

⽤
量

や
燃

費
の

実
測

値
を

も
とに

算
出

す
る

た
め

精
度

が
⾼

く、
ま

た
荷

主
別

の
CO

2排
出

量
を

算
定

で
き

る
。

・2
05

0年
の

「カ
ー

ボ
ン

ニ
ュー

トラ
ル

」に
向

け
て

、荷
主

企
業

か
ら「

Sc
op

e３
」の

上
流

・下
流

の
輸

送
・配

送
の

CO
2排

出
量

が
要

求
され

る
こと

に
な

り、
荷

主
の

ニー
ズ

に
応

え
る

こと
が

で
き

る
。
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Ｃ
Ｏ
２
排

出
量

把
握

促
進

月
間

１
．
Ｃ
Ｏ
２
排

出
量

簡
易

算
定

ツ
ー
ル

の
活

用
状

況
お
よ
び
課

題

２
．
行

動
月

間
の

設
定

と
取

り
組

み
の

推
進○

認
知
度
不
足

○
Ｃ
Ｏ
２
排
出
量
に
対
す
る
事
業
者
の
関
心
が
低
い

○
荷
主
か
ら
Ｃ
Ｏ
２
排
出
量
の
提
示
を
求
め
ら
れ
て
い
な
い

【
算

定
ツ
ー
ル

掲
載

サ
イ
ト
へ

の
ア
ク
セ
ス
数

】

４
，
５
４
０
人

閲
覧
者
数

７
，
１
０
６
回

延
べ
閲
覧
回
数

（
令

和
６
年

９
月

１
日

～
令

和
７
年

８
月

３
１
日

）

h
tt
ps
:/
/
jt
a.
o
r.
jp
/
m
e
m
be
r/
ka
n
ky
o
/
vi
si
o
n
2
0
3
0
to
o
ls
.h
tm

l

「
ト
ラ
ッ
ク
運

送
業

界
の

エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
月

間
」
と
連

携
し
、

毎
年

１
１
月

を
「
Ｃ
Ｏ
２
排

出
量

把
握

促
進

月
間

」
と
し
、

算
定

ツ
ー
ル

を
活

用
し
た
自

社
の

Ｃ
Ｏ
２
排

出
量

把
握

を
促

進
さ
せ

る
。

３
．
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル

の
実

現
に
向

け
た
国

の
動

向

令
和

７
年

２
月

２
０
日

：
第

５
７
回

環
境

対
策

・
G

X委
員

会
に
て
決

定

★
地
球
温
暖
化
対
策
計
画

★
エ
ネ
ル
ギ
ー
基
本
計
画

★
Ｇ
Ｘ
２
０
４
０
ビ
ジ
ョ
ン

★
排
出
量
取
引
制
度
（
２
０
２
６
年
度
～
）

★
化
石
燃
料
賦
課
金
（
２
０
２
８
年
度
～
）

★
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
排
出
量
（

Sc
op

e１
，
２
，
３
）

令
和

７
年

２
月

１
８
日

閣
議

決
定

一
体

的
な

取
り
組

み
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地
球

温
暖

化
対

策
計

画

★
地

球
温

暖
化

対
策

計
画

（
抜

粋
）

Ｄ
．
運

輸
部

門
の

取
組

(b
) 自

動
車

単
体

対
策

○
次

世
代

自
動

車
の

普
及

、
燃

費
改

善
等

エ
ネ
ル
ギ
ー
効
率
に
優
れ
る
次
世
代
自
動
車
（

EV
、

FC
V、

PH
EV

、
ハ

イ
ブ
リ
ッ
ド
自

動
車

（
HV

）
等

）
の

普
及

拡
大

を
推

進
す
る
。
そ
の

た
め
、
現

時
点

で
は

導
入

初
期

段
階

に
あ
り
コ
ス
ト
が

高
い
な
ど
の

課
題

を
抱

え
て
い
る
も
の

に
つ
い
て
は

、
補

助
制

度
や

税
制

上
の

優
遇

等
の

支
援

措
置

等
を
行

う
な
ど
、
電

動
車

・
イ
ン
フ
ラ
の

導
入

拡
大

等
の

包
括

的
な
措

置
を
講

ず
る
。

商
用

車
に
つ
い
て
は

、
８
ト
ン
以

下
の

小
型

車
に
つ
い
て
は

新
車

販
売

で
、

20
30

年
ま
で
に
電

動
車

20
〜

30
％

、
20

40
年

ま
で
に
電

動
車

と
合

成
燃

料
等

の
脱

炭
素

燃
料

車
で

10
0％

を
目

指
す
。
８
ト
ン
超

の
大

型
車

に
つ
い
て
は

、
20

20
年

代
に

5,
00

0台
の

先
行

導
入

を
目

指
す
と
と
も
に
、
水
素
や

合
成

燃
料

等
の

価
格

低
減

に
向

け
た
技

術
開

発
・
普

及
の

取
組

の
進

捗
も
踏

ま
え
、

20
30

年
ま
で
に

20
40

年
の

電
動

車
の

普
及

目
標

を
設

定
す
る
。

充
電

イ
ン
フ
ラ
整

備
促

進
に
向

け
た
指

針
を
踏

ま
え
、

20
30

年
ま
で
に
充

電
イ
ン
フ
ラ

30
万

口
の

整
備

、
利

便
性

が
高

く
持

続
可

能
な
充

電
イ
ン
フ
ラ

社
会

の
構

築
を
目

指
す
。
幹

線
道

路
や

高
速

道
路

等
に
お
い
て

EV
充

電
イ
ン
フ
ラ
や

そ
の
案

内
サ

イ
ン
の

整
備

を
促

進
す
る
。
あ
わ

せ
て
、
走

行
中

給
電

技
術

の
研

究
支

援
を
進

め
る
。

商
用

車
に
つ
い
て
は

、
国

が
定

め
た
非

化
石

エ
ネ
ル

ギ
ー
自

動
車

の
保

有
や

使
用

に
関

す
る
目

標
等

に
準

じ
る
計

画
を
定

め
た
輸

送
事

業
者

や
荷

主
等

に
対

し
て
、
車

両
の

導
入

を
支

援
し
て
い
く
と
と
も
に
、
国

が
定

め
る
目

標
の

拡
大

に
つ
い
て
検

討
を
行

う
。
商

用
車

に
重

点
を
置

い
た
燃

料
電

池
自

動
車

の
普

及
を
進

め
る
た
め
、
車

両
の

導
入

支
援

、
大

規
模

水
素

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の

導
入

に
関

す
る
支

援
に
加

え
、
燃

料
電

池
商

用
車

を
集

中
的

に
導

入
す
る
重

点
地

域
に
対

し
て
追

加
的

支
援

を
講

じ
て
い
く
。
ま
た
、
水

素
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
関

連
コ
ス
ト
の

低
減

等
に
向

け
た
技

術
開

発
を
進

め
る
。

重
量

車
の

燃
費

向
上

等
を
図

る
た
め
、
電

動
車

の
普

及
促

進
を
見

据
え
た
新

た
な
燃

費
基

準
の

検
討

を
開

始
す
る
。

内
燃

機
関

に
係

る
ガ
ソ
リ
ン
の
低

炭
素

化
・
脱

炭
素

化
を
進

め
る
た
め
、
ガ
ソ
リ
ン
に
つ
い
て
は

20
30

年
度

ま
で
に
バ

イ
オ
エ
タ
ノ
ー
ル

の
最

大
濃

度
10

％
の

低
炭

素
ガ
ソ
リ
ン
の

供
給

開
始

を
目

指
し
、

20
40

年
度

か
ら
最

大
濃

度
20

％
の

低
炭

素
ガ
ソ
リ
ン
の

供
給

開
始

を
追

求
す
る
。
ま
た
、
対

応
車

両
の

開
発

・
拡

大
を
行

う
。
く
わ

え
て
、
バ

イ
オ
デ
ィ
ー
ゼ
ル

の
導

入
を
推

進
す
る
。
さ
ら
に
、
合

成
燃

料
に
つ
い
て
は

20
30

年
代

前
半

ま
で
の

商
用

化
実

現
を
目

指
し
、
そ
の

活
用

を
行

っ
て
い
く
。
ま
た
、
自

動
車

部
材

の
軽

量
化

に
よ
る
燃

費
改

善
が

期
待

で
き
る
セ
ル

ロ
ー
ス
ナ
ノ
フ
ァ
イ
バ

ー
、
改

質
リ
グ
ニ
ン
等

の
技

術
開

発
・
社

会
実

装
等

を
進

め
る
。
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地
球

温
暖

化
対

策
計

画

(h
) 脱

炭
素

物
流

の
推

進

○
ト
ラ
ッ
ク
輸

送
の

効
率

化
、
共

同
輸

配
送

の
推

進
（
ト
ラ
ッ
ク
輸

送
の

効
率

化
）

○
ト
ラ
ッ
ク
輸

送
の

効
率

化
、
共

同
輸

配
送

の
推

進
（
共

同
輸

配
送

の
推

進
）

配
送

を
依

頼
す
る
荷

主
や

配
送

を
請

け
負

う
物

流
事

業
者

等
の

連
携

に
よ
り
共

同
輸

配
送

等
の

取
組

を
促

進
し
、
輸

送
効

率
・
積

載
効

率
を
改

善
す

る
こ
と
で
、
地

球
温

暖
化

対
策

に
係

る
取

組
を
推

進
し
、
物

流
体

系
全

体
の

グ
リ
ー
ン
化

を
図

る
。

こ
の

た
め
、
省

エ
ネ
法

に
よ
る
荷

主
・
輸

送
事

業
者

の
エ
ネ
ル

ギ
ー
管

理
を
引

き
続

き
推

進
す
る
。
ま
た
、
流

通
業

務
の

総
合

化
及

び
効

率
化

の
促

進
に
関
す
る
法
律
（
平
成

17
年
法
律
第

85
号

）
に
基

づ
き
、
保

管
、
荷

捌
さ
ば

き
、
流

通
加

工
を
行

う
物

流
施

設
へ

の
ト
ラ
ッ
ク
営

業
所

の
併

設
、
ト
ラ
ッ
ク

予
約

受
付

シ
ス
テ
ム
の

導
入

な
ど
の

輸
送

円
滑

化
措

置
を
講

じ
、
配

送
網

を
集

約
化

・
合

理
化

す
る
と
と
も
に
、
荷

待
ち
時

間
の

な
い
ト
ラ
ッ
ク
輸

送
を

行
う
事

業
や

、
鉄

道
、
船

舶
、
航

空
機

、
ダ
ブ
ル

連
結

ト
ラ
ッ
ク
等

を
活

用
し
た
新

た
な
モ
ー
ダ
ル

シ
フ
ト
の

推
進

、
コ
ン
テ
ナ
ラ
ウ
ン
ド
ユ
ー
ス
及

び
過

疎
地

・
都

市
等

に
お
け
る
共

同
輸

配
送

の
取

組
促

進
に
対

す
る
支

援
を
行

う
こ
と
で
物

流
の

脱
炭

素
化

を
推

進
す
る
。

さ
ら
に
、
令

和
６
年

５
月

に
公

布
さ
れ

た
流

通
業

務
の

総
合

化
及

び
効
率

化
の

促
進

に
関

す
る
法

律
及

び
貨

物
自

動
車

運
送

事
業

法
の

一
部

を
改

正
す
る
法
律
（
令
和
６
年
法
律
第

23
号

）
に
よ
る
改

正
後

の
流

通
業

務
の

総
合

化
及

び
効

率
化

の
促

進
に
関

す
る
法

律
に
基

づ
く
荷

主
・
物

流
事

業
者

に
対

す
る
規

制
的

措
置

を
通

じ
た
物

流
の

効
率

化
の

取
組

に
よ
り
、
脱

炭
素

物
流

の
推

進
に
貢

献
す
る
。

荷
主

や
消

費
者

等
に
お
け
る
物

流
サ

ー
ビ
ス
の

脱
炭

素
化

ニ
ー
ズ
の

高
ま
り
に
も
対

応
し
、
地

域
内

輸
配

送
の

電
動

化
、
長

距
離

輸
送

に
お
け
る
燃

料
電

池
ト
ラ
ッ
ク
の

開
発

・
普

及
な
ど
、
電

動
車

活
用

の
取

組
を
推

進
す
る
。
く
わ

え
て
、
荷

主
企

業
と
物

流
事

業
者

等
の

関
係

者
の

連
携

を
円

滑
化

す
る
た
め
、
両

者
が

共
通

に
活

用
で
き
る
物

流
分

野
の

二
酸

化
炭

素
排

出
量

算
定

の
た
め
の

統
一

的
手

法
（
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
）
で
、
取

組
ご
と
の

効
果

を
客
観
的
に
評
価
す
る
。

ド
ロ
ー
ン
や

自
動

配
送

ロ
ボ
ッ
ト
等

を
活

用
し
て
配

送
効

率
化

を
推

進
し
、
特

に
過

疎
地

域
等

で
は

ド
ロ
ー
ン
物

流
の

社
会

実
装

に
向

け
た
実

証
事

業
を
実

施
す
る
と
と
も
に
、
「
ド
ロ
ー
ン
を
活

用
し
た
荷
物

等
配

送
に
関

す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

Ve
r.4

.0
」
（
令

和
５
年

３
月

31
日

国
土

交
通

省
策

定
）
の

普
及

を
通

じ
て
環

境
負

荷
の

少
な
い
配

送
手

段
の

活
用

可
能

性
を
検

証
す
る
こ
と
で
、
近

い
将

来
の

社
会

実
装

を
確

実
な
も
の

と
す
る
。

さ
ら
に
、
ダ
ブ
ル

連
結

ト
ラ
ッ
ク
の

導
入

促
進

等
に
よ
る
物

流
の

効
率

化
を
進

め
る
と
と
も
に
、
高

速
道

路
に
お
け
る
民

間
施

設
へ

の
直

結
を
含

め
た

ア
ク
セ
ス
強

化
、

ET
C2

.0
を
活

用
し
た
運
行

管
理

支
援

、
特

殊
車

両
の

新
た
な
通

行
制

度
に
よ
る
通

行
手

続
の

迅
速

化
等

に
よ
り
効

率
化

を
推

進
す

る
。
く
わ

え
て
、
新

た
な
物

流
形

態
と
な
る
道

路
空

間
を
フ
ル

活
用

し
た
ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル

ギ
ー
に
よ
る
自

動
物

流
道

路
（
オ
ー
ト
フ
ロ
ー
･ロ

ー
ド
：

Au
to

flo
w

 R
oa

d）
の

社
会

実
装

を
目

指
す
。
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エ
ネ
ル

ギ
ー
基

本
計

画

★
エ
ネ
ル

ギ
ー
基

本
計

画
（
抜

粋
）

③
運

輸

運
輸

部
門

に
お
い
て
は

、
自

動
車

分
野

に
お
け
る
ラ
イ
フ
サ

イ
ク
ル

を
通

じ
た
Ｃ
Ｏ
２
排

出
削

減
、
物

流
分

野
に
お
け
る
エ
ネ
ル

ギ
ー
効

率
の

向
上

、
船

舶
・
航

空
・
鉄

道
・
港

湾
分

野
に
お
け
る
次

世
代

燃
料

の
活

用
な
ど
の

取
組

を
進

め
て
い
く
。

自
動

車
分

野
は

、
運

輸
部

門
の

Ｃ
Ｏ
２
排

出
量

の
８
６
％

（
２
０
２
２
年

度
時

点
）
を
占

め
て
お
り
、
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル

化
に
向

け
、
多

様
な
選

択
肢

を
追

求
し
、
２
０
５
０
年

に
自

動
車

の
ラ
イ
フ
サ

イ
ク
ル

を
通

じ
た
Ｃ
Ｏ
２
ゼ
ロ
を
目

指
す
。

商
用

車
に
つ
い
て
は

、
８
ト
ン
以

下
の

小
型

車
に
つ
い
て
は

新
車

販
売

で
、
２
０
３
０
年

ま
で
に
電

動
車

２
０
～

３
０
％

、
２
０
４
０
年

ま
で
に
電

動
車

と
合

成
燃

料
等

の
脱

炭
素

燃
料

車
で
１
０
０
％

を
目

指
す
。
８
ト
ン
超

の
大

型
車

に
つ
い
て
は

、
２
０
２
０
年

代
に
５
，
０
０
０
台

の
先

行
導

入
を
目

指
す
と
と
も

に
、
水

素
や

合
成

燃
料

等
の

価
格

低
減

に
向

け
た
技

術
開

発
・
普

及
の

取
組

の
進

捗
も
踏

ま
え
、
２
０
３
０
年

ま
で
に
２
０
４
０
年

の
電

動
車

の
普

及
目

標
を
設
定
す
る
。

こ
の

た
め
、
電

動
車

の
導

入
促

進
や

、
２
０
３
０
年

に
３
０
万

口
を
目

標
と
す
る
充

電
イ
ン
フ
ラ
整

備
の

促
進

等
の

包
括

的
な
措

置
を
講

じ
る
。

商
用

車
に
つ
い
て
は

、
国

が
定

め
た
非

化
石

エ
ネ
ル

ギ
ー
自

動
車

の
保

有
や

使
用

に
関

す
る
目

標
等

に
準

じ
る
計

画
を
定

め
た
輸

送
事

業
者

や
荷

主
等

に
対

し
て
、
車

両
の

導
入

を
支

援
し
て
い
く
と
と
も
に
、
国

が
定

め
る
目

標
の

拡
大

に
つ
い
て
検

討
を
行

う
。

商
用

車
に
重

点
を
置

い
た
燃

料
電

池
自

動
車

の
普

及
を
進

め
る
た
め
、
集

中
的

に
導

入
す
る
重

点
地

域
に
対

し
て
追

加
的

支
援

を
講

じ
て
い
く
。

更
な
る
燃

費
向

上
等

を
図

る
た
め
、
電

動
車

の
普

及
促

進
を
見

据
え
た
重

量
車

の
新

た
な
燃

費
基

準
の

検
討

を
開

始
す
る
。

内
燃

機
関

に
係

る
ガ
ソ
リ
ン
の
低

炭
素

化
・
脱

炭
素

化
を
進

め
る
た
め
、
２
０
５
０
年

カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル

実
現

に
向

け
て
、
ガ
ソ
リ
ン
に
つ
い
て
は

２
０
３
０
年

度
ま
で
に
バ

イ
オ
エ
タ
ノ
ー
ル

の
最

大
濃

度
１
０
％

の
低

炭
素

ガ
ソ
リ
ン
の

供
給

開
始

を
目

指
し
、
２
０
４
０
年

度
か

ら
最

大
濃

度
２
０
％

の
低

炭
素

ガ
ソ
リ
ン
の

供
給

開
始

を
追

求
す
る
。
ま
た
、
対

応
車

両
の

開
発

・
拡

大
を
行

う
。
加

え
て
バ

イ
オ
デ
ィ
ー
ゼ
ル

の
導

入
を
推

進
す
る
。
さ
ら
に
、
合

成
燃

料
に
つ
い
て
は

２
０
３
０
年

代
前

半
ま
で
の

商
用

化
実

現
を
目

指
し
、
そ
の

活
用

を
行

っ
て
い
く
。

物
流

分
野

に
お
い
て
は

、
鉄

道
、
船

舶
、
航

空
、
ダ
ブ
ル

連
結

ト
ラ
ッ
ク
等

の
多

様
な
輸

送
モ
ー
ド
を
活

用
し
た
新

た
な
モ
ー
ダ
ル

シ
フ
ト
の

推
進

や
物

流
施

設
等

の
脱

炭
素

化
を
推

進
し
て
い
く
。
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Ｇ
Ｘ
２
０
４
０
ビ
ジ
ョ
ン

★
Ｇ
Ｘ
２
０
４
０
ビ
ジ
ョ
ン
（
抜

粋
）

（
８
）
次
世
代
自
動
車

世
界

を
見

る
と
、
足

下
で
は

、
先

行
し
て

EV
が

普
及

し
て
き
た
地

域
に
お
い
て

EV
の

新
車

販
売

比
率

の
伸

び
が

鈍
化

す
る
動

き
も
見

ら
れ

る
も
の

の
、

EV
の

普
及

自
体

は
進

む
と
見

込
ま
れ

る
。
ま
た
、
バ

イ
オ
燃

料
及

び
合

成
燃

料
の

導
入

に
向

け
た
取

組
や

商
用

車
に
お
け
る
水

素
の

活
用

の
取

組
も
見

ら
れ

る
。

我
が
国
は
、
自
動
車
分
野
の

CN
実

現
と
競

争
力

強
化

の
両

立
に
向

け
、

EV
の

普
及

に
取

り
組

む
と
と
も
に
、
合

成
燃

料
、
水

素
な
ど
多

様
な
選

択
肢

の
追

求
を
基

本
方

針
と
し
て
い
る
。
こ
の
方
針
の
下
、

EV
に
必

要
な
蓄

電
池

の
国

内
生

産
基

盤
確

保
や

合
成

燃
料

の
研

究
開

発
等

を
進

め
て
き
た
。

こ
う
し
た
進

展
を
基

礎
と
し
な
が

ら
、
燃

費
規

制
や

非
化

石
エ
ネ
ル

ギ
ー
転

換
目

標
に
よ
り
、
電

動
車

の
開

発
・
性

能
向

上
や

導
入

を
促

し
つ
つ
、
ク

リ
ー
ン
エ
ネ
ル

ギ
ー
自

動
車

や
商

用
電

動
車

、
電

動
建

機
の

導
入

を
支

援
し
て
い
く
。
ま
た
、
充

電
・
水

素
充

て
ん
設

備
、
蓄

電
池

等
の

国
内

立
地

・
技

術
開

発
へ

の
支

援
等

を
進

め
て
い
く
。

さ
ら
に
、
車

載
用

蓄
電

池
の

リ
ユ
ー
ス
や

車
両

か
ら
の

給
電

設
備

の
整

備
を
促

進
し
、
再

生
可

能
エ
ネ
ル

ギ
ー
の

有
効

利
用

に
貢

献
す
る
。
特

に
燃

料
電

池
自

動
車

に
関

し
て
は

商
用

車
に
重

点
を
置

き
、
集

中
的

に
導

入
す
る
重

点
地

域
に
対

し
て
追

加
的

支
援

を
講

じ
て
い
く
。

ま
た
、
内

燃
機

関
に
係

る
液

体
燃

料
の

低
炭

素
化

・
脱

炭
素

化
を
進

め
る
た
め
、
液
体
燃
料
に
関
し
て
は
、
バ

イ
オ
燃

料
及

び
合

成
燃

料
の

活
用

に
よ
り

CN
化

を
目

指
す
。

（
１
２
）
物
流
・
人
流

物
流

・
人

流
に
お
け
る
省

エ
ネ
ル

ギ
ー
化

や
非

化
石

燃
料

の
利

用
拡

大
に
向

け
た
需

要
構

造
の

転
換

を
実

現
す
る
た
め
、
事

業
用

の
ト
ラ
ッ
ク
・
バ

ス
・
タ
ク
シ
ー
等

の
次

世
代

自
動

車
の

普
及

促
進
や
、
鉄

道
、
船

舶
、
航

空
機

、
ダ
ブ
ル

連
結

ト
ラ
ッ
ク
等

を
活

用
し
た
新

た
な
モ
ー
ダ
ル

シ
フ
ト
の

推
進

、
ド
ロ
ー
ン
物

流
の

社
会

実
装

等
に
よ
る
グ
リ
ー
ン
物

流
の

推
進

、
水

素
・
再

生
可

能
エ
ネ
ル

ギ
ー
設

備
や

省
人

化
機

器
、
脱

炭
素

型
自

然
冷

媒
機

器
の

導
入

等
に
よ
る
物

流
施

設
等

の
脱

炭
素

化
、
自

動
物

流
道

路
の

構
築

、
M

aa
S（

M
ob

ili
ty

 a
s 

a 
Se

rv
ic

e）
の

推
進

等
に
よ
る
公

共
交

通
の

利
用

促
進

等
を
図

る
と
と
も
に
、
公

共
交

通
の

利
用

に
対

す
る
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
付

与
の

仕
組

み
を
検

討
す
る
。
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排
出

量
取

引
制

度

➢
公

平
性

・
実

効
性

を
確

保
し
つ
つ
、
対

象
企

業
の

業
種

特
性

や
脱

炭
素

へ
の

道
筋

等
を
考

慮
す
る
柔

軟
性

を
有

す
る
形

で
、

排
出
量
取
引
制
度
を
本
格
稼
働
。

①
一

定
の

排
出

規
模

以
上

（
直

接
Ｃ
Ｏ
２
排

出
量

１
０
万
ト
ン

/年
）
の

企
業

は
業
種
等
問
わ
ず
に
一

律
に
参

加
義

務
②

業
種

特
性

等
を
考

慮
し
た
政

府
指

針
に
基

づ
き
対

象
事

業
者

に
排

出
枠

を
無

償
割

当
て

③
排

出
枠

の
上

下
限

価
格

を
設

定
す
る
こ
と
に
よ
る
取

引
価

格
に
対

す
る
予

見
可

能
性

の
確

保

◎
成

長
志

向
型

カ
ー
ボ
ン
プ
ラ
イ
シ
ン
グ
構

想

★
排
出
量
取
引
制
度
の
本
格
稼
働
（
２
０
２
６
年
度
～
）

10



化
石

燃
料

賦
課

金

➢
化

石
燃

料
の

使
用

に
伴

う
二

酸
化

炭
素

排
出

量
に
応

じ
た
金

額
を
賦

課
す
も
の

➢
化
石
燃
料
の
輸
入
事
業
者
等
に
支
払
義
務

➢
転

嫁
を
通

じ
て
社

会
全

体
で
、
化

石
燃

料
の

使
用

に
伴

う
コ
ス
ト
を
負

担

★
化
石
燃
料
賦
課
金
の
導
入
（
２
０
２
８
年
度
～
）

化
石

燃
料

の
需

要
家

に
対

し
て
、
排

出
量

取
引

よ
り
も
広

範
に
行

動
変

容
を
促

す
こ
と
が

可
能

出
典

：
週

刊
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
オ
ン
ラ
イ
ン
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サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
排

出
量

（
S
c
o
p
e
１
，
２
，
３
）

➢
事

業
者

自
ら
の

排
出

だ
け
で
な
く
、
事

業
活

動
に
関

係
す
る
あ
ら
ゆ
る
排

出
を
合

計
し
た
排

出
量

を
指

す
。
つ
ま
り
、

原
材

料
調

達
・
製

造
・
物

流
・
販

売
・
廃

棄
な
ど
、
一

連
の

流
れ

全
体

か
ら
発

生
す
る
温

室
効

果
ガ
ス
排

出
量

の
こ
と

➢
サ

プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
排

出
量

＝
Sc

op
e1

排
出

量
＋

Sc
op

e2
排

出
量
＋

Sc
op

e3
排

出
量

➢
G

HG
プ
ロ
ト
コ
ル

の
Sc

op
e3

基
準

で
は

、
Sc

op
e3

を
15

の
カ
テ
ゴ
リ
に
分

類

★
サ

プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
排

出
量

出
典
：
環
境
省

◎
Sc

op
e3

開
示
義
務
化

２
０
２
７
年
３
月
～
（
時
価
総
額
３
兆
円
以
上
の
企
業
）

２
０
２
８
年
３
月
～
（
時
価
総
額
１
兆
円
以
上
の
企
業
）

12



地
球
温
暖
化
対
策
計
画
の
概
要

令
和
７
年
２
月

内
閣
官
房
・環

境
省
・経

済
産
業
省

13

Saito Akira
テキストボックス
参考資料１－１



次
期
削
減
目
標
（
N
D
C
）

◼
我
が
国
は
、
2
0
3
0
年
度
目
標
と
2
0
5
0
年
ネ
ッ
ト
・
ゼ
ロ
を
結
ぶ
直
線
的
な
経
路
を
、
弛
ま
ず
着
実
に
歩
ん
で
い
く
。

◼
次
期

N
D

C
に
つ
い
て
は
、
1
.5
℃
目
標
に
整
合
的
で
野
心
的
な
目
標
と
し
て
、
2
0
3
5
年
度
、
2
0
4
0
年
度
に
お
い
て
、
温
室

効
果
ガ
ス
を

2
0
1
3
年
度
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
6
0
％
、
7
3
％
削
減
す
る
こ
と
を
目
指
す
。

◼
こ
れ
に
よ
り
、
中
長
期
的
な
予
見
可
能
性
を
高
め
、
脱
炭
素
と
経
済
成
長
の
同
時
実
現
に
向
け
、
G
X
投
資
を
加
速
し
て
い
く
。

2
0
2
2
年
度
排
出
・
吸
収
量
実
績

▲
2
2
.9
%

1
0
.8
億
ト
ン

2
0
3
0
年
度
目
標

▲
4
6
％

７
.6
億
ト
ン

2
0
3
5
年
度
目
標

▲
6
0
％

5
.7
億
ト
ン

2
0
4
0
年
度
目
標

▲
7
3
％

3
.8
億
ト
ン

2
0
5
0
年
目
標

排
出
・
吸
収
量
：
０

（
ネ
ッ
ト
ゼ
ロ
）

※
目
標
は
全
て
2
0
1
3
年
度
比

た
ゆ

14



次
期
N
D
C
達
成
に
向
け
地
球
温
暖
化
対
策
計
画
に
位
置
付
け
る
主
な
対
策
・
施
策

《
エ
ネ
ル
ギ
ー
転
換
》

《
横
断
的
取
組
》

⚫
再
エ
ネ
、
原
子
力
な
ど
の
脱
炭
素
効
果
の
高
い
電
源
を
最
大
限
活

用

⚫
ト
ラ
ン
ジ
シ
ョ
ン
手
段
と
し
て
L
N
G
火
力
を
活
用
す
る
と
と
も
に
、
水

素
・
ア
ン
モ
ニ
ア
、

C
C
U

S
等
を
活
用
し
た
火
力
の
脱
炭
素
化
を
進

め
、
非
効
率
な
石
炭
火
力
の
フ
ェ
ー
ド
ア
ウ
ト
を
促
進

⚫
脱
炭
素
化
が
難
し
い
分
野
に
お
い
て
水
素
等
、
C
C
U
S
の
活
用

《
産
業
・
業
務
・
運
輸
等
》

⚫
「
成
長
志
向
型
カ
ー
ボ
ン
プ
ラ
イ
シ
ン
グ
」
の
実
現
・
実
行

⚫
循
環
経
済
（
サ
ー
キ
ュ
ラ
ー
エ
コ
ノ
ミ
ー
）
へ
の
移
行

→
再
資
源
化
事
業
等
高
度
化
法
に
基
づ
く
取
組
促
進
、
「
廃
棄
物
処
理

×
C

C
U
」
の
早
期
実
装
、
太
陽
光
パ
ネ
ル
の
リ
サ
イ
ク
ル
促
進
等

⚫
森
林
、
ブ
ル
ー
カ
ー
ボ
ン
そ
の
他
の
吸
収
源
確
保
に
関
す
る
取
組

⚫
日
本
の
技
術
を
活
用
し
た
、
世
界
の
排
出
削
減
へ
の
貢
献

→
ア
ジ
ア
・
ゼ
ロ
エ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
共
同
体
（

A
Z

E
C
）
の
枠
組
み
等
を
基
礎

と
し
て
、

J
C

M
や
都
市
間
連
携
等
の
協
力
を
拡
大

《
地
域
・
く
ら
し
》

⚫
地
方
創
生
に
資
す
る
地
域
脱
炭
素
の
加
速

→
2
0
3
0
年
度
ま
で
に

1
0
0
以
上
の
「脱
炭
素
先
行
地
域
」を
創
出
等

⚫
省
エ
ネ
住
宅
や
食
品
ロ
ス
削
減
な
ど
脱
炭
素
型
の
く
ら
し
へ
の
転
換

⚫
高
断
熱
窓
、
高
効
率
給
湯
器
、
電
動
商
用
車
や
ペ
ロ
ブ
ス
カ
イ
ト

太
陽
電
池
等
の
導
入
支
援
や
、
国
や
自
治
体
の
庁
舎
等
へ
の
率

先
導
入
に
よ
る
需
要
創
出

⚫
S
c
o
p
e
3
排
出
量
の
算
定
方
法
の
整
備
な
ど
バ
リ
ュ
ー
チ
ェ
ー
ン

全
体
の
脱
炭
素
化
の
促
進

◼
次
期

N
D

C
 達
成
に
向
け
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
基
本
計
画
及
び
G
X
2
0
4
0
ビ
ジ
ョ
ン
と
一
体
的
に
、
主
に
次
の
対
策
・
施
策
を
実
施
。

◼
対
策
・施

策
に
つ
い
て
は
、
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
の
実
施
を
通
じ
て
、
不
断
に
具
体
化
を
進
め
る
と
と
も
に
、
柔
軟
な
見
直
し
を
図
る
。

⚫
工
場
等
で
の
先
端
設
備
へ
の
更
新
支
援
、
中
小
企
業
の
省
エ
ネ

支
援

⚫
電
力
需
要
増
が
見
込
ま
れ
る
中
、
半
導
体
の
省
エ
ネ
性
能
向
上
、

光
電
融
合
な
ど
最
先
端
技
術
の
開
発
・
活
用
、
デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー
の

効
率
改
善

⚫
自
動
車
分
野
に
お
け
る
製
造
か
ら
廃
棄
ま
で
の
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
を

通
じ
た
C
O
₂排

出
削
減
、
物
流
分
野
の
脱
炭
素
化
、
航
空
・
海
運

分
野
で
の
次
世
代
燃
料
の
活
用

15

永冨 やよい
ハイライト表示



【
参
考
】
温
室
効
果
ガ
ス
別
の
排
出
削
減
・
吸
収
量
の
目
標
・
目
安

【
単
位
：

1
0
0
万

t-
C
O

2
、
括
弧
内
は

2
0
1
3
年
度
比
の
削
減
率
】

2
0
1
3
年
度
実
績

2
0
3
0
年
度
（

2
0
1
3
年
度
比
）

※
１

2
0
4
0
年
度
（

2
0
1
3
年
度
比
）

※
２

温
室
効
果
ガ
ス
排
出
量
・吸

収
量

1
,4

0
7

7
6
0
（
▲

4
6
％

※
３
）

3
8
0
（
▲

7
3
％
）

エ
ネ
ル
ギ
ー
起
源

C
O

2
1
,2

3
5

6
7
7
（
▲

4
5
％
）

約
3
6
0
～

3
7
0
（
▲

7
0
～

7
1
％
）

産
業
部
門

4
6
3

2
8
9
（
▲

3
8
%
）

約
1
8
0
～

2
0
0
（
▲

5
7
～

6
1
％
）

業
務
そ
の
他
部
門

2
3
5

1
1
5
（
▲

5
1
%
）

約
4
0
～

5
0
（
▲

7
9
～

8
3
％
）

家
庭
部
門

2
0
9

7
1
（
▲

6
6
%
）

約
4
0
～

6
0
（
▲

7
1
～

8
1
％
）

運
輸
部
門

2
2
4

1
4
6
（
▲

3
5
％
）

約
4
0
～

8
0
（
▲

6
4
～

8
2
％
）

エ
ネ
ル
ギ
ー
転
換
部
門

1
0
6

5
6
（
▲

4
7
％
）

約
1
0
～

2
0
（
▲

8
1
～

9
1
％
）

非
エ
ネ
ル
ギ
ー
起
源

C
O

2
8
2
.2

7
0
.0
（
▲

1
5
％
）

約
5
9
（
▲

2
9
％
）

メ
タ
ン
（

C
H

4
）

3
2
.7

2
9
.1
（
▲

1
1
％
）

約
2
5
（
▲

2
5
％
）

一
酸
化
二
窒
素
（

N
2
Ｏ
）

1
9
.9

1
6
.5
（
▲

1
7
％
）

約
1
4
（
▲

3
1
％
）

代
替
フ
ロ
ン
等

4
ガ
ス

3
7
.2

2
0
.9
（
▲

4
4
％
）

約
1
1
（
▲

7
2
％
）

吸
収
源

-
▲

4
7
.7
（

-）
▲
約

8
4
（

-）
※
４

二
国
間
ク
レ
ジ
ッ
ト
制
度

（
JC

M
）

-

官
民
連
携
で

2
0
3
0
年
度
ま
で
の
累
積
で
１
億

t-
C
O

2
程

度
の
国
際
的
な
排
出
削
減
・吸

収
量
を
目
指
す
。
我
が
国

と
し
て
獲
得
し
た
ク
レ
ジ
ッ
ト
を
我
が
国
の

N
D

C
達
成
の
た
め

に
適
切
に
カ
ウ
ン
ト
す
る
。

官
民
連
携
で

2
0
4
0
年
度
ま
で
の
累
積
で
２
億

t-
C
O

2
程

度
の
国
際
的
な
排
出
削
減
・吸

収
量
を
目
指
す
。
我
が
国

と
し
て
獲
得
し
た
ク
レ
ジ
ッ
ト
を
我
が
国
の

N
D

C
達
成
の
た
め

に
適
切
に
カ
ウ
ン
ト
す
る
。

※
１

2
0
3
0
年
度
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
起
源
二
酸
化
炭
素
の
各
部
門
は
目
安
の
値
。

※
２

2
0
4
0
年
度
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
起
源
二
酸
化
炭
素
及
び
各
部
門
に
つ
い
て
は
、
2
0
4
0
年
度
エ
ネ
ル
ギ
ー
需
給
見
通
し
を
作
成
す
る
際
に
実
施
し
た
複
数
の
シ
ナ
リ
オ
分
析
に
基
づ
く
2
0
4
0
年
度
の
最
終
エ
ネ
ル
ギ
ー

消
費
量
等
を
基
に
算
出
し
た
も
の
。

※
３

さ
ら
に
、
5
0
％
の
高
み
に
向
け
、
挑
戦
を
続
け
て
い
く。

※
４

2
0
4
0
年
度
に
お
け
る
吸
収
量
は
、
地
球
温
暖
化
対
策
計
画
第
３
章
第
２
節
３
．
（
１
）
に
記
載
す
る
新
た
な
森
林
吸
収
量
の
算
定
方
法
を
適
用
し
た
場
合
に
見
込
ま
れ
る
数
値
。
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【
参
考
】
進
捗
管
理
（
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
）
の
強
化

◼
将
来
の
電
力
需
要
量
や
脱
炭
素
技
術
の
開
発
・
実
装
の
不
確
実
性
が
大
き
い
中
、
本
計
画
に
基
づ
き

2
0
5
0
年
ネ
ッ
ト
・
ゼ

ロ
に
向
け
た
直
線
的
な
経
路
を
弛
ま
ず
着
実
に
歩
ん
で
い
く
た
め
、
関
係
府
省
庁
と
連
携
し
、
対
策
・
施
策
の
進
捗
状
況
や

今
後
講
ず
る
対
策
の
具
体
化
の
状
況
等
を
点
検
し
、
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
を
通
じ
て
対
策
の
柔
軟
な
見
直
し
・
強
化
を
図
る
。

◼
こ
れ
ま
で
の
評
価
・
見
直
し
プ
ロ
セ
ス
の
実
績
を
踏
ま
え
、
評
価
に
当
た
っ
て
の
エ
ビ
デ
ン
ス
の
柔
軟
な
更
新
な
ど
、
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ

プ
の
改
善
を
図
っ
て
い
く
。

目
標
及
び

対
策
・
施
策
の
策
定

•
2
0
3
0
年
度
、
2
0
3
5
・
2
0
4
0
年
度
に
お
け
る
削
減
・吸

収
目
標
及
び
対
策
・
施
策
を
検
討
、
設
定

個
別
の
対
策
・
施
策
の

進
捗
状
況
及
び
具
体
化
の

状
況
の
確
認

•
2
0
3
0
年
度
目
標
に
向
け
て
、
関
係
府
省
庁
に
お
い
て
各
対
策
・
施
策
を
実
施
し
、
進
捗
状
況
を

確
認

•
2
0
3
5
・
2
0
4
0
年
度
目
標
に
向
け
て
、
関
係
府
省
庁
に
お
い
て
各
対
策
・
施
策
の
具
体
化
に
向

け
た
検
討
状
況
を
確
認
（
具
体
化
に
当
た
っ
て
は
実
現
可
能
性
や
費
用
対
効
果
を
考
慮
）

F
U
関
係
審
議
会
及
び

地
球
温
暖
化
対
策
本
部
で

の
点
検

•
上
記
確
認
結
果
に
加
え
、
対
策
評
価
指
標
と
当
該
対
策
の
効
果
で
あ
る
排
出
削
減
量
と
の

関
係
、
当
該
対
策
の
費
用
対
効
果
等
に
つ
い
て
、
必
要
に
応
じ
て
精
査
（
温
室
効
果
ガ
ス

排
出
量
の
増
減
要
因
分
析
等
も
参
照
）

実
効
性
の
高
い
対
策
・
施
策

へ
の
強
化

•
進
捗
や
具
体
化
が
遅
れ
て
い
る
項
目
を
確
認
し
、
深
掘
り
に
向
け
た
充
実
強
化
、
今
後
の

実
施
に
向
け
た
具
体
化
の
検
討
の
加
速
化
や
項
目
の
入
替
え
等
の
見
直
し
を
柔
軟
に
推

進

た
ゆ

17
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エ
ネ
ル
ギ
ー
基
本
計
画
の
概
要

令
和
７
年
２
月

資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
庁

19

Saito Akira
テキストボックス
参考資料１－２



⚫
東
日
本
大
震
災
及
び
東
京
電
力
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
事
故
か
ら
ま
も
な
く
1
4
年
が
経
過
す
る
が
、
東
京
電
力
福
島

第
一
原
子
力
発
電
所
事
故
の
経
験
、
反
省
と
教
訓
を
肝
に
銘
じ
て
取
り
組
む
こ
と
が
、
引
き
続
き
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
の
原
点
。

⚫
足
下
、
A
L
P
S
処
理
水
の
海
洋
放
出
、
燃
料
デ
ブ
リ
の
試
験
的
取
出
し
成
功
等
の
進
捗
や
、
福
島
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
・
コ
ー
ス

ト
構
想
の
進
展
も
あ
り
、
オ
ン
サ
イ
ト
・
オ
フ
サ
イ
ト
と
も
に
取
組
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
。
政
府
の
最
重
要
課
題
で
あ
る
、
福
島
の

復
興
・
再
生
に
向
け
て
最
後
ま
で
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
は
、
引
き
続
き
政
府
の
責
務
で
あ
る
。

１
．
東
京
電
力
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
事
故
後
の
歩
み

２
．
第
6
次
エ
ネ
ル
ギ
ー
基
本
計
画
策
定
以
降
の
状
況
変
化

⚫
他
方
で
、
第

6
次
エ
ネ
ル
ギ
ー
基
本
計
画
策
定
以
降
、
我
が
国
を
取
り
巻
く
エ
ネ
ル
ギ
ー
情
勢
は
、
以
下
の
よ
う
に
大
き
く
変

化
。
こ
う
し
た
国
内
外
の
情
勢
変
化
を
十
分
踏
ま
え
た
上
で
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
の
検
討
を
進
め
て
い
く
必
要
。

–
ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
略
や
中
東
情
勢
の
緊
迫
化
な
ど
の
経
済
安
全
保
障
上
の
要
請
が
高
ま
る
。

–
D
X
や
G
X
の
進
展
に
伴
う
電
力
需
要
増
加
が
見
込
ま
れ
る
。

–
各
国
が
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
に
向
け
た
野
心
的
な
目
標
を
維
持
し
つ
つ
も
、
多
様
か
つ
現
実
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
を
拡
大
。

–
エ
ネ
ル
ギ
ー
安
定
供
給
や
脱
炭
素
化
に
向
け
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
構
造
転
換
を
、
経
済
成
長
に
つ
な
げ
る
た
め
の
産
業
政
策

が
強
化
さ
れ
て
い
る
。

３
．
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
の
基
本
的
視
点
（
S
+
3
E
）

⚫
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
の
要
諦
で
あ
る
、
S
+
3
E
（
安
全
性
、
安
定
供
給
、
経
済
効
率
性
、
環
境
適
合
性
）
の
原
則
は
維
持
。

⚫
安
全
性
を
大
前
提
に
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
安
定
供
給
を
第
一
と
し
て
、
経
済
効
率
性
の
向
上
と
環
境
へ
の
適
合
を
図
る
。
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⚫
エ
ネ
ル
ギ
ー
危
機
に
も
耐
え
う
る
需
給
構
造
へ
の
転
換
を
進
め
る
観
点
で
、
徹
底
し
た
省
エ
ネ
の
重
要
性
は
不
変
。
加
え
て
、
今

後
、
2
0
5
0
年
に
向
け
て
排
出
削
減
対
策
を
進
め
て
い
く
上
で
は
、
電
化
や
非
化
石
転
換
が
今
ま
で
以
上
に
重
要
と
な
る
。

C
O
2
を
ど
れ
だ
け
削
減
で
き
る
か
と
い
う
観
点
か
ら
経
済
合
理
的
な
取
組
を
導
入
す
べ
き
。

⚫
足
下
、
D
X
や
G
X
の
進
展
に
よ
る
電
力
需
要
増
加
が
見
込
ま
れ
て
お
り
、
半
導
体
の
省
エ
ネ
性
能
の
向
上
、
光
電
融
合
な
ど

最
先
端
技
術
の
開
発
・
活
用
、
こ
れ
に
よ
る
デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー
の
効
率
改
善
を
進
め
る
。
工
場
等
で
の
先
端
設
備
へ
の
更
新
支

援
を
行
う
と
と
も
に
、
高
性
能
な
窓
・
給
湯
器
の
普
及
な
ど
、
住
宅
等
の
省
エ
ネ
化
を
制
度
・
支
援
の
両
面
か
ら
推
進
す
る
。
ト
ッ

プ
ラ
ン
ナ
ー
制
度
や
ベ
ン
チ
マ
ー
ク
制
度
等
を
継
続
的
に
見
直
し
つ
つ
、
地
域
で
の
省
エ
ネ
支
援
体
制
を
充
実
さ
せ
る
。

⚫
今
後
、
電
化
や
非
化
石
転
換
に
あ
た
っ
て
、
特
に
抜
本
的
な
製
造
プ
ロ
セ
ス
転
換
が
必
要
と
な
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
多
消
費
産
業
に

つ
い
て
、
官
民
一
体
で
取
組
を
進
め
る
こ
と
が
我
が
国
の
産
業
競
争
力
の
維
持
・
向
上
に
不
可
欠
。

４
．
2
0
4
0
年
に
向
け
た
政
策
の
方
向
性

⚫
D
X
や
G
X
の
進
展
に
よ
る
電
力
需
要
増
加
が
見
込
ま
れ
る
中
、
そ
れ
に
見
合
っ
た
脱
炭
素
電
源
を
国
際
的
に
遜
色
な
い
価

格
で
確
保
で
き
る
か
が
我
が
国
の
産
業
競
争
力
に
直
結
す
る
状
況
。
2
0
4
0
年
度
に
向
け
て
、
本
計
画
と
「G
X
2
0
4
0
ビ

ジ
ョ
ン
」
を
一
体
的
に
遂
行
。

⚫
す
ぐ
に
使
え
る
資
源
に
乏
し
く
、
国
土
を
山
と
深
い
海
に
囲
ま
れ
る
な
ど
の
我
が
国
の
固
有
事
情
を
踏
ま
え
れ
ば
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
安

定
供
給
と
脱
炭
素
を
両
立
す
る
観
点
か
ら
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
主
力
電
源
と
し
て
最
大
限
導
入
す
る
と
と
も
に
、
特
定

の
電
源
や
燃
料
源
に
過
度
に
依
存
し
な
い
よ
う
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
電
源
構
成
を
目
指
し
て
い
く
。

⚫
エ
ネ
ル
ギ
ー
危
機
に
も
耐
え
う
る
強
靭
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
需
給
構
造
へ
の
転
換
を
実
現
す
る
べ
く
、
徹
底
し
た
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
製

造
業
の
燃
料
転
換
な
ど
を
進
め
る
と
と
も
に
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
原
子
力
な
ど
エ
ネ
ル
ギ
ー
安
全
保
障
に
寄
与
し
、
脱

炭
素
効
果
の
高
い
電
源
を
最
大
限
活
用
す
る
。

⚫
2
0
4
0
年
に
向
け
、
経
済
合
理
的
な
対
策
か
ら
優
先
的
に
講
じ
て
い
く
と
い
っ
た
視
点
が
不
可
欠
。
S
+
3
E
の
原
則
に
基
づ
き
、

脱
炭
素
化
に
伴
う
コ
ス
ト
上
昇
を
最
大
限
抑
制
す
る
べ
く
取
り
組
ん
で
い
く
。

５
．
省
エ
ネ
・
非
化
石
転
換
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＜
総
論
＞

⚫
D

X
や

G
X
の
進
展
に
伴
い
、
電
力
需
要
の
増
加
が
見
込
ま
れ
る
中
、
そ
れ
に
見
合
っ
た
脱
炭
素
電
源
の
確
保
が
で
き
な
か
っ
た

た
め
に
、
国
内
産
業
立
地
の
投
資
が
行
わ
れ
ず
、
日
本
経
済
が
成
長
機
会
を
失
う
こ
と
は
、
決
し
て
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。

⚫
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
か
原
子
力
か
と
い
っ
た
二
項
対
立
的
な
議
論
で
は
な
く
、
脱
炭
素
電
源
を
最
大
限
活
用
す
べ
き
。

⚫
こ
う
し
た
中
で
、
脱
炭
素
電
源
へ
の
投
資
回
収
の
予
見
性
を
高
め
、
事
業
者
の
積
極
的
な
新
規
投
資
を
促
進
す
る
事
業
環
境

整
備
及
び
、
電
源
や
系
統
整
備
と
い
っ
た
大
規
模
か
つ
長
期
の
投
資
に
必
要
な
資
金
を
安
定
的
に
確
保
し
て
い
く
た
め
の
フ
ァ
イ

ナ
ン
ス
環
境
の
整
備
に
取
り
組
む
こ
と
で
、
脱
炭
素
電
源
の
供
給
力
を
抜
本
的
に
強
化
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

＜
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
＞

⚫
S
+

3
E
を
大
前
提
に
、
電
力
部
門
の
脱
炭
素
化
に
向
け
て
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
主
力
電
源
化
を
徹
底
し
、
関
係
省
庁

が
連
携
し
て
施
策
を
強
化
す
る
こ
と
で
、
地
域
と
の
共
生
と
国
民
負
担
の
抑
制
を
図
り
な
が
ら
最
大
限
の
導
入
を
促
す
。

⚫
国
産
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
普
及
拡
大
を
図
り
、
技
術
自
給
率
の
向
上
を
図
る
こ
と
は
、
脱
炭
素
化
に
加
え
、
我
が
国
の
産

業
競
争
力
の
強
化
に
資
す
る
も
の
で
あ
り
、
こ
う
し
た
観
点
か
ら
も
次
世
代
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
技
術
の
開
発
・
社
会
実
装
を

進
め
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

⚫
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
導
入
に
あ
た
っ
て
は
、
①
地
域
と
の
共
生
、
②
国
民
負
担
の
抑
制
、
③
出
力
変
動
へ
の
対
応
、
④
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
の
加
速
と
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
構
築
、
⑤
使
用
済
太
陽
光
パ
ネ
ル
へ
の
対
応
と
い
っ
た
課
題
が
あ
る
。

⚫
こ
れ
ら
の
課
題
に
対
し
て
、
①
事
業
規
律
の
強
化
、
②
F
I
P
制
度
や
入
札
制
度
の
活
用
、
③
地
域
間
連
系
線
の
整
備
・
蓄
電

池
の
導
入
等
、
④
ペ
ロ
ブ
ス
カ
イ
ト
太
陽
電
池
（

2
0
4
0
年
ま
で
に

2
0
G

W
の
導
入
目
標
）
や
、
E
E
Z
等
で
の
浮
体
式
洋
上

風
力
、
国
の
掘
削
調
査
や
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
で
の
許
認
可
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
に
よ
る
地
熱
発
電
の
導
入
拡
大
、
次
世
代
型
地
熱
の

社
会
実
装
加
速
化
、
自
治
体
が
主
導
す
る
中
小
水
力
の
促
進
、
⑤
適
切
な
廃
棄
・
リ
サ
イ
ク
ル
が
実
施
さ
れ
る
制
度
整
備
等

の
対
応
。

⚫
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
主
力
電
源
化
に
当
た
っ
て
は
、
電
力
市
場
へ
の
統
合
に
取
り
組
み
、
系
統
整
備
や
調
整
力
の
確
保
に

伴
う
社
会
全
体
で
の
統
合
コ
ス
ト
の
最
小
化
を
図
る
と
と
も
に
、
次
世
代
に
わ
た
り
事
業
継
続
さ
れ
る
よ
う
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
長
期
安
定
電
源
化
に
取
り
組
む
。

６
．
脱
炭
素
電
源
の
拡
大
と
系
統
整
備

22



＜
原
子
力
＞

⚫
原
子
力
は
、
優
れ
た
安
定
供
給
性
、
技
術
自
給
率
を
有
し
、
他
電
源
と
遜
色
な
い
コ
ス
ト
水
準
で
変
動
も
少
な
く
、
ま
た
、
一
定

出
力
で
安
定
的
に
発
電
可
能
等
の
特
長
を
有
す
る
。
こ
う
し
た
特
性
は
デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー
や
半
導
体
工
場
等
の
新
た
な
需
要

ニ
ー
ズ
に
も
合
致
す
る
こ
と
も
踏
ま
え
、
国
民
か
ら
の
信
頼
確
保
に
努
め
、
安
全
性
の
確
保
を
大
前
提
に
、
必
要
な
規
模
を
持
続

的
に
活
用
し
て
い
く
。

⚫
立
地
地
域
と
の
共
生
に
向
け
た
政
策
や
国
民
各
層
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
深
化
・
充
実
、
核
燃
料
サ
イ
ク
ル
・
廃
炉
・
最
終

処
分
と
い
っ
た
バ
ッ
ク
エ
ン
ド
プ
ロ
セ
ス
の
加
速
化
を
進
め
る
。

⚫
再
稼
働
に
つ
い
て
は
、
安
全
性
の
確
保
を
大
前
提
に
、
産
業
界
の
連
携
、
国
が
前
面
に
立
っ
た
理
解
活
動
、
原
子
力
防
災
対

策
等
、
再
稼
働
の
加
速
に
向
け
官
民
を
挙
げ
て
取
り
組
む
。

⚫
新
た
な
安
全
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
組
み
込
ん
だ
次
世
代
革
新
炉
の
開
発
・
設
置
に
つ
い
て
は
、
地
域
の
産
業
や
雇
用
の
維
持
・
発
展
に

寄
与
し
、
地
域
の
理
解
が
得
ら
れ
る
も
の
に
限
り
、
廃
炉
を
決
定
し
た
原
子
力
発
電
所
を
有
す
る
事
業
者
の
原
子
力
発
電
所
の

サ
イ
ト
内
で
の
次
世
代
革
新
炉
へ
の
建
て
替
え
を
対
象
と
し
て
、
六
ヶ
所
再
処
理
工
場
の
竣
工
等
の
バ
ッ
ク
エ
ン
ド
問
題
の
進
展

も
踏
ま
え
つ
つ
具
体
化
を
進
め
て
い
く
。
そ
の
他
の
開
発
な
ど
は
、
各
地
域
に
お
け
る
再
稼
働
状
況
や
理
解
確
保
等
の
進
展
等
、

今
後
の
状
況
を
踏
ま
え
て
検
討
し
て
い
く
。

⚫
次
世
代
革
新
炉
（
革
新
軽
水
炉
・
小
型
軽
水
炉
・
高
速
炉
・
高
温
ガ
ス
炉
・
フ
ュ
ー
ジ
ョ
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
）
の
研
究
開
発
等
を

進
め
る
と
と
も
に
、
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
・
人
材
の
維
持
・
強
化
に
取
り
組
む
。

＜
火
力
＞

⚫
火
力
は
、
温
室
効
果
ガ
ス
を
排
出
す
る
と
い
う
課
題
も
あ
る
一
方
、
足
下
の
供
給
の
７
割
を
満
た
す
供
給
力
、
再
エ
ネ
等
に
よ
る

出
力
変
動
等
を
補
う
調
整
力
、
系
統
の
安
定
性
を
保
つ
慣
性
力
・
同
期
化
力
等
と
し
て
、
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
る
。

⚫
足
下
の
電
力
需
給
も
予
断
を
許
さ
な
い
中
、
火
力
全
体
で
安
定
供
給
に
必
要
な
発
電
容
量
（
k
W
）
を
維
持
・
確
保
し
つ
つ
、

非
効
率
な
石
炭
火
力
を
中
心
に
発
電
量
（
k
W
h
）
を
減
ら
し
て
い
く
。
具
体
的
に
は
、
ト
ラ
ン
ジ
シ
ョ
ン
手
段
と
し
て
の
L
N
G
火

力
の
確
保
、
水
素
・ア
ン
モ
ニ
ア
、
C
C
U

S
等
を
活
用
し
た
火
力
の
脱
炭
素
化
を
進
め
る
と
と
も
に
、
予
備
電
源
制
度
等
の
措
置
に

つ
い
て
不
断
の
検
討
を
行
う
。

6
．
脱
炭
素
電
源
の
拡
大
と
系
統
整
備
（
続
き
）

＊
C
C
U

S
：

C
a
rb

o
n
 d

io
x
id

e
 C

a
p
tu

re
, 

U
ti
li
z
a
ti
o
n
 a

n
d
 S

to
ra

g
e
（
二
酸
化
炭
素
回
収
・
有
効
利
用
・
貯
留
）
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＜
次
世
代
電
力
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
＞

⚫
電
力
の
安
定
供
給
確
保
と
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
最
大
限
の
活
用
を
実
現
し
つ
つ
、
電
力
の
将
来
需
要
を
見
据
え
タ
イ

ム
リ
ー
な
電
力
供
給
を
可
能
と
す
る
た
め
、
地
域
間
連
系
線
、
地
内
基
幹
系
統
等
の
増
強
を
着
実
に
進
め
る
。
更
に
、
蓄
電

池
や
D
R
等
に
よ
る
調
整
力
の
確
保
、
系
統
・
需
給
運
用
の
高
度
化
を
進
め
る
こ
と
で
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
変
動
性
へ

の
柔
軟
性
も
確
保
す
る
。

6
．
脱
炭
素
電
源
の
拡
大
と
系
統
整
備
（
続
き
）

７
．
次
世
代
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
確
保
/
供
給
体
制

８
．
化
石
資
源
の
確
保
/
供
給
体
制

⚫
水
素
等
（
ア
ン
モ
ニ
ア
、
合
成
メ
タ
ン
、
合
成
燃
料
を
含
む
）
は
、
幅
広
い
分
野
で
の
活
用
が
期
待
さ
れ
る
、
カ
ー
ボ
ン

ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
実
現
に
向
け
た
鍵
と
な
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
あ
り
、
各
国
で
も
技
術
開
発
支
援
に
と
ど
ま
ら
ず
、
資
源
や
適
地
の
獲
得

に
向
け
て
水
素
等
の
製
造
や
設
備
投
資
へ
の
支
援
が
起
こ
り
始
め
て
い
る
。
こ
う
し
た
中
で
我
が
国
に
お
い
て
も
、
技
術
開
発
に

よ
り
競
争
力
を
磨
く
と
と
も
に
、
世
界
の
市
場
拡
大
を
見
据
え
て
先
行
的
な
企
業
の
設
備
投
資
を
促
し
て
い
く
。
ま
た
、
バ
イ
オ

燃
料
に
つ
い
て
も
導
入
を
推
進
し
て
い
く
。

⚫
ま
た
、
社
会
実
装
に
向
け
て
は
、
2
0
2
4
年
5
月
に
成
立
し
た
水
素
社
会
推
進
法
等
に
基
づ
き
、
「
価
格
差
に
着
目
し
た
支

援
」
等
に
よ
り
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
の
構
築
を
強
力
に
支
援
し
、
更
な
る
国
内
外
を
含
め
た
低
炭
素
水
素
等
の
大
規
模
な
供
給

と
利
用
に
向
け
て
は
、
規
制
・
支
援
一
体
的
な
政
策
を
講
じ
、
コ
ス
ト
の
低
減
と
利
用
の
拡
大
を
両
輪
で
進
め
て
い
く
。

⚫
化
石
燃
料
は
、
足
下
、
我
が
国
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
供
給
の
大
宗
を
担
っ
て
い
る
。
安
定
供
給
を
確
保
し
つ
つ
現
実
的
な
ト
ラ
ン
ジ

シ
ョ
ン
を
進
め
る
べ
く
、
資
源
外
交
、
国
内
外
の
資
源
開
発
、
供
給
源
の
多
角
化
、
危
機
管
理
、
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
の
維

持
・
強
靭
化
等
に
取
り
組
む
。

⚫
特
に
、
現
実
的
な
ト
ラ
ン
ジ
シ
ョ
ン
の
手
段
と
し
て

L
N

G
火
力
を
活
用
す
る
た
め
、
官
民
一
体
で
必
要
な
L
N
G
の
長
期
契
約
を

確
保
す
る
必
要
。
技
術
革
新
が
進
ま
ず
、
N

D
C
実
現
が
困
難
な
ケ
ー
ス
も
想
定
し
て
、
L
N

G
必
要
量
を
想
定
。

⚫
ま
た
、
災
害
の
多
い
我
が
国
で
は
、
可
搬
か
つ
貯
蔵
可
能
な
石
油
製
品
や
L
P
ガ
ス
の
安
定
調
達
と
供
給
体
制
確
保
も
「最

後
の
砦
」
と
し
て
重
要
で
あ
り
、
S
S
に
よ
る
供
給
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
維
持
・
強
化
に
取
り
組
む
。
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⚫
C
C
U

S
は
、
電
化
や
水
素
等
を
活
用
し
た
非
化
石
転
換
で
は
脱
炭
素
化
が
困
難
な
分
野
に
お
い
て
も
脱
炭
素
を
実
現
で
き

る
た
め
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
安
定
供
給
、
経
済
成
長
、
脱
炭
素
の
同
時
実
現
に
不
可
欠
で
あ
り
、

C
C
S
事
業
へ
の
投
資
を
促
す
支

援
制
度
の
検
討
、
コ
ス
ト
低
減
に
向
け
た
技
術
開
発
、
貯
留
地
開
発
等
に
取
り
組
む
。

⚫
C
D

R
は
、
残
余
排
出
を
相
殺
す
る
手
段
と
し
て
必
要
で
あ
り
、
環
境
整
備
、
市
場
の
創
出
、
技
術
開
発
の
加
速
に
向
け
て
取

り
組
ん
で
い
く
。

９
．
C
C
U
S
・
C
D
R

1
0
．
重
要
鉱
物
の
確
保

1
1
．
エ
ネ
ル
ギ
ー
シ
ス
テ
ム
改
革

⚫
銅
や
レ
ア
メ
タ
ル
等
の
重
要
鉱
物
は
、
国
民
生
活
お
よ
び
経
済
活
動
を
支
え
る
重
要
な
資
源
で
あ
り
、
D
X
や
G
X
の
進
展
や
、

そ
れ
に
伴
い
見
込
ま
れ
る
電
力
需
要
増
加
の
対
応
に
も
不
可
欠
で
あ
る
。
他
方
で
、
鉱
種
ご
と
に
様
々
な
供
給
リ
ス
ク
が
存

在
し
て
お
り
、
安
定
的
な
供
給
確
保
に
向
け
て
、
備
蓄
の
確
保
に
加
え
、
供
給
源
の
多
角
化
等
に
取
り
組
む
と
と
も
に
国
産
海

洋
鉱
物
資
源
の
開
発
に
も
取
り
組
む
。

⚫
シ
ス
テ
ム
改
革
は
、
安
定
供
給
の
確
保
、
料
金
の
最
大
限
の
抑
制
、
需
要
家
の
選
択
肢
や
事
業
者
の
事
業
機
会
の
拡
大
を

狙
い
と
し
て
進
め
て
き
て
お
り
、
こ
れ
ま
で
の
取
組
を
検
証
し
な
が
ら
更
な
る
取
組
を
進
め
る
必
要
が
あ
る
。

⚫
特
に
、
電
力
シ
ス
テ
ム
改
革
に
つ
い
て
、
電
力
広
域
融
通
の
仕
組
み
の
構
築
や
小
売
自
由
化
に
よ
る
価
格
の
抑
制
、
事
業

機
会
の
創
出
と
い
っ
た
点
で
、
一
定
の
進
捗
が
あ
っ
た
一
方
、
D
X
や
G
X
の
進
展
に
伴
い
電
力
需
要
増
加
が
見
込
ま
れ
る

中
で
の
供
給
力
の
確
保
や
、
燃
料
価
格
の
急
騰
等
に
よ
る
電
気
料
金
の
高
騰
と
い
っ
た
課
題
に
直
面
し
て
い
る
。

⚫
こ
う
し
た
事
態
に
対
応
す
る
べ
く
、
安
定
供
給
を
大
前
提
に
、
価
格
へ
の
影
響
を
抑
制
し
つ
つ

G
X
実
現
の
鍵
と
な
る
電
力
シ
ス

テ
ム
の
脱
炭
素
化
を
進
め
る
た
め
、
①
脱
炭
素
電
源
投
資
確
保
に
向
け
た
市
場
や
事
業
環
境
、
資
金
調
達
環
境
の
整
備
、

②
電
源
の
効
率
的
活
用
・
大
規
模
需
要
の
立
地
を
見
据
え
た
電
力
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
、
③
安
定
的
な
量
・
価
格
で
の

電
力
供
給
に
向
け
た
制
度
整
備
や
規
律
の
確
保
を
進
め
て
い
く
。

＊
C
D

R
：

 C
a
rb

o
n
 D

io
x
id

e
 R

e
m

o
v
a
l（

二
酸
化
炭
素
除
去
）
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⚫
世
界
各
国
で
脱
炭
素
化
に
向
け
た
動
き
が
加
速
す
る
一
方
、
ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
略
や
中
東
情
勢
の
緊
迫
化
な
ど

の
地
政
学
リ
ス
ク
の
高
ま
り
を
受
け
て
エ
ネ
ル
ギ
ー
安
全
保
障
の
確
保
の
重
要
性
が
高
ま
っ
て
い
る
。

⚫
こ
う
し
た
中
で
、
化
石
資
源
に
乏
し
い
我
が
国
と
し
て
は
、
世
界
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
情
勢
等
を
注
視
し
つ
つ
、
包
括
的
資
源
外
交
を

含
む
二
国
間
・
多
国
間
の
様
々
な
枠
組
み
を
活
用
し
た
国
際
協
力
を
通
じ
て
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
安
全
保
障
を
、
経
済
成
長
及

び
脱
炭
素
と
同
時
実
現
す
る
形
で
進
め
て
い
く
。

⚫
特
に
、
東
南
ア
ジ
ア
は
、
我
が
国
と
同
様
、
電
力
の
大
宗
を
火
力
に
依
存
し
、
ま
た
経
済
に
占
め
る
製
造
業
の
役
割
が
大
き
く
、

脱
炭
素
化
に
向
け
て
共
通
の
課
題
を
抱
え
て
い
る
。
こ
う
し
た
中
で
、
A
Z
E
C
の
枠
組
み
を
通
じ
て
、
各
国
の
事
情
に
応
じ
た

多
様
な
道
筋
に
よ
る
現
実
的
な
形
で
ア
ジ
ア
の
脱
炭
素
を
進
め
、
世
界
全
体
の
脱
炭
素
化
に
貢
献
し
て
い
く
。

1
2
．
国
際
協
力
と
国
際
協
調

＊
A
Z
E
C
：

A
si

a
 Z

e
ro

 E
m

is
si

o
n
 C

o
m

m
u
n
it
y
(ア
ジ
ア
・
ゼ
ロ
エ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
共
同
体

)

⚫
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
、
日
々
の
生
活
に
密
接
に
関
わ
る
も
の
で
あ
り
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
に
つ
い
て
、
国
民
一
人
一
人
が
当
事
者
意

識
を
持
つ
こ
と
が
何
よ
り
重
要
と
な
る
。

⚫
国
民
各
層
の
理
解
促
進
や
双
方
向
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
充
実
さ
せ
て
い
く
必
要
が
あ
り
、
そ
の
た
め
に
も
政
府
に
よ
る
情

報
開
示
や
透
明
性
を
確
保
し
て
い
く
。
特
に
、
審
議
会
等
を
通
じ
た
政
策
立
案
の
プ
ロ
セ
ス
に
つ
い
て
、
最
大
限
オ
ー
プ
ン
に

し
、
透
明
性
を
高
め
て
い
く
。

⚫
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
対
す
る
関
心
を
醸
成
し
、
国
民
理
解
を
深
め
る
に
は
、
学
校
教
育
の
現
場
で
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
関
す
る
基
礎
的
な

知
識
を
学
習
す
る
機
会
を
設
け
る
こ
と
も
重
要
。
ま
た
、
若
者
を
含
む
幅
広
い
層
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
充
実
さ
せ
て
い
く
。

1
3
．
国
民
各
層
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
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【
参
考
】
2
0
4
0
年
度
に
お
け
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
需
給
の
見
通
し

2
0
2
3
年
度

（
速
報
値
）

2
0
4
0
年
度

（
見
通
し
）

エ
ネ
ル
ギ
ー
自
給
率

1
5
.2
%

3
～
４
割
程
度

発
電
電
力
量

9
8
5
4
億
k
W
h

1
.1
～
1
.2
兆

k
W
h
程
度

電
源
構
成

再
エ
ネ

2
2
.9
％

4
～
5
割
程
度

太
陽
光

9
.8
％

2
3
～

2
9
％
程
度

風
力

1
.1
％

4
～

8
％
程
度

水
力

7
.6
％

8
～

1
0
%
程
度

地
熱

0
.3
％

1
～

2
％
程
度

バ
イ
オ
マ
ス

4
.1
％

5
～

6
％
程
度

原
子
力

8
.5
％

２
割
程
度

火
力

6
8
.6
％

３
～
４
割
程
度

最
終
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
量

3
.0
億
k
L

2
.6
～
2
.7
億
k
L
程
度

温
室
効
果
ガ
ス
削
減
割
合

（
2
0
1
3
年
度
比
）

2
2
.9
％

※
2
0
2
2
年
度
実
績

7
3
％

⚫
2
0
4
0
年
度
エ
ネ
ル
ギ
ー
需
給
の
見
通
し
は
、
諸
外
国
に
お
け
る
分
析
手
法
も
参
考
と
し
な
が
ら
、
様
々
な
不
確
実
性
が
存
在

す
る
こ
と
を
念
頭
に
、
複
数
の
シ
ナ
リ
オ
を
用
い
た
一
定
の
幅
と
し
て
提
示
。

（
参
考
）
新
た
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
需
給
見
通
し
で
は
、
2
0
4
0
年
度

7
3
％
削
減
実
現
に
至
る
場
合
に
加
え
、
実
現
に
至
ら
な
い
シ
ナ
リ
オ
（

6
1
％
削
減
）
も
参
考
値
と
し
て
提
示
。
 7

3
％
削

減
に
至
る
場
合
の

2
0
4
0
年
度
に
お
け
る
天
然
ガ
ス
の
一
次
エ
ネ
ル
ギ
ー
供
給
量
は

5
3
0
0
～

6
1
0
0
万
ト
ン
程
度
だ
が
、
6
1
%
削
減
シ
ナ
リ
オ
で
は

7
4
0
0
万
ト
ン
程
度
の
見
通
し
。
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2
0
1
3

2
0
2
2

2
0
4
0

（
参
考
）
エ
ネ
ル
ギ
ー
需
給
の
見
通
し
（
イ
メ
ー
ジ
）

熱
・
燃
料

（
年
度
）

電
力

再
エ
ネ

1
0
.9

%

原
子
力

0
.9

%

火
力

8
8
.3

%

石
炭

L
N

G

石
油
等

再
エ
ネ

2
1
.8

%

原
子
力

5
.6

%

火
力

7
2
.6

%

再
エ
ネ

4
～

5
割
程
度

原
子
力

2
割
程
度

火
力

3
～

4
割
程
度

石
炭

天
然
ガ
ス
・
都
市
ガ
ス

石
油

そ
の
他

（
注
）
左
の
グ
ラ
フ
は
最
終
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
量
、
右
の
グ
ラ
フ
は
発
電
電
力
量
で
あ
り
、
送
配
電
損
失
量
と
所
内
電
力
量
を
差
し
引
い
た
も
の
が
電
力
需
要
。

電
力

省
エ
ネ
・
非
化
石
転
換

最
終
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
量

3
.6
億
k
L

電
力
需
要

0
.9
9
兆
k
W
h

発
電
電
力
量

1
.0
8
兆
k
W
h

電
力
需
要

0
.9
0
兆
k
W
h

発
電
電
力
量

1
.0
0
兆
k
W
h

発
電
電
力
量

1
.1
～
1
.2
兆
k
W
h
程
度

電
力
需
要

0
.9
～
1
.1
兆
k
W
h
程
度

最
終
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
量

3
.1
億
k
L

最
終
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
量

2
.6
～
2
.7
億
k
L
程
度
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G
X

2
0

4
0
ビ
ジ
ョ
ン
の
概
要

令
和
７
年
２
月

内
閣
官
房

G
X
実
行
推
進
室
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１
．

G
X

2
0

4
0
ビ
ジ
ョ
ン
の
全
体
像

⚫
G

X
2
0
4
0
ビ
ジ
ョ
ン
は
、

✓
ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
略
や
中
東
情
勢
の
緊
迫
化
の
影
響
、

✓
D

X
の
進
展
や
電
化
に
よ
る
電
力
需
要
の
増
加
の
影
響
、

✓
経
済
安
全
保
障
上
の
要
請
に
よ
る
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
の
再
構
築
の
あ
り
方
、

✓
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
に
必
要
と
さ
れ
る
革
新
技
術
の
導
入
ス
ピ
ー
ド
や
コ
ス
ト
低
減
の
見
通
し
な
ど
、

将
来
の
見
通
し
に
対
す
る
不
確
実
性
が
高
ま
る
中
、

G
X
に
向
け
た
投
資
の
予
見
可
能
性
を
高
め
る
た
め
、
よ

り
長
期
的
な
方
向
性
を
示
す
も
の
。

⚫
同
時
に
、
相
対
的
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
コ
ス
ト
差
に
よ
る
影
響
や
世
界
の
情
勢
を
冷
静
に
見
極
め
、
現
実
的
か
つ
雇
用

に
配
慮
し
た
公
正
な
移
行
を
進
め
つ
つ
、
ア
ジ
ア
を
中
心
と
し
世
界
の
脱
炭
素
に
貢
献
し
て
い
く
こ
と
も
重
要
な
テ
ー

マ
。

⚫
目
指
す
産
業
構
造
や
成
長
の
た
め
に
も
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
と
一
体
と
な
り
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
安
定
供
給
確
保
、
経
済
成

長
、
脱
炭
素
を
同
時
実
現
す
る
た
め
、
ビ
ジ
ョ
ン
で
示
す
方
向
性
に
沿
っ
て
政
策
の
具
体
化
を
進
め
て
い
く
。

⚫
G

X
2
0
4
0
ビ
ジ
ョ
ン
は
、
①
は
じ
め
に
、
②

G
X
産
業
構
造
、

 ③
G

X
産
業
立
地
、
④
現
実
的
な
ト
ラ
ン
ジ
シ
ョ
ン
の

重
要
性
と
世
界
の
脱
炭
素
化
へ
の
貢
献
、
 ⑤

G
X
を
加
速
さ
せ
る
た
め
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
は
じ
め
と
す
る
個
別
分
野

の
取
組
、
⑥
成
長
志
向
型
カ
ー
ボ
ン
プ
ラ
イ
シ
ン
グ
構
想
、
⑦
公
正
な
移
行
、
⑧

G
X
に
関
す
る
政
策
の
実
行
状

況
の
進
捗
と
見
直
し
に
つ
い
て
の
各
パ
ー
ト
で
構
成
。
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【
参
考
】
各
国
の
実
質

G
D

P
と
実
質
賃
金
の
関
係

（
注
）
縦
軸
：

2
0
2
2
年
の
米
国
ド
ル
（
購
買
力
平
価
ベ
ー
ス
）
で
実
質
化
し
た
平
均
賃
金

横
軸
：

2
0
1
5
年
の
米
国
ド
ル
（
購
買
力
平
価
ベ
ー
ス
）
で
実
質
化
し
た

G
D

P
※
中
国
と
イ
ン
ド
は
、
O

E
C
D

.s
ta

tに
実
質
賃
金
が
掲
載
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
参
考
値
と
し
て
一
人
当
た
り
労
働
生
産
性
を
用
い
た
。
一
人
当
た
り
労
働
生
産
性
は
、

2
0
1
5
年
の
米
国
ド
ル

（
購
買
力
平
価
ベ
ー
ス
）
で
実
質
化
し
た

G
D

P
を
、
労
働
力
人
口
（
世
界
銀
行
）
で
割
っ
た
も
の
。

（
出
所
）

O
E
C
D

.s
ta

t、
世
界
銀
行

実
質
賃
金

（
万
ド
ル
）

0
.0

1
.0

2
.0

3
.0

4
.0

5
.0

6
.0

7
.0

8
.0

9
.0

0
.0

5
.0

1
0

.0
1

5
.0

2
0

.0
2

5
.0

中
国
※
参
考
値

実
質

G
D

P
（
兆
ド
ル
）

▲
…
1
9
9
1
年
、
●
…
2
0
2
0
年

米
国

イ
ン
ド
※
参
考
値

韓
国

英
国

フ
ラ
ン
スド
イ
ツ 日
本

実
質
賃
金
：

4
.0
万

$
→

4
.1
万

$
 実
質

G
D

P
：

4
.3
兆

$
→

5
.1
兆

$
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【
参
考
】
足
下
で
改
善
の
傾
向
が
見
ら
れ
る
も
の
の
、
国
内
投
資
は
長
期
的
に
伸
び
悩
み

対
外
直
接
投
資
残
高
と
民
間
企
業
設
備 8

5
5

.4
 

1
1

8
.2

 

0
.0

3
0

0
.0

6
0

0
.0

9
0

0
.0

2
0

0
0
年

2
0

2
2
年

対
外
直
接
投
資
残
高

民
間
企
業
設
備
※
（
ス
ト
ッ
ク
）

（
出
所
）
財
務
省
「
国
際
収
支
統
計
」
、
内
閣
府
「
2
0
2
2
年
度
国
民
経
済
計
算
（
固
定

資
本
ス
ト
ッ
ク
マ
ト
リ
ッ
ク
ス
（
名
目
）
）
」
（
※
）
上
記
内
閣
府
の
統
計
よ
り
、
民

間
企
業
設
備
に
関
連
す
る
項
目
を
抽
出
の
上
合
計
。

（
出
所
）
財
務
省
「
貿
易
統
計
」
及
び
経
済
産
業
省
「
海
外
事
業
活
動
基
本
調
査
」
を
元
に
作
成

※
海
外
生
産
比
率
は

2
0
2
1
年
ま
で
の
デ
ー
タ

輸
出
数
量
指
数
と
海
外
生
産
比
率

1
2

2
.4

6

1
0

5
.6

8

7
6

.6
9

1
0

9
.3

2

6
0

7
0

8
0

9
0

1
0

0

1
1

0

1
2

0

1
3

0

1
4

0

1
5

0

2
0

1
0
年

2
0

1
5
年

2
0

2
0
年

2
0

2
3
年

輸
出
数
量

海
外
生
産
比
率

（
2

0
2

0
年

=
1

0
0
）

（
2

0
0

0
年

=
1

0
0
）

金
額
ベ
ー
ス

対
外
直
投
残
高
：

3
2
兆
円
→

2
7

5
兆
円

民
間
企
業
設
備
：

1
0

7
2
兆
円
→

1
2

6
9
兆
円
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（
出
所
）

 M
ic

ro
so

ft
,P

w
C
(2
0
1
9
) 
 “
H
o
w
 A
I 
c
a
n
 e
n
a
b
le
 a
 s
u
st
a
in
a
b
le
 f
u
tu
re
”

A
I
に
よ
る
成
長
と

C
O

2
削
減
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
（

2
0

3
0
年
）

【
参
考
】

A
I
の
活
用
は
、

2
0

3
0
年
ま
で
に
世
界
全
体
の
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
量
を
約

1
.5

~
4

.0
%

削
減
し
、
世
界
全
体
の

G
D

P
を

3
.1

~
4

.4
%
押
し
上
げ
る
可
能
性
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【
参
考
】
D

X
は
新
た
な
成
長
を
も
た
ら
し
、
人
手
不
足
に
直
面
す
る
我
が
国
の
社
会
課
題
解
決
に
も
つ
な
が

る
可
能
性

将
来
の
人
口
見
通
し

単
位
：
万
人

（
出
所
）

 A
c
c
e
ss

 P
a
rt

n
e
rs

h
ip

 (
2
0
2
3
年

6
月

)「
T
h
e
 E

c
o
n
o
m

ic
 I

m
p
a
c
t 

o
f 
G

e
n
e
ra

ti
v
e
 A

I:
 T

h
e
 F

u
tu

re
 o

f 
W

o
rk

 i
n
 J

a
p
a
n
」

内
閣
府

 令
和

6
年
度
高
齢
社
会
白
書
を
元
に
経
済
産
業
省
作
成

生
成

 A
I
 に
よ
っ
て
引
き
出
さ
れ
る

可
能
性
の
あ
る
日
本
の
生
産
額

7
,3

1
0

 

7
,0

7
6

 

6
,7

7
2

 

6
,2

1
3

 

2
9

.6
%

3
0

.8
%

3
2

.3
%

3
4

.8
%

2
7
.0
%

2
8
.0
%

2
9
.0
%

3
0
.0
%

3
1
.0
%

3
2
.0
%

3
3
.0
%

3
4
.0
%

3
5
.0
%

3
6
.0
%

5
,6
0
0

5
,8
0
0

6
,0
0
0

6
,2
0
0

6
,4
0
0

6
,6
0
0

6
,8
0
0

7
,0
0
0

7
,2
0
0

7
,4
0
0

2
0

2
5

2
0

3
0

2
0

3
5

2
0

4
0

生
産
年
齢
人
口

高
齢
化
率

3
0
.4

1
1
.6

1
5
.9

1
7
.8

1
8
.2

5
4

.8

製
造

不
動
産
、
レ
ン
タ
ル
、
事
業
活
動

卸
売
、
小
売

教
育
、
医
療
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク

建
設

そ
の
他

1
4

8
.7
兆
円

「
そ
の
他
」
・
・
・
農
業
、
狩
猟
、
林
業
、
漁
業
、
鉱
業
・
採

石
、
ホ
テ
ル
・
レ
ス
ト
ラ
ン
、
電
気
通
信
、
運
輸
サ
ー
ビ
ス
、

金
融
仲
介
、
そ
の
他
個
人
サ
ー
ビ
ス
。

足
下
の
産
業
構
造
に
生
成

A
Iが
導
入
さ
れ
た
場

合
に
生
み
出
さ
れ
る
追
加
的
な
生
産
額
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２
（
１
）

G
X
産
業
構
造
の
ポ
イ
ン
ト
【目
指
す
産
業
構
造
】

⚫
G

X
の
取
組
は
過
去
約

3
0
年
続
い
た
日
本
の
停
滞
を
打
破
す
る
大
き
な
チ
ャ
ン
ス
。
G

X
分
野
で
の
投
資
を
通
じ
て
、

①
革
新
技
術
を
活
か
し
た
新
た
な

G
X
事
業
が
次
々
と
生
ま
れ
、

②
日
本
の
強
み
で
あ
る
素
材
か
ら
製
品
に
い
た
る
フ
ル
セ
ッ
ト
の
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
が
、
脱
炭
素
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
利

用
や

D
X
に
よ
っ
て
高
度
化
さ
れ
た
産
業
構
造
を
目
指
す
。

→
こ
れ
に
よ
り
、
国
内
外
の
有
能
な
人
材
・企
業
が
日
本
で
活
躍
で
き
る
社
会
を
目
指
す
。

２
（
２
）

G
X
産
業
構
造
の
ポ
イ
ン
ト
【カ
ギ
と
な
る
取
組
①
】

⚫
日
本
は
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
担
い
手
や
技
術
が
あ
っ
て
も
、
ス
ピ
ー
ド
感
を
も
っ
て
商
業
化
さ
せ
ス
ケ
ー
ル
ア
ッ
プ
さ
せ
る
こ

と
が
十
分
で
き
て
い
な
い
こ
と
、
市
場
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
み
で
は
、

G
X
分
野
は
需
要
が
顕
在
化
し
づ
ら
く
、
不
確
実
性
も

高
い
こ
と
か
ら
、
特
に
６
つ
の
取
組
を
進
め
る
。

①
企
業
の
成
長
投
資
を
後
押
し
す
る
企
業
経
営
・資
本
市
場
の
制
度
改
善

日
本
国
内
に
お
い
て
、
社
会
課
題
の
解
決
を
通
じ
た
成
長
戦
略
を
策
定
し
、
投
資
家
や
株
主
か
ら
も
評
価
さ
れ
る

こ
と
で
大
胆
な
設
備
投
資
、
研
究
開
発
投
資
、
人
材
投
資
等
が
実
践
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
た
め
に
、
政
府
と
し
て

も
、
制
度
改
善
を
通
じ
た
事
業
環
境
整
備
を
進
め
て
い
く
。

②
国
内
外
の
学
術
機
関
等
と
提
携
し
た
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
社
会
実
装
や
政
策
協
調

国
内
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
海
外
の
学
術
機
関
と
の
提
携
等
を
積
極
的
に
進
め
、
日
本
の
次
の
飯
の
タ
ネ
に
な
り
う

る
「フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
領
域
の
金
の
卵
」を
探
索
、
特
定
す
る
と
と
も
に
、
そ
れ
ら
を
国
内
に
裨
益
あ
る
形
で
育
成
し
、
商

用
化
に
つ
な
げ
、
新
た
な
産
業
を
創
出
し
て
い
く
。
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③
大
企
業
か
ら
の
積
極
的
な
カ
ー
ブ
ア
ウ
ト

大
企
業
や
既
存
の
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
の
中
に
は
、
未
開
拓
の
事
業
分
野
に
切
り
込
め
る
人
材
・
技
術
が
眠
っ
て
い
る

可
能
性
が
高
い
。
成
長
に
つ
な
が
り
う
る
「フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
領
域
の
金
の
卵
」を
見
い
だ
し
、
新
た
な
産
業
と
し
て
育
て
ら
れ

る
よ
う
政
策
的
支
援
を
進
め
て
い
く
。

④
G

X
産
業
に
つ
な
が
る
市
場
創
造

G
X
価
値
の
見
え
る
化
、

G
X
製
品
の
民
間
企
業
の
調
達
促
進
、
公
共
調
達
等
、
G

X
製
品
・サ
ー
ビ
ス
の
積
極
調

達
の
た
め
の
環
境
整
備
、
ス
ケ
ー
ル
ア
ッ
プ
に
つ
な
が
る

G
X
デ
ィ
ー
プ
テ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
の
製
品
・
サ
ー
ビ
ス
の
調

達
を
促
す
た
め
の
支
援
等
に
取
り
組
む
。

⑤
中
堅
・中
小
企
業
の

G
X

中
堅
・
中
小
企
業
が
簡
易
に
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
量
や
排
出
量
の
算
定
・見
え
る
化
を
行
う
た
め
、
省
エ
ネ
診
断
の
充

実
等
や
中
小
企
業
基
盤
整
備
機
構
に
よ
る
排
出
削
減
計
画
の
策
定
等
の
ハ
ン
ズ
オ
ン
支
援
等
を
行
う
。
省
エ
ネ
等
を

促
進
す
る
設
備
導
入
支
援
、

G
X
に
資
す
る
革
新
的
な
製
品
・
サ
ー
ビ
ス
の
開
発
や
新
事
業
へ
の
挑
戦
を
通
じ
た
中

小
企
業
の
新
市
場
・
高
付
加
価
値
事
業
へ
の
進
出
を
支
援
す
る
。
ま
た
、
中
堅
・中
小
企
業
の
取
組
を
金
融
機
関

や
支
援
機
関
等
が
連
携
し
て
サ
ポ
ー
ト
す
る
、
地
域
に
お
け
る
プ
ッ
シ
ュ
型
の
支
援
体
制
の
構
築
を
進
め
る
。

⑥
新
た
な
金
融
手
法
の
活
用

2
0
2
4
年

2
月
か
ら
、
世
界
初
の
国
に
よ
る
ト
ラ
ン
ジ
シ
ョ
ン
・ボ
ン
ド
を
発
行
。

A
Z

E
C
の
枠
組
み
等
も
活
用
し
、

A
S

E
A

N
各
国
と
の
協
力
も
強
化
。

G
X
機
構
に
よ
る
、
民
間
で
は
取
り
切
れ
な
い
リ
ス
ク
を
補
完
す
る
た
め
の
債
務

保
証
や
出
資
等
に
よ
る
金
融
支
援
を
進
め
る
。

２
（
２
）

G
X
産
業
構
造
の
ポ
イ
ン
ト
【カ
ギ
と
な
る
取
組
②
】
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【
参
考
】
 Ｒ
＆
Ｄ
投
資
が
生
み
出
す
付
加
価
値
の
倍
率
が
、
他
国
に
比
べ
長
期
的
に
低
下

日
本

, 
3

0
.4

 

米
国

, 
3

9
.5

 

英
国

, 
7

0
.6

 

フ
ラ
ン
ス

, 
4

8
.2

ド
イ
ツ

, 
3

9
.8

 

韓
国

, 
2

8
.3

 

2
0

4
0

6
0

8
0

日
本

米
国

英
国

フ
ラ
ン
ス

ド
イ
ツ

韓
国

（
倍
）

（
年
）

（
注
）
企
業
の
付
加
価
値
及
び
そ
の
５
年
前
の
研
究
開
発
投
資
（
購
買
力
平
価
換
算
）
に
つ
い
て
、
後
方
５
ヶ
年
移
動
平
均
値
の
比
率
を
用
い
て
算
出
。

 (
例
：

2
0
2
0
年
の
投
資
効
率

=
(2

0
1
6
-2

0
年
の
付
加
価
値

)/
(2

0
1
1
-1

5
年

R
&

D
投
資

))
  
出
所
：

 O
E
C
D

 M
a
in

 S
c
ie

n
c
e
 a

n
d
 T

e
c
h
n
o
lo

g
y
 I

n
d
ic

a
to

rs
 /

 B
u
si

n
e
ss

 E
n
te

rp
ri
se

 E
x
p
e
n
d
it
u
re

 o
n
 R

&
D

 (
B
E
R
D

) 
a
t 

c
u
rr

e
n
t 

P
P
P
 $
及
び

V
a
lu

e
 A

d
d
e
d
 o

f 
In

d
u
st

ry
 (

c
u
rr

e
n
t 

P
P
P
$
) 

（
2
0
2
2
年

1
0
月
時
点
）
を
基
に
作
成
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【参
考
】
G

X
分
野
の
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
へ
の
投
資
額
も
小
さ
く
、
企
業
数
も
少
な
い

4
%1
4

%

9
6
%8

6
%

0
%

2
0
%

4
0
%

6
0
%

8
0
%

1
0
0
%

日
本

世
界

脱
炭
素
関
連

そ
の
他

地
域

社
数

北
米

5
4
社

欧
州
・
イ
ス
ラ
エ
ル

3
6
社

ア
フ
リ
カ

１
社

ア
ジ
ア
太
平
洋

９
社

中
国

３
社

イ
ン
ド

１
社

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

１
社

日
本

１
社

G
X
関
連
分
野
の
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
に
対
す
る
投
資
額

絶 対 値

「
G

lo
b

a
l 
C

le
a
n

te
c
h

 1
0

0
」の
国
別
企
業
数

相 対 値

出
所
：

IN
IT

IA
L
「
ベ
ン
チ
ャ
ー
マ
ッ
プ
」
（
日
本
、
2
0
2
1
年
の
デ
ー
タ
）
、
P
w

C
「
2
0
2
1
年
版
気
候
テ
ッ
ク
の
現
状

脱
炭
素
ブ
レ
イ
ク
ス
ル
ー
の
拡
大
に
向
け
て
」
、
「
G

lo
b
a
l 
C
le

a
n
te

c
h
 1

0
0
」
を
基
に
作
成
。

国
地
域

投
資
総
額
（
億
米
ド
ル
、

2
0
2
1
年
）

投
資
内
容
（
例
）

米
国

5
6
6

投
資
の
大
部
分
が
モ
ビ
リ

テ
ィ
・
輸
送
分
野
に
集
中

欧
州

1
8
3

中
国

9
0

日
本

5
う
ち

1
.6
億
米
ド
ル
は

自
然
電
力
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（
出
所
）
第

2
回

G
X
2
0
4
0
リ
ー
ダ
ー
ズ
パ
ネ
ル
川
島
健
氏
資
料
、
株
式
会
社
ジ
ャ
パ
ン
エ
ン
ジ
ン
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン

H
P
等
か
ら
事
務
局
作
成

第
6
3
回
総
合
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
調
査
会

 基
本
政
策
分
会
株
式
会
社

 S
P
A
C
E

C
O

O
L
資
料
、
株
式
会
社

S
P
A
C
E

C
O

O
L
H

P
よ
り
事
務
局
作
成

【ジ
ャ
パ
ン
エ
ン
ジ
ン
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
（

J
-E

N
G
）
】

【
参
考
】
大
企
業
か
ら
の
カ
ー
ブ
ア
ウ
ト
は
、
資
金
調
達
、
人
材
の
活
躍
の
場
（
人
材
確
保
含
む
）
の
面
で

も
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
、

G
X
に
よ
る
大
き
な
成
長
に
繋
が
る
期
待

J
-E

N
G
社
日
経
平
均

年
間
株
価
上
昇
率

1
位
（

4
8

3
.2
％
）

2
0
2
2
年

1
2
月
終
値

J-
E
N

G
1
,2

3
1
円

2
0
2
3
年

1
2
月
終
値

J-
E
N

G
7
,1

8
0
円

0
%

2
0
0
%

4
0
0
%

5
0
0
%

3
0
0
%

1
0
0
%

ー
J
-E

N
G
社
株
価

ー
日
経
平
均
株
価

【S
P
A

C
E
 C

O
O

L
】

➢
大
阪
ガ
ス
か
ら
ス
ピ
ン
オ
フ
（

2
0
2
1
年
）

➢
独
自
の
放
射
冷
却
技
術
を
活
用
し
、
熱
を
放
射
す
る

省
エ
ネ
素
材
を
展
開
。
中
東
等
か
ら
も
高
い
関
心

➢
三
菱
重
工
業
の
船
舶
部
門
が
神
戸
発
動
機
と
事
業
統
合

し
て
設
立
（

2
0
1
7
年
）

➢
ア
ン
モ
ニ
ア
燃
料
船
舶
の
エ
ン
ジ
ン
を
手
掛
け
る

日
本
サ
ウ
ジ
エ
ネ
ル
ギ
ー
協
議

機
器
故
障
抑
制
、
安
定
稼
働
に
よ
る

都
市
イ
ン
フ
ラ
強
靱
化

空
調
電
力
削
減
に
よ
る
、
C
o
2
大
幅
削
減

C
O

P
2
8
日
本
パ
ビ
リ
オ
ン
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【
参
考
】

G
X
製
品
の
国
内
市
場
立
ち
上
げ
に
必
要
と
な
る

G
X
製
品
の
価
値
評
価

調
達
に
向
け
た
規
制
・
制
度
的
措
置
（

G
X
市
場
創
造
に
向
け
た
施
策
オ
プ
シ
ョ
ン
の
例
）

G
X
価
値
の

見
え
る
化

G
X
製
品
・

サ
ー
ビ
ス
の

調
達

G
X
製
品
の

需
要
拡
大

G
X
製
品
・
サ
ー
ビ
ス
の
価
値
を
評
価
す
る

た
め
の
評
価
指
標
の
考
え
方
を
整
理

➢
C
F
P
・
削
減
実
績
量
・
削
減
貢
献
量
等
の

G
X
指
標
の

活
用
、
国
際
的
な
ル
ー
ル
形
成
の
働
き
か
け

等

調
達
の
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
付
与
や
表
彰
・
啓
発

に
よ
り
、
社
会
全
体
で

G
X
製
品
を
選
好
す
る

動
き
を
形
成

➢
G

X
率
先
実
行
宣
言
・
G

X
リ
ー
グ
の
見
直
し

（
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
全
体
で
の
排
出
削
減
を
促
進
す
る

枠
組
へ
発
展
）

➢
公
共
調
達
に
お
け
る

G
X
製
品
等
の
積
極
調
達

（
グ
リ
ー
ン
購
入
法
に
基
づ
く
調
達
や
公
共
工
事
に
お
い

て
検
討
）

等

供
給
側
・
需
要
側
に
対
す
る
支
援
措
置
を
検

討
し
、
脱
炭
素
製
品
の
需
要
を
喚
起
す
る

➢
自
動
車
に
お
け
る
環
境
負
荷
の
低
減
及
び

G
X
推
進
に
向

け
た
鋼
材
の
活
用
を
促
進
す
る
た
め
の
措
置
の
検
討

等

＜
宣
言
企
業
＞

⚫
ゴ
ー
ル
ド

⚫
シ
ル
バ
ー

⚫
ブ
ロ
ン
ズ

※
2
0
2
4
年

1
2
月

6
日
募
集
開
始
。

1
2
月

1
9
日
時
点
。

＜
概
要
＞

・
G

X
製
品
の
調
達
に
前
向
き
な
企
業
に
よ
る
自
主
的

な
宣
言
。

・
対
象
製
品
に
対
す
る
取
組
を
表
明
し
、
具
体
度
に
応

じ
て
ゴ
ー
ル
ド
～
ブ
ロ
ン
ズ
に
類
型
。

施
策
例
：

G
X
率
先
実
行
宣
言
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資
料
：
（
株
）
 
国
デ
ー
タ
 
ン
ク
「中
小
企
業
が
直
 
す
る
外
部
環
境
の
 
化
に
関
す
る
調
査
」

（
注
）
1
  
 
回
 
の
た
め
、
合
計
は
必
 
し
も
1
0
0
 
に
な
ら
な
い
。

2
 脱
炭
素
化
の
取
組
状
 
は
、
2
0
2
 
年
時
 
の
状
 
を
 
計
し
て
い
る
。

(n
 
9
 
 
)
(n
 
2
 
1
)

(n
 
 
 
)

(n
 
2
 
 
)

(n
 

1
)

(n
 
1
 
9
)

0
 

1
0
0
 
0
 

1
0
0
 
0
 

1
0
0
 
0
 

1
0
0
 
0
 

1
0
0
 
0
 

1
0
0
 

コ
ス
ト
に
見
合
っ
た
収
益
を
上
 
ら
れ
な
い

を
推
進
す
る
人
材
が
足
り
な
い

具
体
的
な
 
 
や
成
 
が
見
 
な
い

ど
の
よ
う
に
推
進
す
れ
 
よ
い
か
分
か
ら
な
い

手
元
資
金
に
 
 
が
な
い

必
要
な
技
術
が
足
り
な
い

経
営
 
や
 
業
 
の
 
 
・

 
解
が
足
り
な
い

ど
こ
に
 
 
す
れ
 
よ
い
か
分
か
ら
な
い

サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
の
見
直
し
が
 
 
で
あ
る

そ
の
他

特
に
な
し

 
2
 0
 

 1
 

 1
 

 2
 

0
 

1
 2
 

1
 

1
 

1
 
 0
 

1
 

1
0
 

 1
 

 0
 

9
 

2
 0
 

1
 

2
 

2
 

1
 
 9
 

1
 
 1
 

1
 
 1
  2
 

9
 

9
 

2
 

1
 

2
9
 2
 

2
2
 

1
 
 1
 

1
1
 

1
 
 0
 

1
2
  
0
 

9
 

1
 9
 

2
 

2
9
 

2
 

1
 

1
 

1
 

1
 

1
0
 2
 

1
 

2
 

2
 
 1
 

1
 

1
 

1
2
 2
 

1
2
 2
 

1
1
 

2
 2
 

1
 

 
 
の
取
組
を
進
め
る
に
 
た
っ
て
の
課
題
（
脱
炭
素
化
の
取
組
状
況
別
）

（
出
所
）

2
0
2
4
年
版
中
小
企
業
白
書
よ
り
事
務
局
に
て
作
成

 
 

0
:気
候
 
動
対
応
や

C
O

2
削
減
に
係
る
取
組
の
重
要
性
に
つ
い
て
 
解
し
て
い
な
い

 
 

1
:気
候
 
動
対
応
や

C
O

2
削
減
に
係
る
取
組
の
重
要
性
に
つ
い
て
 
解
し
て
い
る

 
 

2
:事
業
所
全
体
で
の
年
間

C
O

2
排
出
量
（

S
c
o
p
e
 
、
 
）
を
把
握
し
て
い
る

 
 

3
:事
業
所
に
お
け
る
主
要
な
排
出
源
や
削
減
 
地
の
大
き
い
設
備
等
を
把
握
し
て
い
る

 
 

4
: 
 

3
で
把
握
し
た
設
備
等
の

C
O

2
排
出
量
の
削
減
に
向
け
て
、
削
減
対
策
を
検
討
・
実
行
し
て
い
る

 
 

5
:

～
 
の
取
組
を
実
施
し
て
お
り
、
か
つ
情
報
開
示
を
行
っ
て
い
る

【参
考
】特
に
、
中
小
企
業
は
、
省
エ
ネ
や
排
出
量
算
定
等
の

C
N
に
向
け
た
取
引
先
か
ら
の
協
力
要
請
が
大
き

い
が
、
コ
ス
ト
に
見
合
っ
た
収
益
を
上
げ
ら
れ
な
い
、
G

X
人
材
が
足
り
な
い
な
ど
の
課
題
を
抱
え
る

G
X
の
取
組
を
進
め
る
た
め
の
課
題
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３
G

X
産
業
立
地
の
ポ
イ
ン
ト
【脱
炭
素
電
源
等
の
活
用
を
見
据
え
た
産
業
集
積
の
加
速
】

⚫
2
0
4
0
年
に
向
け
、
新
た
な
成
長
産
業
と
し
て
、
ペ
ロ
ブ
ス
カ
イ
ト
電
池
、
革
新
的
蓄
電
池
に
加
 
、
グ
リ
ー
ン
ス
チ
ー
ル
や
半
導
体
、
デ
ー

タ
セ
ン
タ
ー
な
ど
、
脱
炭
素
電
力
等
の
ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
利
用
し
た
製
品
・
サ
ー
ビ
ス
が
付
加
価
値
を
生
む

G
X
産
業
が
、
日
本

経
済
の
牽
引
役
と
し
て
期
待
。

⚫
G

X
×

D
X
を
進
め
、
産
業
構
造
の
高
度
化
に
不
可
欠
な

A
I
向
け
の

D
C
は
、
膨
大
な
電
力
を
必
要
と
し
脱
炭
素
電
力
で
賄
う
必
要
。

⚫
脱
炭
素
電
力
等
の
ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
供
給
拠
点
に
は
地
域
偏
在
性
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
「
エ
ネ
ル
ギ
ー
供
給
に
合
わ
せ
た
需
要
の

集
積
」
と
い
う
発
想
が
必
要
。
G

X
産
業
へ
の
転
換
が
求
め
ら
れ
る
タ
イ
ミ
ン
グ
で
、
効
率
的
・
効
果
的
に
ス
ピ
ー
ド
感
を
も
っ
て
、
「
新
た

な
産
業
用
地
の
整
備
」
と
「
脱
炭
素
電
源
の
整
備
」
を
進
め
、
今
後
の
地
方
創
生
と
経
済
成
長
に
つ
な
 
て
い
く
こ
と
を
目
指
す
。

➢
今
後
の
産
業
構
造
の
転
換
と
そ
れ
に
合
わ
せ
た

G
X
産
業
立
地
政
策
の
あ
り
方
：

•
需
給
一
体
型
で
 
 
的
に
脱
炭
素
電
力
の
利
用
や
整
備
を
進
め
る
た
め
、

A
I
や
ロ
ボ
ッ
ト
な
ど
の
デ
ジ
タ
ル
技
術
を
活
用

し
た

D
X
に
も
取
り
組
む
企
業
に
対
し
て
、
脱
炭
素
電
力
の
利
用
を
促
す
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
措
置
を
検
討
す
る
。

•
地
方
公
共
団
体
と
も
連
携
し
、
地
方
公
共
団
体
に
と
っ
て
脱
炭
素
電
源
を
整
備
す
る
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
と
な
る
措
置
も
併
せ

て
検
討
す
る
。

•
投
資
規
模
を
含
め
大
き
な
成
長
を
志
す
 
を
対
象
に
す
る
等
、
メ
リ
ハ
リ
を
つ
け
た
検
討
を
行
う
。

➢
産
業
構
造
の
高
度
化
に
不
可
欠
な

A
Iと

D
C
の
立
地
：

•
脱
炭
素
電
源
の
偏
在
性
、
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
の
観
 
か
ら
も
地
域
分
散
を
進
め
る
必
要
。
電
力
イ
ン
フ
ラ
の
整
備
は
一
般
的
に

通
信
基
盤
の
整
備
よ
り
時
間
も
含
め
コ
ス
ト
が
か
か
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
。

•
ま
 
は
電
力
イ
ン
フ
ラ
か
ら
見
て
望
ま
し
い
場
所
や
地
域
へ
の
立
地
を
促
進
さ
せ
、
必
要
と
な
る
次
世
代
の
通
信
基
盤
に
つ
い

て
も
、
そ
れ
と
整
合
性
を
も
っ
て
計
画
的
に
整
備
を
進
め
る
。
電
力
と
通
信
の
効
果
的
な
連
携
（
ワ
ッ
ト
・
ビ
ッ
ト
連
携
）
に
よ

り
、
A
I活
用
を
通
し
た

D
X
を
加
速
さ
せ
、
成
長
と
脱
炭
素
の
同
時
実
現
を
目
指
す

G
X
の
 
 
を
最
大
化
さ
せ
て
い
く
。

•
G

X
経
済
移
行
債
に
よ
る
今
後
の
新
た
な
支
援
の
検
討
に
あ
た
っ
て
は
、
脱
炭
素
へ
の
貢
献
、
デ
ジ
タ
ル
赤
字
の
解
消
や
産

業
競
争
力
強
化
、
電
力
イ
ン
フ
ラ
の
効
率
的
な
活
用
に
資
す
る
こ
と
等
を
重
視
す
る
。
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【
参
考
】
D

X
・
A

I
の
活
用
に
必
要
不
可
欠
な
デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー
整
備

（
出
所
）
総
合
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
調
査
会

 基
本
政
策
分
科
会
（
第

5
6
回
会
合
）
資
料
 

デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー
に
よ
る
電
力
需
要
の
増
加

デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー
の
国
内
整
備
の
必
要
性

安
全
保
障

経
済

/
ビ
ジ
ネ
ス

波
及

効
果

➢
自
国
の
デ
ー
タ
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
の
強
化

➢
デ
ジ
タ
ル
赤
字
の
緩
和
に
寄
与

（
2
0
2
3
年
度

5
.4
兆
円
）

➢
多
様
な
産
業
・用
途
で
の

A
I実
装

➢
海
外
か
ら
の
投
資
呼
び
込
み

9
0
6
7
億

k
W

h

2
0
2
2
年
度

電
力
需
要
量

(日
本
全
体

)

–
A
s 

is
：
現
時
 
の
技
術
の
ま
ま
、
全
く
省
エ
ネ
対
策
が
進
ま
な
い
場
合

–
M

o
d
e
st
：
エ
ネ
ル
ギ
ー
 
率
の
改
善
幅
が
小
さ
い
場
合
（

2
0
3
0
年
ま
で
と
同
等

の
改
善
率
で

2
0
5
0
年
ま
で
進
捗
）

–
O

p
ti
m

is
ti
c
：
エ
ネ
ル
ギ
ー
 
率
の
改
善
幅
が
大
き
い
場
合

（
JS

T
に
よ
る
分
析
）
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【
参
考
】
脱
炭
素
電
源
や
水
素
等
の
新
た
な
ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
近
傍
へ
の
産
業
集
積
の
加
速
、
ワ
ッ
ト
・

ビ
ッ
ト
連
携
に
よ
る
日
本
全
国
を
俯
瞰
し
た
効
率
的
・
効
果
的
な
系
統
整
備

【投
資
促
進
策
と
企
業
立
地
の
連
携
の
イ
メ
ー
ジ
】

（
出
所
）
令
和

6
年

7
月

1
1
日

 G
X
実
現
に
向
け
た
専
門
家
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
資
料

1
及
び
７
月

2
3
日

 G
X
2
0
4
0
リ
ー
ダ
ー
ズ
パ
ネ
ル
に
お
け
る
岡
本
浩
氏
の
資
料
よ
り
事
務
局
作
成

脱
炭
素
エ
ネ
ル
ギ
ー
立
地
（
洋
上
風
力
・
原
子
力
）

石
油
化
学
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
の
立
地

【太
陽
光
導
入
量
と

D
C
導
入
箇
所
の
場
所
の
ギ
ャ
ッ
プ
】
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【
参
考
】
 デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー
や
半
導
体
の
省
エ
ネ
の
取
組
を
推
進

デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー
の
省
エ
ネ
技
術

•
冷
却
液
の
入
っ
た
液
槽
に
サ
ー
 
ー

を
丸
ご
と
浸
し
て
冷
却
す
る
。

•
冷
却
液
に
よ
り
サ
ー
 
ー
全
体
か
ら

直
接
発
熱
を
取
り
除
く
た
め
、
冷
却

フ
ァ
ン
等
が
不
要
に
な
り
、
高
い
冷
却

性
能
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
 
率
を
実
現
。

➢
光
電
融
合

➢
液
浸
冷
却

•
電
子
デ
 
イ
ス
の
電
気
配
線
を
光
配
線
に
置
き
換
 
、
省
エ
ネ
化
・大
容
量
化
・低

遅
延
化
（
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム
全
体
で
電
力
消
費

1
/1

0
0
）
を
実
現
。

半
導
体
の
ゲ
ー
ト
の
幅
と
長
さ
が
各
々

1
/k

⇒
消
費
電
力

1
/k

2

•
高
 
積
化
に
よ
り
、
配
線
等
を
短
縮
し
、
情
報
の
伝
送
・
処
理
速

度
等
を
向
上
し
つ
つ
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
効
率
も
改
善

（
出
所
）
令
和
６
年
７
月
 
日

 G
X
2
0
4
0
リ
ー
ダ
ー
ズ
・
パ
ネ
ル

 川
添

 雄
彦
氏
資
料
及
び
各
社

H
P
情
報
等
を
基
に
事
務
局
作
成
。

微
細
化

高
密
度
化

1
/k
倍

1
/k
倍

メ
モ
リ
ホ
ー
ル

多
 
配
置
、
高
積
層

に
よ
る
高
密
度
化

（
例
）

N
A
N

D
メ
モ
リ

省
エ
ネ
型
半
導
体
の
開
発

45



⚫
現
実
的
な
ト
ラ
ン
ジ
シ
ョ
ン
は
、
日
本
と
同
様
の
脱
炭
素
に
向
け
た
課
題
を
共
有
す
る
ア
ジ
ア
諸
国
の

G
X
に
と
っ
て
も
重
要
な
視
 
。

A
Z
E
C
を
通
じ
た
政
策
協
調
を
支
 
る
た
め
、
東
ア
ジ
ア
・
ア
セ
ア
ン
経
済
研
究
セ
ン
タ
ー

(E
R

IA
)に
新
た
に
セ
ン
タ
ー
を
設
置
。
対
外

発
信
も
強
化
。

➢
A

Z
E
C
の
「
今
後

1
0
年
の
た
め
の
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
」の
実
施
：

①
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
の
温
室
 
 
ガ
ス
排
出
量
の
見
 
る
化
等
の
ル
ー
ル
形
成
含
む

A
Z
E
C
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
の
推
進
、
②
電
力
・

運
輸
・
産
業
の
 
部
門
の
脱
炭
素
化
に
資
す
る
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
の
推
進
、
③
個
別
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
実
施
。

➢
ト
ラ
ン
ジ
シ
ョ
ン
・
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
の
普
及
拡
大
：

①
ア
ジ
ア
・
ト
ラ
ン
ジ
シ
ョ
ン
・
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
・
ス
タ
デ
ィ
・
グ
ル
ー
プ
（

A
T
F
S
G
）
に
よ
る

A
D

B
等
と
の
連
携
、
②
脱
炭
素
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ

の
策
定
支
援
や
移
行
技
術
リ
ス
ト
の
作
成
等
に
よ
る
投
資
環
境
の
整
備
を
目
指
す
。

４
（

2
）
ア
ジ
ア
の
視
点
も
加
え
た
ル
ー
ル
形
成
及
び
世
界
の
脱
炭
素
化
へ
の
貢
献

４
（

1
）
欧
米
の
情
勢
も
踏
ま
え
た
現
実
的
な
ト
ラ
ン
ジ
シ
ョ
ン
の
必
要
性

⚫
2

0
5

0
年
の

C
N
に
向
け
た
決
意
は
我
が
国
も
揺
る
が
ず
、
世
界
各
国
と
も
協
調
し
な
が
ら
取
組
を
進
め
る
。

⚫
他
方
、
グ
ロ
ー
 
ル
化
が
進
み
、
生
産
拠
 
の
海
外
移
転
が
容
易
と
な
っ
た
現
代
に
お
い
て
は
、
諸
外
国
と
の
相
対
的
な
エ
ネ
ル
ギ
ー

価
格
差
は
自
国
産
業
の
維
持
・
発
展
に
と
っ
て
極
め
て
重
要
な
課
題
。
投
資
促
進
策
を
講
ず
る
際
は
、
現
実
的
な
ト
ラ
ン
ジ
シ
ョ
ン

を
追
求
し
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
状
況
を
冷
静
に
見
極
め
る
必
要
。

➢
G

X
と
D

X
の
取
組
等
に
よ
り
、
海
外
と
の
 
対
的
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
価
格
差
を
縮
小
さ
せ
、

G
X
製
品
を
含
む
日
本
の
高
付
加
価
値

の
市
場
開
拓
を
加
速
さ
せ
て
い
く
。

➢
削
減
効
果
が
高
い
技
術
で
あ
っ
て
、
中
長
期
的
に
国
内
市
場
で
の
導
入
を
目
指
し
て
い
る
も
の
の
、
先
に
海
外
市
場
を
確
保
す

る
も
の
（
例
え
ば
資
源
投
入
量
の
削
減
に
つ
な
が
る
技
術
等
）
に
つ
い
て
、
国
際
ル
ー
ル
と
の
整
合
性
に
留
 
し
つ
つ
、
研
究

開
発
・
設
備
投
資
等
に
対
し
て
政
策
的
な
支
援
を
行
う
こ
と
で
、
将
来
的
に
日
本
の
国
内
市
場
の
拡
大
と
日
本
企
業
含
む
日

本
の
排
出
削
減
に
つ
な
 
て
い
く
。
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（
出
所
）

IE
A
 W

o
rl
d
 E

n
e
rg

y
 B

a
la

n
c
e
s
（

2
0
2
3
）
等
よ
り
作
成

【
参
考
】
グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
進
ん
だ
現
在
に
お
い
て
、
諸
外
国
と
の
相
対
的
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
価
格
差
は
国
内

で
の
事
業
活
動
に
と
っ
て
重
要
な
指
標

0510152
0

2
5

0
5

10
15

2
0

2
5

最終エネルギー消費量(EJ) 

一
次
エ
ネ
ル
ギ
ー
生
産
量

(E
J)

日
本

ド
イ
ツ

韓
国

フ
ラ
ン
ス

イ
ギ
リ
ス

カ
ナ
ダ

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

ト
ル
コ

イ
タ
リ
ア

中
国

ア
メ
リ
カ

中
東

イ
ン
ド

2
0
E
J 2
0
E
J

1
4
0
E
J

1
4
0
E
J

１

２

３ エ
ネ
ル
ギ
ー
を
輸
入
し
生
産
活
動

を
行
っ
て
お
り
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
価
格

が
高
く
な
る
傾
向

エ
ネ
ル
ギ
ー
を
輸
出
し
て
お
り
、
安

価
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用
が
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
を
ほ
ぼ
自
給
で

き
て
お
り
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
価
格

が
安
く
な
る
傾
向
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【 沿 革 】

2
0
2
1

東
南
ア
ジ
ア
を
中
心
に
金
融
機
関
と

A
T
F
S
G
を
立
ち
上
 

2
0
2
2 T

F
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
と
活
動

報
告
書
を
発
行

2
0
2
3

メ
ン
 
ー
シ
ッ
プ
を
南
ア
ジ
ア
へ
拡
大

2
0
2
3
年
版
年
次
報
告
書
を
発
行

2
0
2
4

ア
ジ
ア
の
金
融
機
関

グ
ロ
ー
バ
ル
金
融
機
関

国
営

多
国
籍

メ
ン
バ
ー

ナ
レ
ッ
ジ

コ
ン
ト
リ
ビ
ュ
ー
タ
ー

(4
)

公
的
機
関
、

金
融
業
界
団
体

(1
5

)

パ
ー
ト
ナ
ー

開
発
銀
行
、
E
C

A
等

(7
)

カ
テ
ゴ
リ
ー

参
加
者

金
融
機
関

(2
0

)

参
加
団
体
 

(x
)

商
業

A
T
F
 S

G
へ
の
参
画
組
織
（

2
0
2
4
年

9
月
現
在
）

【参
考
】A

s
ia

 T
ra

n
s
it

io
n

 F
in

a
n

c
e
 S

tu
d
y
 G

ro
u

p
（

A
T
F
 S

G
）
を
設
立
し
、
ア
ジ
ア
・
欧

米
の
民
間
金
融
機
関
ま
で
巻
き
込
み
、
ア
ジ
ア
に
ト
ラ
ン
ジ
シ
ョ
ン
・
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
を
拡
大

議
論
と
対
話
を
継
続
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⚫
エ
ネ
ル
ギ
ー
分
野
を
は
じ
め
と
す
る
個
別
分
野
（
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
産
業
、
く
ら
し
等
の
各
分
野
）
に
つ
い
て
、
分

野
別
投
資
戦
略
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
基
本
計
画
等
に
基
づ
き

G
X
の
取
組
を
加
速
す
る
。

【
エ
ネ
ル
ギ
ー
関
連
（
省
エ
ネ
、
再
エ
ネ
、
原
子
力
、
次
世
代
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
、

L
N

G
、
C

C
S
等
）
】

⚫
国
際
エ
ネ
ル
ギ
ー
情
勢
の
変
化
を
受
け
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
安
全
保
障
に
重
点
を
置
い
た
政
策
を
再
構
築
。

⚫
D

X
や

G
X
の
進
展
に
よ
る
電
力
需
要
増
加
す
る
中
、
国
際
的
に
遜
色
な
い
価
格
で
の
脱
炭
素
電
源
の
確
保
が
経
済

成
長
に
直
結
す
る
状
況
。

⚫
再
エ
ネ
を
主
力
電
源
と
し
て
最
大
限
導
入
す
る
と
と
も
に
、
特
定
の
電
源
や
燃
料
源
に
過
度
に
依
存
し
な
い
よ
う

バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
電
源
構
成
を
目
指
す
。

⚫
徹
底
し
た
省
エ
ネ
、
製
造
業
の
燃
料
転
換
な
ど
に
加
え
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
原
子
力
な
ど
の
脱
炭
素
電
源

を
最
大
限
活
用
。
再
エ
ネ
か
原
子
力
か
と
い
っ
た
二
項
対
立
的
な
議
論
か
ら
の
脱
却
。

⚫
再
エ
ネ
に
つ
い
て
、
ペ
ロ
ブ
ス
カ
イ
ト
太
陽
電
池
（

2
0
4
0
年
ま
で
に
約

2
0
G

W
の
導
入
目
標
）

 、
浮
体
式
を
含
む

洋
上
風
力
（

2
0
4
0
年
ま
で
に

3
0
G

W
～

4
5
G

W
の
案
件
形
成
目
標
）
、
次
世
代
型
地
熱
等
の
開
発
・
社
会
実
装
を
進
め
る
。

⚫
原
子
力
は
、
安
全
性
の
確
保
を
大
前
提
に
再
稼
働
加
速
、
「
廃
炉
を
決
定
し
た
事
業
者
が
有
す
る
原
発
サ
イ
ト

内
」
に
お
け
る
次
世
代
革
新
炉
へ
の
建
て
替
え
を
具
体
化
。

⚫
2
0
4
0
年
に
向
け
、
次
世
代
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
や

C
C

S
等
の
導
入
を
進
め
る
上
で
も
、
経
済
合
理
的
な
対
策
か
ら
優
先

的
に
講
じ
て
い
く
と
い
っ
た
視
点
が
不
可
欠
。

S
+

3
E
の
原
則
に
基
づ
き
、
脱
炭
素
化
に
伴
う
コ
ス
ト
上
昇
を
最
大

限
抑
制
す
る
べ
く
取
り
組
ん
で
い
く
。

【
成
長
志
向
型
の
資
源
自
律
経
済
の
確
立
①
】
（

2
0
2
5
年
通
常
国
会
で
資
源
有
効
利
用
促
進
法
改
正
案
提
出
を
予
定
）

⚫
資
源
循
環
は
多
岐
に
亘
る
分
野
に
関
連
し
、
再
生
材
の
供
給
・
利
活
用
に
よ
り
、
排
出
削
減
に
大
き
な
効
果
を
発

揮
す
る
こ
と
が
期
待
で
き
る
。

５
G

X
を
加
速
さ
せ
る
た
め
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
は
じ
め
と
す
る
個
別
分
野
の
取
組
①

49



【
成
長
志
向
型
の
資
源
自
律
経
済
の
確
立
②
】
（

2
0
2
5
年
通
常
国
会
で
資
源
有
効
利
用
促
進
法
改
正
案
提
出
を
予
定
）

⚫
日
本
の
高
度
な
資
源
循
環
技
術
を
い
か
し
て
、
国
内
に
強
固
な
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
を
確
立
す
る
こ
と
で
、
競
争
優

位
性
を
獲
得
し
、
持
続
的
な
経
済
成
長
を
実
現
す
る
大
き
な
機
会
と
な
る
。
資
源
を
安
定
的
に
確
保
す
る
こ
と
で
、

経
済
安
全
保
障
に
も
貢
献
。

➢
製
品
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
全
体
を
通
じ
た
包
括
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
を
展
開
。

①
再
生
材
利
用
：
再
生
材
の
利
用
に
関
す
る
計
画
の
作
成
及
び
定
期
の
報
告
を
義
務
付
け
る
。

②
環
境
配
慮
設
計
：
特
に
優
れ
た
環
境
配
慮
設
計
を
ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー
と
し
て
法
的
に
認
定
。
資
源
循
環
に
配
慮

し
た
製
品
の
可
視
化
・
価
値
化
を
図
り
、
革
新
的
な
も
の
づ
く
り
を
加
速
さ
せ
る
。

③
C
E
コ
マ
ー
ス
：
資
源
循
環
に
貢
献
す
る
望
ま
し
い

C
E
コ
マ
ー
ス
を
法
的
枠
組
み
に
位
置
づ
け
る
こ
と
で
、
消

費
者
の
安
全
・
安
心
を
確
保
し
つ
つ
、

C
E
コ
マ
ー
ス
の
適
切
な
評
価
と
健
全
な
発
展
を
促
進
。

【
鉄
・
化
学
・
紙
・
セ
メ
ン
ト
等
の
脱
炭
素
化
が
難
し
い
分
野
】

⚫
革
新
電
炉
へ
の
転
換
や
水
素
製
鉄
プ
ロ
セ
ス
の
導
入
、
ナ
フ
サ
由
来
の
原
料
か
ら
の
原
料
転
換
、
木
質
パ
ル
プ
を
活

用
し
た
バ
イ
オ
リ
フ
ァ
イ
ナ
リ
ー
産
業
へ
の
事
業
展
開
等
や
、
石
炭
自
家
発
電
設
備
等
の
燃
料
転
換
を
促
進
す
る
と

と
も
に
、
デ
ジ
タ
ル
技
術
の
活
用
に
よ
り
産
業
の
高
度
化
を
進
め
る
。

【
蓄
電
池
】

⚫
2
0
3
0
年
ま
で
の
国
内
製
造
基
盤

1
5
0
G

W
h
/年
の
確
立
に
向
け
て
投
資
促
進
策
を
講
じ
る
と
と
も
に
、
全
固
体
電

池
の
研
究
開
発
及
び
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
全
体
で
の
生
産
技
術
開
発
の
加
速
の
支
援
等
に
取
り
組
む
。

【
次
世
代
自
動
車
】

⚫
多
様
な
選
択
肢
の
追
求
を
基
本
方
針
と
し
、
電
動
車
の
開
発
・
性
能
向
上
や
導
入
を
促
し
つ
つ
、
ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル

ギ
ー
自
動
車
や
商
用
電
動
車
、
電
動
建
機
の
導
入
を
支
援
。

５
G

X
を
加
速
さ
せ
る
た
め
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
は
じ
め
と
す
る
個
別
分
野
の
取
組
②
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【
次
世
代
航
空
機
】

⚫
国
際
連
携
の
中
で
完
成
機
事
業
創
出
を
目
指
し
、
①
次
期
航
空
機
開
発
へ
の
上
流
工
程
か
ら
の
参
画
・
事
業
基
盤
構
築
、

②
環
境
新
技
術
搭
載
の
航
空
機
開
発
を
通
じ
た
イ
ン
テ
グ
レ
ー
シ
ョ
ン
能
力
獲
得
、
③

M
R

O
拠
点
の
集
約
・
増
強
に
よ
る

M
R

O

事
業
を
含
む
一
貫
し
た
事
業
能
力
獲
得
に
取
り
組
む
。

【
ゼ
ロ
エ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
船
舶
】

⚫
内
外
航
の
ゼ
ロ
エ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
船
等
の
普
及
に
必
要
な
導
入
支
援
制
度
の
検
討
お
よ
び
国
際
ル
ー
ル
作
り
等
の
主
導
を
含
む
環
境

整
備
を
進
め
、
ゼ
ロ
エ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
船
等
の
普
促
進
及
の
拡
大
を
図
る
。

【
鉄
道
】

⚫
高
 
率
化
や
次
世
代
燃
料
を
利
用
し
た
車
両
・
設
備
の
導
入
に
向
け
た
支
援
制
度
の
検
討
、
鉄
道
ア
セ
ッ
ト
を
活
用
し
た
再
エ
ネ

導
入
の
拡
大
な
ど
の
鉄
道
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
全
体
の
脱
炭
素
化
を
推
進
。

【
物
流
・
人
流
】

⚫
事
業
用
の
ト
ラ
ッ
ク
・
 
ス
・
タ
ク
シ
ー
等
へ
の
次
世
代
自
動
車
の
普
及
促
進
や
、
鉄
道
、
船
舶
、
航
空
機
、
ダ
ブ
ル
連
結
ト
ラ
ッ
ク
等

を
活
用
し
た
新
た
な
モ
ー
ダ
ル
シ
フ
ト
の
推
進
等
を
図
る
。

【
く
ら
し
】

⚫
需
要
側
か
ら
国
全
体
の
脱
炭
素
を
牽
引
す
る
た
め
、
G

X
価
値
の
見
 
る
化
、
C
F
P
表
示
製
品
の
普
及
、
「デ
コ
活
」
、
公
共
部
門
に

よ
る
率
先
調
達
等
を
通
じ
、
国
民
・
消
費
者
の
意
識
改
革
や
行
動
変
容
を
喚
起
し
て
い
く
。

【
住
宅
・
建
築
物
】

⚫
住
宅
・
建
築
物
の
省
エ
ネ
基
準
の
段
階
的
な
水
準
の
引
き
上
げ

 と
併
せ
、
よ
り
高
い
省
エ
ネ
水
準
の
住
宅
供
給
を
促
す
枠
組
み

の
創
設
、
住
宅
性
能
表
示
制
度
の
充
実
、
省
エ
ネ
住
宅
の
導
入
等
の
支
援
、

Z
E
H
の
定
義
見
直
し
、
建
築
基
準
の
合
 
化
等

に
よ
る
木
材
利
用
促
進
等
を
進
め
る
。

【
イ
ン
フ
ラ
】

⚫
空
港
、
港
湾
、
道
路
、
ダ
ム
、
上
下
水
道
等
の
多
様
な
イ
ン
フ
ラ
を
活
用
し
た
再
エ
ネ
の
導
入
促
進
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
量
削
減

の
徹
底
、
都
市
緑
化
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
面
的
利
用
等
を
進
め
る
。

５
G

X
を
加
速
さ
せ
る
た
め
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
は
じ
め
と
す
る
個
別
分
野
の
取
組
③
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【
カ
ー
ボ
ン
リ
サ
イ
ク
ル
】

１
）
カ
ー
ボ
ン
リ
サ
イ
ク
ル
燃
料

⚫
合
成
燃
料
、

S
A
F
、
合
成
メ
タ
ン
、
グ
リ
ー
ン

L
P
G
の
導
入
促
進
に
向
け
て
必
要
な
制
度
等
を
整
備
し
、
Ｇ
Ｉ
基
金

の
活
用
に
よ
る
実
用
化
・
低
コ
ス
ト
化
に
向
け
た
研
究
開
発
支
援
を
行
う
。

２
）
バ
イ
オ
も
の
づ
く
り

⚫
微
生
物
設
計
・
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
事
業
者
育
成
、
最
終
製
品
サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー
と
の
連
携
、
バ
イ
オ
フ
ァ
ウ
ン
ド

リ
基
盤
整
備
を
進
め
、
戦
略
的
ル
ー
ル
形
成
に
よ
り
バ
イ
オ
由
来
製
品
の
社
会
実
装
を
目
指
す
。

 3
 ）

 C
O

2
削
減
コ
ン
ク
リ
ー
ト
等

⚫
2
0
3
0
年
頃
ま
で
に
新
た
な
製
造
技
術
の
確
立
や

C
O

2
固
定
量
の
評
価
手
法
に
つ
い
て
の

J
I
S

/
I
S

O
化
を
推
進
す

る
と
と
も
に
、

C
O

2
の
地
産
地
消
を
想
定
し
た

C
O

2
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
の
構
築
を
検
討
。

【
食
料
・
農
林
水
産
業
】

⚫
み
ど
り
の
食
料
シ
ス
テ
ム
戦
略
に
基
づ
き
、
食
料
・
農
林
水
産
業
に
お
け
る
脱
炭
素
化
、
吸
収
源
の
機
能
強
化
等
に
向

け
た
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
推
進
、
資
源
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
地
域
循
環
等
に
向
け
た
投
資
促
進
。

【
半
導
体
】

⚫
最
先
端
半
導
体
や
パ
ワ
ー
半
導
体
等
の
国
内
製
造
基
盤
の
強
化
、
光
電
融
合
技
術
・
先
端
メ
モ
リ
等
の
技
術
開
発
、
専

用
半
導
体
設
計
に
対
す
る
支
援
を
継
続
し
つ
つ
、
引
き
続
き
省
エ
ネ
化
と
高
性
能
化
を
推
進
。

【
地
域
創
生
に
つ
な
が
る

C
D

R
(C

a
rb

o
n

 D
io

x
id

e
 R

e
m

o
v
a
l：
大
気
中
の
二
酸
化
炭
素
除
去

)】

⚫
研
究
開
発
の
み
な
ら
ず
、
地
方
公
共
団
体
と
国
、
企
業
が
連
携
し
、
新
た
な
産
業
の
創
出
に
つ
な
げ
て
い
く
た
め
に
必

要
な
政
策
を
検
討
。

５
G

X
を
加
速
さ
せ
る
た
め
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
は
じ
め
と
す
る
個
別
分
野
の
取
組
④
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【
参
考
】
資
源
循
環
の
拡
大
は
大
幅
な

C
O

2
の
削
減
効
果
あ
り

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

金
属

そ
の
他

（
出
所
）

 環
境
省
「
 
Ｒ
原
単
位
の
算
出
方
法
」
、
公
益
財
団
法
人
日
本
容
器
包
装
リ
サ
イ
ク
ル
協
会
「
ガ
ラ
ス
び
ん
の
指
定
法
人
ル
ー
ト
で
の
再
商
品
化
に
伴
い
発
生
す
る
環
境
負
荷
調
査
と
分
析
に
係
る
業
務
報
告
書
」
等
を
参
考
に
作
成

02468

1
0

1
2

プ ラ ス チ ッ ク （ レ ジ 袋 ） の

リ サ イ ク ル （ マ テ リ サ ）

プ ラ ス チ ッ ク （ 食 品 ト

レ ー(PS) ） の リ サ

イ ク ル （ マ テ リ サ ）

プ ラ ス チ ッ ク （PET ） の

リ サ イ ク ル （ マ テ リ サ ）

プ ラ ス チ ッ ク （PET ） の

リ サ イ ク ル （ ケ ミ リ サ ）

鉄 材 （ 鉄 ） の リ サ イ ク ル

ア ル ミ 缶 の リ サ イ ク ル

ス チ ー ル 缶 の リ サ イ ク ル

亜 鉛 の リ サ イ ク ル

ガ ラ ス 瓶 の リ サ イ ク ル

材料製造に係る二酸化炭素排出量（t-CO2/t）

バ
ー
ジ
ン
（
地
金
）
製
造
に
係

る
C
O

2
排
出
量

再
生
材
製
造
に
係
る

C
O

2
排
出
量

5
5

%
削
減

8
3

%
削
減

5
3

%
削
減

1
4

%
削
減

7
9

%
削
減

9
7

%
削
減

9
6

%
削
減

6
9

%
削
減

1
7

%
削
減

※
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
に
つ
い
て
は
、
焼
却
時
の

C
O

2
排
出
の
削
減

は
含
ん
で
い
な
い
。

※
鋼
材
（
鉄
）
に
つ
い
て
、
現
時
 
に
お
い
て
高
炉
と
電
炉
で
製

造
さ
れ
る
鋼
材
は
異
な
る
こ
と
に
留
 
。

※
鋼
材
（
鉄
）
、
ア
ル
ミ
缶
及
び
ス
チ
ー
ル
缶
に
つ
い
て
、
粗
鋼
又

は
地
金
の
製
造
に
係
る

C
O

2
排
出
量
が
含
ま
れ
て
お
り
、
粗
鋼

等
か
ら
製
品
を
製
造
す
る
た
め
の
工
程
に
お
け
る

C
O

2
排
出
量

は
含
ま
れ
て
い
な
い
こ
と
に
留
 
。
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６
（
１
）
成
長
志
向
型
カ
ー
ボ
ン
プ
ラ
イ
シ
ン
グ
構
想
の
ポ
イ
ン
ト
【基
本
的
考
え
方
】

⚫
事
業
者
の
予
見
性
を
高
め
、
G

X
投
資
の
前
倒
し
を
促
進
す
る
た
め
の
支
援
・
制
度
一
体
型
の
措
置
。

⚫
2

0
兆
円
規
模
の

G
X
経
済
移
行
債
を
発
行
、
G

X
の
た
め
の
先
行
投
資
支
援
。

⚫
2
0
2
8
年
度
か
ら
化
石
燃
料
賦
課
金
導
入
、
2
0
2
6
年
度
か
ら
排
出
量
取
引
制
度
を
本
格
稼
働
、
2
0
3
3
年
度
か
ら
は
発

電
事
業
者
へ
の
有
償
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
を
導
入
と
、
 
 
的
に
カ
ー
ボ
ン
プ
ラ
イ
シ
ン
グ
を
導
入
。

６
（
２
）
成
長
志
向
型
カ
ー
ボ
ン
プ
ラ
イ
シ
ン
グ
構
想
の
ポ
イ
ン
ト
【実
現
に
向
け
た
制
度
措
置
】

（
2
0
2
3
年
通
常
国
会
の

G
X
推
進
法
で
措
置
済
み
）

（
2
0
2
5
年
通
常
国
会
で

G
X
推
進
法
改
正
案
提
出
を
予
定
）

⚫
排
出
量
取
引
制
度
の
本
格
稼
働
（

2
0

2
6
年
度
～
）

➢
公
平
性
・
実
 
性
を
確
保
し
つ
つ
、
対
象
企
業
の
業
種
特
性
や
脱
炭
素
へ
の
道
筋
等
を
考
慮
す
る
柔
軟
性
を
有
す
る
形
で
、

排
出
量
取
引
制
度
を
本
格
稼
働
。

①
一
定
の
排
出
規
模
以
上

(直
接
排
出

1
0
万
ト
ン

)の
企
業
は
業
種
等
問
わ
 
に
一
律
に
参
加
義
務

②
業
種
特
性
等
を
考
慮
し
た
政
府
指
針
に
基
づ
き
対
象
事
業
者
に
排
出
枠
を
無
償
割
 
て

③
排
出
枠
の
上
下
限
価
格
を
設
定
す
る
こ
と
に
よ
る
取
引
価
格
に
対
す
る
予
見
可
能
性
の
確
保

※
2
0
2
 
年
度
か
ら
開
始
す
る
排
出
量
取
引
制
度
を
基
盤
に

2
0
3
3
年
度
よ
り
排
出
枠
の
有
償
オ
ー
ク
シ
ョン
を
実
施
す
る
。

⚫
化
石
燃
料
賦
課
金
の
導
入
（

2
0

2
8
年
度
～
）

➢
広
く
G

X
へ
の
動
機
付
け
が
可
能
と
な
る
よ
う
炭
素
排
出
に
対
す
る
一
律
の
カ
ー
ボ
ン
プ
ラ
イ
シ
ン
グ
と
し
て
導
入
。

➢
円
滑
か
つ
確
実
に
導
入
・
執
行
す
る
た
め
の
所
要
の
措
置
を
整
備
。
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規
制
・
支
援
一
体
型
の
成
長
志
向
型
カ
ー
ボ
ン
プ
ラ
イ
シ
ン
グ
構
想
に
よ
り
、
今
後

1
0
年
間
で

1
5

0
兆
円
超
の
官
民

G
X
投
資

①
「
Ｇ
Ｘ
経
済
移
行
債
」
*
を
活
用
し
た
、
「
分
野
別
投
資
戦
略
」
に
基
づ
く
、

2
0
兆
円
規
模
の
大
胆
な
先
行
投
資
支
援

※
2
0
 
0
年
ま
で
に
償
還

②
カ
ー
ボ
ン
プ
ラ
イ
シ
ン
グ
の
導
入

 ⅰ
）

2
8
年
度
か
ら
「
化
石
燃
料
賦
課
金
」
を
導
入

ⅱ
）

3
3
年
度
か
ら
発
電
事
業
者
に
対
す
る
排
出
枠
の
有
償
調
達
制
度
の
導
入
（

2
6
年
度
か
ら
排
出
量
取
引
市
場
本
格
稼
働
）

③
新
た
な
金
融
手
法
の
活
用

G
X
推
進
機
構
に
よ
る
債
務
保
証
等

【
参
考
】「
成
長
志
向
型
カ
ー
ボ
ン
プ
ラ
イ
シ
ン
グ
構
想
」（

2
0

2
3
年

2
月

G
X
基
本
方
針
）

＜
カ
ー
ボ
ン
プ
ラ
イ
シ
ン
グ
＞

・
化
石
燃
料
賦
課
金
（

2
8
年
度
～
）

・
発
電
事
業
者
へ
の
有
償
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
（

3
3
年
度
～
）

※
排
出
量
取
引
市
場
の
本
格
稼
働
（

2
6
年
度
～
）

※
経
済
移
行
債
は

2
0

5
0
年
ま
で
に
償
還

2
0
2
3

G
X
経
済
移
行
債

将
来
財
源
と
し
て
も
活
用

投
資
規
模
（

B
A
U
）

1
5

0
兆
円
超
の

G
X
投
資
の
実
現

2
0
兆
円
規
模

の
投
資
促
進

投
資
促
進

時
間
軸

金
額

2
0
3
2

2
0
5
0
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【
参
考
】
排
出
量
取
引
制
度
と
化
石
燃
料
賦
課
金

排
出
量
取
引
制
度

化
石
燃
料
賦
課
金

•
化
石
燃
料
の
使
用
に
伴
う
二
酸
化
炭
素
排
出
量
に
応
じ
た
金
額
を
賦
課
す
る
も
の
。

•
化
石
燃
料
の
輸
入
事
業
 
等
に
支
払
い
義
務
。
転
嫁
を
通
じ
て
社
会
全
体
で
、
化
石
燃
料
の
使
用
に
伴
う
コ
ス
ト
を
負
担
。

特
に
排
出
量
の
多
い
企
業
を
対
象
に
、
効
果
的
か
つ
費
用
効
率
的
な
排
出
削
減
取
組
を
促
進

化
石
燃
料
の
需
要
家
に
対
し
て
、
排
出
量
取
引
よ
り
も
広
範
に
行
動
変
容
を
促
す
こ
と
が
可
能
。

不
足
分
を
調
達

排
出
量

排
出
枠
の

割
 
量

削
減 排
出
量

排
出
枠
の

割
 
量

排
出
枠

①
排
出
枠
の
割
 
て

•
一
定
の
基
準
に
 
っ
て
政
府
が
排
出
枠

（
排
出
許
可
証
の
よ
う
な
も
の
）
を
割
当
て
。

②
排
出
枠
の
取
引
の
実
施

•
市
場
を
介
し
て
実
績
と
の

過
不
足
分
を
融
通
。

余
剰
を
売
却

超
過

取
引
所
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７
公
正
な
移
行
の
ポ
イ
ン
ト

⚫
我
が
国
に
お
い
て

G
X
 を
推
進
す
る
上
で
、
公
正
な
移
行
の
観
点
か
ら
、
新
た
に
生
ま
れ
る
産
業
へ
の
労
働
移
動

を
適
切
に
進
め
て
い
く
と
と
も
に
、
G

X
産
業
構
造
へ
の
転
換
に
伴
い
労
働
者
が
高
度
化
さ
れ
た
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン

で
引
き
続
き
活
躍
で
き
る
よ
う
、
必
要
な
取
組
を
進
め
る
こ
と
も
重
要
。

➢
G

X
の
推
進
に
伴
う
産
業
構
造
転
換
の
中
で
生
ま
れ
る
新
た
な
労
働
需
給
に
対
応
す
べ
く
、
関
係
省
庁
が
連
携

し
、
成
長
分
野
等
へ
の
労
働
移
動
の
円
滑
化
支
援
、
在
職
者
の
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
の
た
め
の
転
職
支
援
や
リ
ス

キ
リ
ン
グ
支
援
、
ロ
ボ
テ
ィ
ク
ス
や

A
I
な
ど
の

D
X
を
活
用
し
た
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
の
高
度
化
に
対
応
す
る
た
め

の
新
た
な
ス
キ
ル
の
獲
得
支
援
な
ど
を
進
め
、
そ
の
過
程
で
生
じ
る
様
々
な
課
題
を
き
め
細
か
く
把
握
し
、
丁
寧

に
対
応
す
る
。

８
G

X
に
関
す
る
政
策
の
実
行
状
況
の
進
捗
と
見
直
し
に
つ
い
て

⚫
2
0
2
3
年

2
月
に
策
定
し
た

G
X
基
本
方
針
策
定
以
後
、
G

X
に
実
現
に
向
け
た
先
行
投
資
支
援
の
進
捗
状

に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で

G
X
実
行
会
議
等
を
中
心
に
報
告
。

➢
今
後
も

G
X
を
実
現
す
る
た
め
の
政
策
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
を
進
め
て
い
く
に
あ
た
っ
て
は
、

E
B

P
M
な
ど
の
手
法
を

用
い
た
適
切
な
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
、
官
民
で
の

G
X
投
資
の
進
捗
状
況
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
動
向
や
経
済
へ
の
影

響
、
技
術
開
発
の
動
向
な
ど
も
踏
ま
 
て
、
G

X
実
行
会
議
を
は
じ
め
適
切
な
場
で
進
捗
状
 
の
報
告
を
行

い
、
必
要
に
応
じ
た
見
直
し
等
を
 
 
的
に
行
っ
て
い
く
。
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「
ト

ラ
ッ

ク
運

送
業

界
の

環
境

ビ
ジ

ョ
ン

２
０

３
０

」
サ

ブ
目

標
３

ゴ
ミ

の
ポ

イ
捨

て
防

止
対

策
に

つ
い

て

資
料
２

59



全
日

本
ト
ラ
ッ
ク
協

会
令

和
７
年

度
ゴ
ミ
の

ポ
イ
捨

て
対

策
①

「
ゴ
ミ
は

持
ち
帰

ろ
う
！

」
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

全
ト協

で
は

、「
ト
ラ
ック
運
送
業
界
の
環
境
ビ
ジ
ョン
２
０
３
０
」の
「サ
ブ
⽬
標
３
」（

本
資

料
最

終
ペ

ー
ジ

参
照

）
の

⼀
環

とし
て

、
５
⽉
を

清
掃

や
落

書
き

消
しな

どの
環

境
美

化
に

つ
な

が
る

活
動

を
⾏

う「
トラ
ック
運
送
業
界
の
美
化
⽉
間
」に
設
定

。
これ

に
も

とづ
き

、令
和
７
年
度

は
前

年
度

に
つ

づ
き

、「
トラ

ック
運

送
業

界
の

美
化

⽉
間

」に
お

け
る
不
法
投
棄
（
ポ
イ
捨
て
）
対

策
とし
て
「ゴ
ミは
持
ち
帰
ろ
う︕

」
キ
ャン
ペ
ー
ン

を
企

画
し、

以
下

の
活

動
を

お
こな

った
。

啓
発

チ
ラシ

・⾞
内

ゴ
ミの

事
業

所
へ

の
持

ち
帰

りを
ドラ

イバ
ー

に
意

識
づ

け
す

る
た

め
、啓

発
チ

ラシ
を

作
成

し『
広

報
とら

っく
』４

⽉
３

０
⽇

号
に

同
封

す
る

とと
も

に
、特

集
記

事
を

掲
載

した
。

・ま
た

、啓
発

チ
ラシ

を
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
に

も
掲

載
す

る
とと

も
に

、全
国

の
トラ

ック
協

会
に

50
0

枚
ず

つ
配

布
し、

活
⽤

を
促

した
。

・全
ト協

会
⻑

・環
境

対
策

委
員

⻑
名

で
の

キ
ャン

ペ
ー

ン
取

り組
み

依
頼

を
発

出
し

、各
県

協
会

で
の

取
り組

み
を

呼
び

か
け

た
。

『広
報

とら
っく

』
４

⽉
30

⽇
号

１
１

⾯
特
集
記
事
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全
日

本
ト
ラ
ッ
ク
協

会
令

和
７
年

度
ゴ
ミ
の

ポ
イ
捨

て
対

策
②

「
ゴ
ミ
の

ポ
イ
捨

て
対

策
助

成
事

業
」

全
ト協

で
は

「ト
ラッ

ク運
送

業
界

の
環

境
ビジ

ョン
20

30
」の

「サ
ブ

⽬
標

３
」に

お
い

て
「⾏

動
⽉

間
」を

設
定

す
る

こと
とし

て
お

り、
5⽉

を
「ト

ラッ
ク運

送
業

界
の

美
化

⽉
間

」と
して

、ゴ
ミの

ポ
イ捨

て
に

対
す

る
取

り組
み

を
協

⼒
して

進
め

て
い

る
とこ

ろ
。

しか
し、

⼀
部

の
地

域
の

み
で

取
り組

ん
で

も
⼗

分
な

効
果

が
得

られ
な

い
た

め
、全

国
で

取
り組

む
こと

が
必

要
。

この
た

め
、全

国
の

都
道

府
県

トラ
ック

協
会

が
⾏

う⾞
内

ゴ
ミの

ポ
イ捨

て
防

⽌
対

策
の

取
り組

み
に

要
した

費
⽤

に
つ

い
て

、そ
の

⼀
部

を
助

成
す

る
事

業
を

令
和

６
年

度
か

ら実
施

して
い

る
。

ゴ
ミの
ポ
イ
捨
て
対
策
助
成
事
業

事
業 名

都
道

府
県

トラ
ック

協
会

が
ゴ

ミの
ポ

イ捨
て

対
策

等
に

講
じた

費
⽤

を
助

成
し、

業
界

を
挙

げ
て

ゴ
ミの

ポ
イ捨

て
対

策
の

推
進

を
図

る
。

趣 旨


啓

発
ポ

ス
ター

等
作

成
費


啓

発
グ

ッズ
作

成
費


携

帯
トイ

レ
購

⼊
・配

布
費


運

転
室

内
搭

載
ゴ

ミ箱
購

⼊
・配

布
費


看

板
等

設
置

費


ゴ
ミ拾

い
等

実
施

費


都
道

府
県

トラ
ック

協
会

が
同

趣
旨

で
⾏

う助
成

事
業

の
原

資
とし

て
な

ど

助
成

対
象

事
業

全
体

予
算

︓
５

千
万

円
各

県
︓

１
０

０
万

円
予 算

啓
発

ポ
ス

ター
・チ

ラシ
作

成

携
帯

トイ
レ

配
布

清
掃

活
動

看
板

設
置

■
助

成
対

象
とな

る
ポ

イ捨
て

対
策

の
⼀

例

令
和

８
年

１
月

に
各

都
道

府
県

ト
ラ
ッ
ク
協

会
の

取
り
組

み
状

況
、

効
果

、
課

題
等

に
つ
い
て
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
を
実

施
予

定

令
和

８
年

度
事

業
に
反

映
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各
都

道
府

県
ト
ラ
ッ
ク
協

会
令

和
６
年

度
ゴ
ミ
の

ポ
イ
捨

て
対

策
取

り
組

み
状

況

令
和

７
年

１
⽉

に
各

県
の

トラ
ック

協
会

に
対

しア
ンケ

ー
ト調

査
を

実
施

（
集

計
結

果
︓

別
添

「参
考

資
料

２
－

１
」）

◎
各

県
で

の
「ゴ

ミは
持

ち
帰

ろ
う︕

」キ
ャン

ペ
ー

ンの
実

施
内

容
・効

果
・課

題
◎

各
県

で
の

「ゴ
ミの

ポ
イ捨

て
対

策
助

成
事

業
費

」を
活

⽤
した

助
成

実
績

・効
果

・課
題

《
各

県
ト協

で
の

主
な

取
り組

み
内

容
》

●
全

ト協
の

ゴ
ミの

ポ
イ捨

て
対

策
「ゴ

ミは
持

ち
帰

ろ
う︕

」キ
ャン

ペ
ー

ンと
の

協
調

・
携

帯
型

簡
易

トイ
レ

の
会

員
事

業
者

や
ドラ

イバ
ー

へ
の

配
布

・
「ゴ

ミは
持

ち
帰

ろ
う︕

」キ
ャン

ペ
ー

ン
チ

ラシ
や

ス
テ

ッカ
ー

の
会

員
事

業
者

へ
の

配
布

・
「ゴ

ミは
持

ち
帰

りま
した

か
︖

」の
⼀

声
活

動
の

実
施

●
清

掃
活

動
・

場
所

︓
ゴ

ミの
ポ

イ捨
て

が
問

題
とな

って
い

る
箇

所
・・

・・
主

要
幹

線
・国

道
沿

い
、I

C周
辺

、
港

、⼯
業

団
地

道
路

、植
樹

帯
、河

川
敷

等
・

主
体

︓
県

ト協
、県

ト協
の

⻘
年

部
会

等
、地

元
協

議
会

等
・

地
元

の
県

ト協
とN

EX
CO

で
の

共
同

清
掃

活
動

（
お

よ
び

その
映

像
の

周
知

）
・

清
掃

しな
が

ら揃
い

の
ジ

ャン
パ

ー
で

周
囲

へ
の

PR
・

「ト
ラッ

クの
森

」と
あ

わ
せ

た
清

掃
、下

草
刈

り
等

●
広

報
活

動
・

ポ
ス

ター
の

制
作

と会
員

事
業

者
へ

の
配

布
、S

A、
PA

、ト
ラッ

クス
テ

ー
シ

ョン
等

で
の

掲
⽰

・
啓

発
⽤

グ
ッズ

の
配

布
（

⾞
内

⽤
ポ

リ袋
、ス

テ
ッカ

ー
、垂

れ
幕

、チ
ラシ

、の
ぼ

り、
カレ

ンダ
ー

、
三

⾓
柱

ポ
ップ

、そ
の

他
）

・
地

元
と協

働
で

の
啓

発
看

板
の

掲
⽰

・
県

ト協
の

広
報

誌
、ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
、メ

ー
ル

マ
ガ

ジ
ン等

で
の

情
報

掲
載

と周
知

・
啓

発
の

た
め

の
ラジ

オ
・T

Vで
の

CM
放

送

●
その

ほ
か

・
ゴ

ミポ
イ捨

て
に

関
す

る
情

報
を

盛
り込

ん
だ

、環
境

講
習

会
や

ドラ
イバ

ー
研

修
会

等
の

実
施

清
掃

活

動
実

施

4
5
%

実
施

し
て

い
な
い

5
5
%

携
帯

ト
レ
イ

配
布

5
5
%

実
施

し
て

い
な
い

4
5
%

広
報

活
動

実
施

7
2
%

実
施

し
て
い

な
い

2
8
%
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携
帯

型
簡

易
トイ

レ
等

の
配

布

●
滋

賀
県

（
携

帯
トイ

レ
の

配
布

）

●
京

都
府

（
携

帯
トイ

レ
に

同
封

の
メッ

セ
ー

ジ
）

●
北

海
道

（
道

内
７

地
区

で
共

通
の

デ
ザ

イン
）清

掃
活

動
●

北
海

道
（

トラ
ック

ス
テ

ー
シ

ョン
で

の
配

布
）

●
⿃

取
県

●
静

岡
県

●
兵

庫
県

●
宮

崎
県

（
⾼

速
道

路
PA

で
の

啓
発

）

●
滋

賀
県

●
千

葉
県

（
⾼

速
道

路
SA

で
の

掲
⽰

）

ポ
ス

ター
掲

⽰

●
秋

⽥
県

各
都

道
府

県
ト
ラ
ッ
ク
協

会
令

和
６
年

度
ゴ
ミ
の

ポ
イ
捨

て
対

策
取

り
組

み
状

況

写
真

等
は

い
ず

れ
も

、各
県

の
協

会
よ

り提
供

され
た

も
の

の
⼀

例
で

す
。こ

の
ほ

か
に

も
多

くの
取

り組
み

が
各

県
で

⾏
わ

れ
て

い
ま

す
。
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●
⾼

知
県

広
報

活
動

●
⻑

野
県

●
栃

⽊
県

●
埼

⽟
県

(⾞
内

ス
テ

ッカ
ー

)

●
岡

⼭
県

（
⽅

⾔
で

ユ
ー

モ
ラス

な
デ

ザ
イン

）
●

神
奈

川
県

【ポ
ス

ター
・チ

ラシ
類

】

【T
V 

CM
】

【グ
ッズ

類
】

●
神

奈
川

県
（

三
⾓

柱
PO

P）

●
福

岡
県

●
滋

賀
県

●
北

海
道

各
都

道
府

県
ト
ラ
ッ
ク
協

会
令

和
６
年

度
ゴ
ミ
の

ポ
イ
捨

て
対

策
取

り
組

み
状

況

（
罪

悪
感

に
訴

え
る

狙
い

の
デ

ザ
イン

）
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効
果

と課
題

（
各

県
ト協

か
らの

お
も

な
意

⾒
）

《取
り組

み
に

よ
り得

られ
た

効
果

》
●

美
化

に
つ

な
が

った
・実

施
す

る
前

よ
りき

れ
い

に
な

った
／
実
施
直
後
は
き
れ
い
に
な
った

●
啓

発
効

果
・意

識
⾼

揚
は

あ
った

・「
⻩
⾦
の
ペ
ット
ボ
トル
」や
ゴ
ミの
不
法
投
棄
に
つ
い
て
、ド
ラ
イ
バ
ー
や
⼀
般
市
⺠
に
直
接
周
知
す
る
機
会
に
な
った

・配
布

物
に

よ
り⼀

定
程

度
の

啓
発

効
果

は
あ

った
・協

会
・地

区
で

そろ
い

の
ジ

ャン
パ

ー
で

実
施

し、
啓

発
に

は
つ

な
が

った
／

業
界

の
PR

に
は

つ
な

が
った

・ゴ
ミ清

掃
の

様
⼦

を
⼀

般
市

⺠
が

⾒
て

お
り、

ポ
イ捨

て
防

⽌
へ

の
会

員
事

業
者

・⼀
般

市
⺠

の
意

識
向

上
に

つ
な

が
った

●
今

後
の

活
動

次
第

・効
果

は
感

じら
れ

な
か

った
が

、今
回

の
活

動
で

今
後

は
ポ

イ捨
て

・⻩
⾦

の
ペ

ット
ボ

トル
が

減
る

の
で

は
な

い
か

・効
果

は
感

じら
れ

な
か

った
が

、今
後
の
継
続
的
な
活
動
を
す
る
こと
で
ポ
イ
捨
て
が
減
る
の
で
は
な
い
か

《課
題

》
・配
布
物
等
の
効
果
検
証
が
しづ
らい

／
実

際
に

使
⽤

して
い

る
か

わ
か

らな
い

／
効

果
が

確
認

で
き

な
い

・定
期

的
な

清
掃

活
動

を
して

い
る

が
、ゴ

ミが
減

って
い

な
い

／
今

後
も

継
続

的
に

実
施

す
る

必
要

が
あ

る
・研

修
会

に
参

加
す

る
マ
ナ
ー
を
守
る
⼈
た
ち
以
外
の
層
に
どの
よ
うに
訴
求
して
い
くか

・清
掃

活
動

開
催

の
た

め
の

調
整

が
⼤

変
・清

掃
な

どの
活

動
以

外
に

、監
視

カメ
ラの

設
置

な
どハ

ー
ドで

の
対

策
を

しな
い

とポ
イ捨

て
は

な
くな

らな
い

の
で

は
な

い
か

・集
ま

った
ゴ

ミの
処

理
が

⼤
変

・ゴ
ミを

捨
て

る
県
外
・広
域
の
ドラ
イ
バ
ー
へ
の
啓
発
が
困
難

各
都

道
府

県
ト
ラ
ッ
ク
協

会
令

和
６
年

度
ゴ
ミ
の

ポ
イ
捨

て
対

策
取

り
組

み
状

況
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（
参

考
）
「
ト
ラ
ッ
ク
運

送
業

界
の

環
境

ビ
ジ
ョ
ン
２
０
３
０
」
の

「
サ

ブ
目

標
３
」

「
行

動
月

間
」
の

設
定

「サ
ブ

⽬
標

３
」で

あ
る

全
ト協

と全
都

道
府

県
トラ

ック
協

会
共

通
の

「⽉
間

」を
設

定
し、

個
別

に
お

こな
って

い
る

単
発

の
⾏

事
を

⼀
連

の
企

画
とし

て
位

置
づ

け
、対

外
的

に
「ト

ラッ
ク業

界
全

体
で

取
り組

む
」姿

勢
を

明
確

に
⽰

す
。

→
令

和
６

年
度

の
取

り組
み

状
況

は
「参

考
資

料
２

－
２

」を
参

照

全
ト協

HP
 「

ゴ
ミの

ポ
イ捨

て
対

策
」の

サ
イト

参
考

︓
「ゴ

ミの
ポ

イ捨
て

対
策

」に
つ

い
て

は
、全

ト協
の

ホ
ー

ム
ぺ

ー
ジ

に
「ゴ

ミの
ポ

イ捨
て

対
策

」サ
イト

を
設

け
、ポ

ス
ター

類
、チ

ラシ
・カ

ー
ド類

を
活

⽤
した

啓
発

活
動

を
お

こな
って

い
る

全
ト協

HP
 「

トラ
ック

運
送

業
界

の
環

境
ビジ

ョン
20

30
︓

サ
ブ

⽬
標

３
」の

サ
イト

※
5⽉

を
「ト

ラッ
ク運

送
業

界
の

美
化

⽉
間

」と
して

、
ゴ

ミの
ポ

イ捨
て

に
対

す
る

取
り組

み
を

協
⼒

して
進

め
て

い
る
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番
号
県
名

N
o.

名
称

実
施
（
予
定
）
⽇
程

活
動
の
内
容

効
果

課
題

01
北

海
道

1
ラジ

オ
CM

の
実

施
５

⽉
〜

６
⽉

中
HB

Cラ
ジ

オ
の

ナ
イタ

ー
CM

に
て

、ポ
イ捨

て
禁

⽌
の

内
容

を
ラジ

オ
放

送
効

果
は

感
じら

れ
な

か
った

が
、視

聴
数

が
多

い
た

め
、今

後
ポ

イ捨
て

等
が

減
る

の
で

は
無

い
か

2
携

帯
型

簡
易

トイ
レの

配
布

７
⽉

13
⽇

〜
８

⽉
中

旬
札

幌
トラ

ック
ス

テ
ー

シ
ョン

へ
24

0個
、苫

⼩
牧

トラ
ック

ス
テ

ー
シ

ョン
へ

24
0個

配
置

し、
トラ

ック
ドラ

イバ
ー

へ
配

布
効

果
は

感
じら

れ
な

か
った

が
、配

布
が

終
了

した
こと

に
よ

り今
後

「⻩
⾦

の
ペ

ット
ボ

ト
ル

」が
減

る
の

で
は

な
い

か
実

際
に

使
⽤

して
い

る
の

か
不

明

3
「環

境
・美

化
⽉

間
」の

実
施

５
⽉

〜
６

⽉
中

北
海

道
トラ

ック
研

修
セ

ンタ
ー

の
⼊

り⼝
に

て
、独

⾃
の

ポ
ス

ター
を

作
成

し掲
⽰

、ま
た

５
⽉

号
の

会
報

へ
掲

載
、H

Pに
も

掲
載

効
果

は
感

じら
れ

な
か

った
が

、研
修

セ
ンタ

ー
で

講
習

を
受

け
る

ドラ
イバ

ー
が

必
ず

⽬
に

す
る

た
め

、今
後

も
継

続
し周

知
を

図
る

こと
で

、ポ
イ捨

て
等

が
減

る
の

で
は

な
い

か

4
の

ぼ
り・

横
断

幕
・

ジ
ャン

パ
ー

の
作

成
・配

布
７

⽉
〜

８
⽉

中
独

⾃
で

の
ぼ

り・
横

断
幕

・ジ
ャン

パ
ー

を
作

成
し、

「道
路

の
クリ

ー
ンア

ップ
運

動
」と

して
清

掃
活

動
等

を
す

る
際

に
使

⽤
す

る
⽬

的
とし

て
道

内
７

地
区

へ
配

布
各

地
区

で
⼀

⻫
に

活
動

（
同

じも
の

を
着

⽤
）

す
る

こと
で

、⼀
般

市
⺠

や
ドラ

イバ
ー

へ
周

知
に

繋
が

る

5
ス

テ
ッカ

ー
の

配
布

10
⽉

中
・1

2⽉
中

の
２

回
「ゴ

ミは
持

ち
帰

ろ
う︕

」ス
テ

ッカ
ー

を
会

員
事

業
者

16
4社

へ
配

布
（

１
ｼｰ

ﾄ1
0枚

×
16

4社
＝

1,
64

0枚
）

効
果

は
感

じら
れ

な
か

った
が

、今
後

も
活

動
を

継
続

す
る

こと
で

ポ
イ捨

て
等

が
減

る
の

で
は

無
い

か
実

際
に

⾞
内

に
張

って
い

る
の

か
不

明

6
「道

路
の

クリ
ー

ンア
ップ

運
動

」
（

北
⾒

地
区

）
９

⽉
１

⽇
「ト

ラッ
クの

⽇
」と

同
⽇

に
道

路
の

ゴ
ミ拾

い
を

実
施

7
「道

路
の

クリ
ー

ンア
ップ

運
動

」
（

函
館

地
区

）
９

⽉
27

⽇
・1

2⽉
６

⽇
・港

付
近

、道
路

の
ゴ

ミ拾
い

を
実

施
（

9/
27

）
・道

路
、駐

⾞
帯

の
ゴ

ミ拾
い

を
実

施
（

12
/6

）

8
「道

路
の

クリ
ー

ンア
ップ

運
動

」
（

札
幌

地
区

）
10

⽉
９

⽇
道

路
、駐

⾞
帯

付
近

の
ゴ

ミ拾
い

を
実

施

9
「道

路
の

クリ
ー

ンア
ップ

運
動

」
（

旭
川

地
区

）
10

⽉
９

⽇
道

路
、駐

⾞
帯

付
近

の
ゴ

ミ拾
い

を
実

施

10
「道

路
の

クリ
ー

ンア
ップ

運
動

」
（

釧
根

地
区

）
11

⽉
６

⽇
港

付
近

、道
路

の
ゴ

ミ拾
い

を
実

施

11
「街

頭
啓

発
・清

掃
活

動
」

（
旭

川
地

区
）

９
⽉

20
⽇

〜
９

⽉
30

⽇
街

頭
啓

発
後

、道
路

・駐
⾞

帯
付

近
の

清
掃

活
動

を
実

施

12
「街

頭
啓

発
・清

掃
活

動
」

（
室

蘭
地

区
）

９
⽉

25
⽇

街
頭

啓
発

後
、近

隣
駐

⾞
帯

で
の

清
掃

活
動

を
実

施

13
「不

法
投

棄
撲

滅
活

動
」

（
北

海
道

）
通

年
北

海
道

トラ
ック

研
修

セ
ンタ

ー
の

4F
フロ

ア
に

て
、協

定
に

基
づ

くポ
ス

ター
を

掲
⽰

し啓
発

効
果

は
感

じら
れ

な
か

った
が

、研
修

セ
ンタ

ー
で

講
習

を
受

け
る

ドラ
イバ

ー
が

必
ず

⽬
に

す
る

た
め

、今
後

も
継

続
し周

知
を

図
る

こと
で

、ポ
イ捨

て
等

が
減

る
の

で
は

な
い

か

02
⻘

森
１

清
掃

活
動

８
⽉

30
⽇

⼗
和

⽥
市

国
道

4号
線

に
て

清
掃

活
動

を
実

施
（

13
名

）
実

施
前

よ
りき

れ
い

に
な

った
想

定
よ

りゴ
ミの

量
が

多
か

った

2
清

掃
活

動
10

⽉
５

⽇
⻘

森
市

国
道

7号
環

状
道

路
に

て
清

掃
活

動
を

実
施

（
35

名
）

実
施

前
よ

りき
れ

い
に

な
った

ゴ
ミの

量
は

減
少

傾
向

に
は

な
い

よ
うだ

3
清

掃
活

動
10

⽉
９

⽇
五

所
川

原
市

五
所

川
原

⼯
業

団
地

に
て

清
掃

活
動

を
実

施
（

20
名

）
実

施
前

よ
りき

れ
い

に
な

った
細

か
い

ゴ
ミが

多
か

った
（

吸
い

殻
等

）

4
清

掃
活

動
10

⽉
10

⽇
む

つ
市

国
道

33
8号

線
に

て
清

掃
活

動
を

実
施

（
12

名
）

実
施

前
よ

りき
れ

い
に

な
った

昨
年

並
み

の
ゴ

ミの
量

で
あ

った

5
清

掃
活

動
10

⽉
18

⽇
弘

前
市

悪
⼾

河
川

敷
に

て
清

掃
活

動
を

実
施

（
31

名
）

実
施

前
よ

りき
れ

い
に

な
った

ゴ
ミの

種
類

が
多

く分
別

に
苦

労
す

る

03
岩

⼿
1

啓
発

チ
ラシ

の
周

知
並

び
に

⾞
内

貼
付

⽤
啓

発
ス

テ
ッカ

ー
の

配
布

５
⽉

１
⽇

・全
ト協

作
成

の
啓

発
チ

ラシ
（

広
報

トラ
ック

同
封

）
に

係
る

周
知

徹
底

・⾞
内

貼
付

⽤
啓

発
ス

テ
ッカ

ー
を追

加
発

注
（

A4
伴

50
0枚

）
し、

会
員

事
業

者
に

再
配

布

2
名

神
⾼

速
道

路
「養

⽼
SA

」の
共

同
清

掃
活

動
取

材
動

画
の

周
知

５
⽉

22
⽇

全
ト協

よ
り情

報
提

供
い

た
だ

い
た

岐
⾩

県
トラ

ック
協

会
と中

⽇
本

⾼
速

道
路

(株
)様

で
名

神
⾼

速
道

路
「養

⽼
SA

」共
同

清
掃

活
動

の
模

様
を

取
材

した
動

画
を

周
知

3
携

帯
型

簡
易

トイ
レの

配
布

７
⽉

全
ト協

か
ら配

布
（

2枚
⼊

り︓
48

0個
）

い
た

だ
い

た
も

の
に

加
え

、当
協

会
で

購
⼊

した
分

（
2枚

⼊
り︓

22
0個

）
を

合
わ

せ
て

、計
70

0個
を

会
員

事
業

者
に

配
布

数
社

よ
り「

も
う少

し在
庫

が
欲

しい
の

で
購

⼊
先

を
教

え
て

欲
しい

」等
の

前
向

き
な

問
い

合
わ

せ
を

頂
い

た

「使
⽤

後
の

携
帯

型
簡

易
トイ

レ
は

どの
よ

うに
処

分
す

れ
ば

良
い

か
」「

この
容

量
（

50
0c

c）
で

本
当

に
⾜

りる
の

か
」等

と問
い

合
わ

せ
が

あ
り、

配
布

前
に

あ
る

程
度

の
情

報
収

集
を

して
お

くべ
き

だ
った

と反
省

した

04
宮

城
1

⾞
内

使
⽤

⽤
ポ

リ袋
の

配
布

２
⽉

全
会

員
事

業
者

に
１

箱
５

枚
×

10
箱

配
布

予
定

2
啓

発
チ

ラシ
の

配
布

随
時

本
部

・⽀
部

窓
⼝

に
設

置
全

て
無

くな
った

た
め

⼀
定

の
啓

発
効

果
は

あ
った

と考
え

る

ゴ
ミの

ポ
イ捨

て
対

策
　各

都
道

府
県

トラ
ック

協
会

の
取

り組
み

状
況

（
R0

6.
04

〜
R0

7.
03

）

⼀
般

市
⺠

や
ドラ

イバ
ー

が
ゴ

ミ拾
い

の
様

⼦
を

⾒
て

い
る

た
め

、⼀
⼈

ひ
とり

の
ポ

イ捨
て

防
⽌

へ
の

意
識

向
上

に
繋

が
って

い
る

、ま
た

ポ
イ捨

て
の

⾏
為

⾃
体

が
減

って
い

る
の

で
は

な
い

か
実

施
⽇

の
⽇

程
調

整
や

⼈
数

確
保

参
考

資
料

２
－

１

67



番
号
県
名

N
o.

名
称

実
施
（
予
定
）
⽇
程

活
動
の
内
容

効
果

課
題

3
ドラ

イバ
ー

研
修

会
の

開
催

９
⽉

・1
2⽉

事
故

防
⽌

に
関

す
る

研
修

会
で

、講
義

内
容

に
ポ

イ捨
て

防
⽌

を
呼

び
掛

け
る

内
容

を
盛

り込
ん

だ
効

果
とし

て
は

不
明

だ
が

、ド
ライ

バ
ー

に
直

接
訴

え
られ

る
機

会
とは

な
って

い
る

研
修

会
等

に
出

席
す

る
⽅

は
基

本
的

に
ル

ー
ル

や
マ

ナ
ー

を
守

る
⼈

た
ち

で
あ

り、
そう

で
な

い
ドラ

イ
バ

ー
に

如
何

に
訴

求
して

い
くか

4
清

掃
活

動
毎

週
⽉

曜
⽇

職
員

で
協

会
付

近
の

ゴ
ミ拾

い
な

ど清
掃

活
動

を
⾏

って
い

る
ゴ

ミは
少

しず
つ

減
って

き
て

い
る

5
清

掃
活

動
10

⽉
付

近
トラ

ック
の

⽇
の

活
動

の
⼀

環
で

、県
内

８
⽀

部
に

お
い

て
幹

線
道

路
の

清
掃

活
動

を
⾏

って
い

る
協

会
ジ

ャン
パ

ー
を

着
⽤

して
実

施
して

い
る

た
め

、啓
発

に
は

繋
が

って
い

る
と考

え
る

有
料

⾃
動

⾞
道

路
の

ラン
プ

に
か

な
りの

ゴ
ミが

捨
て

られ
て

い
る

の
で

、道
路

管
理

者
と協

議
して

実
施

して
い

け
る

よ
うに

して
い

き
た

い

05
秋

⽥
1

携
帯

型
簡

易
トイ

レの
配

布
携

帯
型

簡
易

トイ
レ

の
配

布
会

員
事

業
者

の
意

識
⾼

揚
に

つ
な

が
った

2
啓

発
チ

ラシ
の

配
布

啓
発

チ
ラシ

の
配

布

3
対

策
アン

ケ
ー

ト実
施

対
策

ア
ンケ

ー
ト実

施
会

員
事

業
者

の
実

態
把

握
に

つ
な

が
った

4
クリ

ー
ンア

ップ
活

動
（

⼤
仙

⽀
部

）
５

⽉
８

⽇
クリ

ー
ンア

ップ
活

動
（

⼤
仙

⽀
部

）
24

名
が

参
加

し、
環

境
美

化
に

貢
献

5
クリ

ー
ンア

ップ
活

動
（

秋
⽥

⽀
部

）
５

⽉
30

⽇
クリ

ー
ンア

ップ
活

動
（

秋
⽥

⽀
部

）
55

名
が

参
加

し、
環

境
美

化
に

貢
献

6
クリ

ー
ンア

ップ
活

動
（

本
荘

由
利

⽀
部

）
９

⽉
18

⽇
クリ

ー
ンア

ップ
活

動
（

本
荘

由
利

⽀
部

）
10

名
が

参
加

し、
環

境
美

化
に

貢
献

7
クリ

ー
ンア

ップ
活

動
（

雄
平

⽀
部

）
９

⽉
24

⽇
クリ

ー
ンア

ップ
活

動
（

雄
平

⽀
部

）
15

名
が

参
加

し、
環

境
美

化
に

貢
献

8
クリ

ー
ンア

ップ
活

動
（

⼤
館

北
秋

⽥
⽀

部
）

10
⽉

18
⽇

クリ
ー

ンア
ップ

活
動

（
⼤

館
北

秋
⽥

⽀
部

）
28

名
が

参
加

し、
環

境
美

化
に

貢
献

9
クリ

ー
ンア

ップ
活

動
（

能
代

⼭
本

⽀
部

）
10

⽉
17

⽇
クリ

ー
ンア

ップ
活

動
（

能
代

⼭
本

⽀
部

）
地

元
景

観
保

全
へ

の
貢

献

10
クリ

ー
ンア

ップ
活

動
（

⼤
仙

⽀
部

）
10

⽉
24

⽇
クリ

ー
ンア

ップ
活

動
（

⼤
仙

⽀
部

）
14

名
が

参
加

し、
環

境
美

化
に

貢
献

11
クリ

ー
ンア

ップ
活

動
（

⿅
⾓

⽀
部

）
11

⽉
５

⽇
クリ

ー
ンア

ップ
活

動
（

⿅
⾓

⽀
部

）
15

名
が

参
加

し、
環

境
美

化
に

貢
献

06
⼭

形
1

ラジ
オ

Ｃ
Ｍ

の
実

施
10

⽉
１

⽇
〜

31
⽇

ゴ
ミの

ポ
イ捨

て
防

⽌
対

策
とし

て
啓

発
ラジ

オ
CM

を
実

施

2
啓

発
⽤

ポ
ス

ター
の

配
布

10
⽉

、1
1⽉

⻘
年

部
会

で
ゴ

ミの
ポ

イ捨
て

防
⽌

啓
発

ポ
ス

ター
を

制
作

（
会

員
事

業
者

、県
内

道
の

駅
、県

内
SA

・P
Aへ

配
布

）

3
クリ

ー
ン作

戦
6⽉

、9
⽉

、1
1⽉

県
内

外
の

主
要

幹
線

道
路

に
て

ゴ
ミ拾

い
を

実
施

（
⻘

年
部

会
）

実
施

直
後

は
き

れ
い

に
な

った

07
福

島
1

携
帯

型
簡

易
トイ

レの
配

布
６

⽉
７

⽇
、６

⽉
21

⽇
、

９
⽉

12
⽇

総
会

、⻘
年

部
会

総
会

、事
故

防
⽌

講
習

会
参

加
者

に
携

帯
型

簡
易

トイ
レ

を
配

布
（

計
50

0個
）

2
清

掃
活

動
８

⽉
21

⽇
、９

⽉
15

⽇
プ

ロス
ポ

ー
ツの

ブ
ー

ス
出

展
の

際
に

周
辺

の
清

掃
活

動
を

実
施

実
施

直
後

は
き

れ
い

に
な

った

3
清

掃
活

動
９

⽉
27

⽇
⼭

形
県

トラ
ック

協
会

⻘
年

部
会

、福
島

県
トラ

ック
協

会
⻘

年
部

会
合

同
で

「ク
リー

ン
作

戦
」を

実
施

実
施

直
後

は
き

れ
い

に
な

った

4
ポ

ス
ター

（
カレ

ンダ
ー

）
の

配
布

１
⽉

１
⽇

〜
ゴ

ミの
ポ

イ捨
て

防
⽌

を
呼

び
掛

け
る

内
容

を
含

め
た

環
境

ポ
ス

ター
（

カレ
ンダ

ー
）

を
全

会
員

事
業

者
に

配
布

08
茨

城
1

携
帯

型
簡

易
トイ

レの
配

布
９

⽉
全

会
員

事
業

者
に

携
帯

型
簡

易
トイ

レ
を

配
布

（
約

25
,0

00
個

）

2
「ゴ

ミは
持

ち
帰

ろ
う」

ス
テ

ッカ
ー

の
配

布
９

⽉
全

会
員

事
業

者
に

「ゴ
ミは

持
ち

帰
ろ

う」
ス

テ
ッカ

ー
を

配
布

（
約

4,
00

0シ
ー

ト）

09
栃

⽊
1

道
路

環
境

美
化

運
動

令
和

６
年

11
⽉

17
⽇

道
路

の
清

掃
活

動
(ゴ

ミ拾
い

)

2
啓

発
ポ

ス
ター

の
配

布
令

和
７

年
１

⽉
29

⽇
〜

２
⽉

上
旬

（
予

定
）

全
会

員
事

業
者

に
ゴ

ミの
ポ

イ捨
て

防
⽌

の
ポ

ス
ター

を
配

布
 (

計
約

3,
60

0枚
)

3
携

帯
型

簡
易

トイ
レの

配
布

令
和

６
年

11
⽉

〜
令

和
７

年
１

⽉
トラ

ック
協

会
来

館
者

に
携

帯
型

簡
易

トイ
レ

を
配

布
（

計
約

48
0個

）

10
群

⾺
1

携
帯

型
簡

易
トイ

レの
配

布
10

⽉
20

⽇
「ト

ラッ
クの

森
づ

くり
事

業
」に

て
参

加
事

業
者

に
携

帯
型

簡
易

トイ
レ

を
配

布

68



番
号
県
名

N
o.

名
称

実
施
（
予
定
）
⽇
程

活
動
の
内
容

効
果

課
題

2
バ

イオ
マス

プラ
ス

チ
ック

配
合

ポ
リ袋

配
布

10
⽉

全
会

員
事

業
者

に
バ

イオ
マ

ス
プ

ラス
チ

ック
配

合
ポ

リ袋
を

配
布

（
１

会
員

あ
た

り4
0

枚
）

11
埼

⽟
1

携
帯

簡
易

トイ
レ配

布
８

⽉
全

会
員

及
び

希
望

会
員

へ
の

追
加

配
布

（
2,

43
9社

、1
5,

02
4個

）
購

⼊
先

の
照

会
や

独
⾃

購
⼊

の
連

絡
が

10
数

件
あ

った
携

帯
簡

易
トイ

レ
所

持
の

き
っか

け
づ

くり
とし

て
普

及
啓

発
で

実
施

した
が

、継
続

的
、拡

⼤
の

動
き

が
み

られ
な

い

2
「ポ

イ捨
て

禁
⽌

」
⾞

内
ス

テ
ッカ

ー
配

布
８

⽉
全

会
員

及
び

希
望

会
員

へ
の

追
加

配
布

（
2,

43
9社

、5
,0

87
シ

ー
ト（

50
,8

70
台

分
）

）

3
環

境
講

演
会

「ト
ラッ

クに
まつ

わ
る

環
境

問
題

」開
催

１
⽉

29
⽇

・講
師

　橋
本

愛
喜

　フ
リー

ライ
ター

・ゴ
ミの

ポ
イ捨

て
や

尿
⼊

りペ
ット

ボ
トル

問
題

を
含

め
た

講
演

内
容

Zo
om

併
⽤

開
催

／
会

場
参

加
者

が
少

な
い

12
千

葉
1

携
帯

型
簡

易
トイ

レの
配

布
１

⽉
〜

３
⽉

希
望

会
員

事
業

者
に

携
帯

型
簡

易
トイ

レ
を

配
布

（
計

48
0個

）
予

想
効

果
・「

⻩
⾦

の
ペ

ット
ボ

トル
」減

少
・⻑

距
離

運
転

、災
害

緊
急

時
使

⽤
に

て
効

果
⼤

2
看

板
の

設
置

幕
張

PA
︓

R7
/３

⽉
〜

９
⽉

市
原

SA
︓

R7
/１

⽉
〜

７
⽉

⾼
速

道
路

SA
、P

Aへ
「ゴ

ミの
ポ

イ捨
て

防
⽌

を
啓

発
す

る
看

板
（

(全
ト協

)提
供

ポ
ス

ター
）

」を
掲

⽰

予
想

効
果

・⾼
速

道
路

(S
A)

(P
A)

を
利

⽤
す

る
ドラ

イバ
ー

は
勿

論
の

事
、広

く⼀
般

の
⽅

も
含

め
、ゴ

ミ捨
て

防
⽌

に
対

す
る

意
識

の
醸

成
で

き
る

対
象

が
ピン

ポ
イン

トで
は

な
く、

広
くラ

ンダ
ム

とな
る

13
東

京
1

啓
発

チ
ラシ

、携
帯

型
簡

易
トイ

レの
配

布
９

⽉
15

⽇
・「

トラ
ック

フェ
ス

タT
O

KY
O

20
24

」に
て

啓
発

チ
ラシ

、携
帯

型
簡

易
トイ

レ
を

配
布

14
神

奈
川

1
清

掃
活

動
10

⽉
10

⽇
（

１
箇

所
）

11
⽉

９
⽇

（
２

箇
所

）
11

⽉
16

⽇
（

１
箇

所
）

・東
扇

島
地

区
・相

模
原

市
市

役
所

通
り（

さく
ら通

り）
・⼤

和
駅

周
辺

・内
陸

⼯
業

団
地

内
（

厚
⽊

市
・愛

川
町

）
に

て
清

掃
活

動
を

実
施

2
携

帯
型

簡
易

トイ
レの

配
布

６
⽉

初
旬

〜
各

種
研

修
会

で
配

布
　な

ど

3
三

⾓
柱

PO
Pの

配
布

10
⽉

〜
全

会
員

事
業

者
に

配
布

（
計

3,
00

0個
）

な
ど

4
啓

発
⽤

垂
れ

幕
配

布
３

⽉
（

予
定

）
全

会
員

事
業

者
に

配
布

（
計

2,
50

0個
）

な
ど

5
啓

発
チ

ラシ
の

配
布

通
年

各
種

研
修

会
で

配
布

　な
ど

16
新

潟
1

ゴ
ミの

ポ
イ捨

て
防

⽌
対

策
４

⽉
〜

１
⽉

令
和

６
年

度
中

開
催

の
「交

通
事

故
防

⽌
研

修
会

」に
お

い
て

、啓
発

チ
ラシ

と携
帯

ト
イレ

を
配

布
（

管
理

者
・運

転
者

対
象

）
各

職
場

で
の

情
報

共
有

を
依

頼
す

る
こと

が
で

き
た

ゴ
ミの

ポ
イ捨

て
の

減
少

が
な

か
な

か
⾒

られ
な

い
た

め
、継

続
して

実
施

して
い

く必
要

が
あ

る

2
清

掃
活

動
（

各
⽀

部
）

４
⽉

〜
11

⽉
国

道
な

らび
に

⾼
速

道
IC

付
近

に
て

清
掃

活
動

を
実

施
業

界
とし

て
PR

に
な

った
ゴ

ミの
ポ

イ捨
て

の
減

少
が

な
か

な
か

⾒
られ

な
い

た
め

、継
続

して
実

施
して

い
く必

要
が

あ
る

17
⻑

野
1

ゴ
ミポ

イ捨
て

禁
⽌

看
板

の
作

成
令

和
６

年
度

内
実

施
予

定
ゴ

ミポ
イ捨

て
禁

⽌
看

板
の

設
置

18
富

⼭
1

啓
発

チ
ラシ

の
配

布
５

⽉
１

⽇
全

会
員

に
郵

送
効

果
の

確
認

が
で

き
な

い

2
啓

発
グ

ッズ
の

配
布

５
⽉

１
⽇

全
会

員
に

郵
送

効
果

の
確

認
が

で
き

な
い

19
⽯

川
1

広
報

誌
に

よる
周

知
５

⽉
広

報
誌

の
裏

表
紙

に
「ゴ

ミは
持

ち
帰

ろ
う︕

」キ
ャン

ペ
ー

ンの
ポ

ス
ター

を
掲

載

2
ゴ

ミ持
ち

帰
ろ

うキ
ャン

ペ
ー

ン
５

⽉
27

⽇
⾦

沢
TS

に
て

トラ
ック

ドラ
イバ

ー
に

啓
発

チ
ラシ

及
び

携
帯

型
簡

易
トイ

レ
等

を
配

布

3
携

帯
型

簡
易

トイ
レの

配
布

６
⽉

１
⽇

〜
７

⽉
末

トラ
ック

協
会

総
会

及
び

トラ
ック

会
館

受
付

窓
⼝

に
て

携
帯

型
簡

易
トイ

レ
を

配
布

20
福

井
1

携
帯

⽤
トイ

レの
配

布
10

⽉
７

⽇
会

員
47

6社
に

携
帯

⽤
トイ

レ
を

配
布

（
48

00
個

）
ポ

イ捨
て

注
意

を
デ

ザ
イン

した
台

紙
を

⼊
れ

、使
⽤

者
に

注
意

喚
起

21
岐

⾩
1

ポ
イ捨

て
防

⽌
の

周
知

４
⽉

８
⽇

県
ト協

メー
ル

マ
ガ

ジ
ンに

て
、会

員
事

業
者

あ
て

に
従

業
員

の
指

導
と協

⼒
を

お
願

い

2
清

掃
活

動
、啓

発
活

動
５

⽉
８

⽇
名

神
⾼

速
道

路
上

下
線

「養
⽼

SA
」に

お
い

て
、 

NE
XC

O
中

⽇
本

⽻
島

保
全

・サ
ー

ビス
セ

ンタ
ー

との
合

同
で

清
掃

活
動

お
よ

び
不

法
投

棄
防

⽌
の

啓
発

活
動

を
実

施
実

施
直

後
は

き
れ

い
に

な
った

・ゴ
ミの

量
が

多
く処

理
等

が
⼤

変
（

中
に

は
⻩

⾦
の

ペ
ット

ボ
トル

等
が

含
ま

れ
て

い
る

状
態

）
・約

半
年

後
の

啓
発

活
動

時
に

は
、効

果
が

持
続

して
い

な
い

旨
の

報
告

を
受

け
て

い
る

3
清

掃
活

動
10

⽉
１

⽇
〜

14
⽇

県
ト協

濃
⾶

⽀
部

に
所

属
され

る
会

員
事

業
所

、⾞
庫

付
近

の
道

路
に

て
清

掃
活

動
を

実
施

実
施

直
後

は
き

れ
い

に
な

った

22
静

岡
1

清
掃

活
動

10
⽉

９
⽇

、1
0⽇

、2
2⽇

、
24

⽇
、1

1⽉
８

⽇
国

道
、バ

イパ
ス

、東
名

⾼
速

IC
付

近
等

の
清

掃
活

動
を

実
施

69



番
号
県
名

N
o.

名
称

実
施
（
予
定
）
⽇
程

活
動
の
内
容

効
果

課
題

2
携

帯
型

簡
易

トイ
レの

配
布

２
⽉

（
予

定
）

携
帯

型
簡

易
トイ

レ
を

配
布

（
計

6,
00

0個
）

23
愛

知
1

ゴ
ミの

不
法

投
棄

に
関

す
る

実
態

説
明

５
⽉

14
⽇

Gマ
ー

ク説
明

会
に

て
NE

XC
O

中
⽇

本
担

当
者

よ
り説

明

2
〃

５
⽉

７
⽇

理
事

会
に

お
い

て
NE

XC
O

中
⽇

本
担

当
者

よ
り説

明

3
清

掃
活

動
７

⽉
８

⽇
NE

XC
O

中
⽇

本
との

共
同

清
掃

活
動

実
施

後
は

き
れ

い
に

な
った

関
係

者
との

調
整

が
⼤

変
（

NE
XC

O
、会

員
、

⾏
政

な
ど）

4
啓

発
チ

ラシ
の

配
布

９
⽉

〜
研

修
セ

ンタ
ー

実
施

の
研

修
に

参
加

す
る

受
講

⽣
に

周
知

5
清

掃
活

動
11

⽉
22

⽇
海

コン
部

会
と名

古
屋

港
管

理
組

合
と合

同
で

清
掃

活
動

を
実

施
実

施
後

は
き

れ
い

に
な

った

6
清

掃
活

動
12

⽉
４

⽇
中

部
タン

クト
ラッ

ク部
会

と潮
⾒

町
発

展
協

議
会

と合
同

で
清

掃
活

動
を

実
施

実
施

後
は

き
れ

い
に

な
った

25
滋

賀
1

携
帯

型
簡

易
トイ

レの
配

布
９

⽉
21

⽇
、９

⽉
25

⽇
、９

⽉
26

⽇
、９

⽉
30

⽇
、1

1⽉
６

⽇
⾼

速
道

路
SA

で
の

交
通

安
全

啓
発

活
動

時
に

トラ
ック

ドラ
イバ

ー
の

み
を

対
象

に
、携

帯
型

簡
易

トイ
レ

と使
⽤

⽅
法

等
が

記
載

され
た

啓
発

チ
ラシ

を
配

布

2
彦

根
トラ

ック
ス

テ
ー

シ
ョン

清
掃

１
⽉

21
⽇

・1
1⽉

２
⽇

に
滋

賀
県

全
体

で
「お

うみ
路

クリ
ー

ンア
ップ

活
動

」を
実

施
予

定
で

あ
っ

た
が

、⾬
天

中
⽌

とな
った

為
、代

替
事

業
とし

て
実

施
・彦

根
TS

に
て

ゴ
ミ拾

い
と携

帯
型

簡
易

トイ
レ

と使
⽤

⽅
法

等
が

記
載

され
た

啓
発

チ
ラシ

配
布

を
実

施

き
れ

い
に

な
った

⼈
⽬

の
つ

か
な

い
⽊

の
繁

み
等

に
ゴ

ミが
捨

て
られ

て
い

た
為

、⽊
を

刈
り取

った
り、

防
犯

カメ
ラを

設
置

した
りし

な
け

れ
ば

根
本

的
に

ポ
イ捨

て
は

な
くな

ら
な

い
の

で
は

な
い

か

26
京

都
1

携
帯

型
簡

易
トイ

レの
配

布
５

⽉
全

会
員

事
業

者
に

メッ
セ

ー
ジ

付
き

携
帯

型
簡

易
トイ

レ
を

配
布

（
１

社
５

個
︓

計
5,

50
0個

）

27
⼤

阪
1

清
掃

活
動

10
⽉

18
⽇

中
央

環
状

線
周

辺
を

清
掃

活
動

実
施

直
後

は
き

れ
い

に
な

った

2
清

掃
活

動
11

⽉
19

⽇
北

⼤
阪

ター
ミナ

ル
周

辺
を

清
掃

活
動

実
施

直
後

は
き

れ
い

に
な

った

3
清

掃
活

動
11

⽉
20

⽇
R6

 東
⼤

阪
FQ

P協
議

会
に

よ
る

マ
ナ

ー
ア

ップ
キ

ャン
ペ

ー
ン

実
施

直
後

は
き

れ
い

に
な

った

4
清

掃
活

動
12

⽉
６

⽇
⼤

阪
府

⽴
⽔

都
国

際
中

学
校

・⾼
等

学
校

と共
同

で
看

板
の

設
置

・清
掃

活
動

実
施

直
後

は
き

れ
い

に
な

った

28
兵

庫
1

美
化

活
動

６
⽉

海
上

コン
テ

ナ
部

会
に

お
い

て
、不

法
投

棄
が

問
題

とな
って

い
る

神
⼾

ポ
ー

トア
イラ

ンド
コン

テ
ナ

専
⽤

道
路

の
清

掃
を

実
施

実
施

直
後

は
き

れ
い

に
な

った
集

ま
った

ゴ
ミの

仕
分

け
・処

理
が

か
な

り⼤
変

２
美

化
活

動
７

⽉

⻩
⾦

ペ
ット

ボ
トル

・ポ
イ捨

て
が

問
題

とな
って

い
る

尼
崎

市
 崇

徳
院

線
(県

道
19

2
号

) 
計

1.
4k

m
間

の
歩

道
と植

樹
帯

の
清

掃
を

実
施

※
全

ト協
 緊

急
ミニ

トイ
レ

を
清

掃
参

加
者

な
ど会

員
事

業
者

へ
配

付
。ま

た
⼀

部
を

駐
停

⾞
中

の
ドラ

イバ
ー

へ
配

布

実
施

直
後

は
き

れ
い

に
な

った
・炎

天
下

で
の

作
業

とな
り、

参
加

者
が

体
調

不
良

に
な

らな
い

よ
うか

な
り気

を
遣

った
・今

後
実

施
時

期
の

調
整

が
必

要

29
奈

良
１

啓
発

活
動

６
⽉

１
⽇

ゴ
ミは

持
ち

帰
ろ

う︕
ス

テ
ッカ

ー
を

全
会

員
に

配
布

し、
各

⾞
両

の
運

転
席

等
に

ス
テ

ッ
カー

貼
りド

ライ
バ

ー
に

注
意

喚
起

を
実

施

２
環

境
ビジ

ョン
２

０
３

０
啓

発
事

業
２

⽉
１

⽇
環

境
ビジ

ョン
２

０
３

０
・Ｓ

ｔ
ｏ

ｐ
︕

不
法

投
棄

・ゴ
ミは

持
ち

帰
ろ

う︕
オ

リジ
ナ

ル
ミニ

の
ぼ

りを
全

会
員

に
配

布
し、

各
営

業
所

の
点

呼
場

所
に

設
置

しド
ライ

バ
ー

等
に

注
意

喚
起

を
実

施

30
和

歌
⼭

1
携

帯
型

簡
易

トイ
レの

配
布

９
⽉

24
⽇

、1
2⽉

３
⽇

紀
の

川
SA

、道
の

駅
す

さみ
に

て
携

帯
型

簡
易

トイ
レ

を
配

布
（

計
48

0個
）

所
謂

「⻩
⾦

の
ペ

ット
ボ

トル
」の

ポ
イ捨

て
が

減
った

ゴ
ミを

持
ち

帰
って

い
る

か
ま

で
は

わ
か

らな
い

2
ラジ

オ
CM

の
実

施
２

⽉
予

定
ご

み
ポ

イ捨
て

禁
⽌

の
啓

発
ラジ

オ
CM

を
実

施
予

定
ポ

イ捨
て

の
減

少
どれ

だ
け

の
⼈

が
聴

い
て

い
る

か
わ

か
らな

い

31
⿃

取
1

クリ
ー

ン作
戦

２
０

２
４

トラ
ック

の
⽇

に
合

わ
せ

て
、各

会
員

事
業

所
周

辺
の

道
路

清
掃

実
施

直
後

は
き

れ
い

に
な

った
参

加
会

員
事

業
者

が
少

な
い

2
「ト

ラッ
クの

森
」保

全
活

動
10

⽉
26

⽇
トラ

ック
の

森
に

お
い

て
、下

草
刈

りな
どの

森
林

保
全

作
業

を
実

施
実

施
直

後
は

き
れ

い
に

な
った

3
会

報
誌

へ
啓

発
チ

ラシ
の

掲
載

５
⽉

号
広

報
誌

「ト
ラッ

ク⿃
取

」に
て

、ゴ
ミは

持
ち

帰
ろ

う︕
キ

ャン
ペ

ー
ンの

チ
ラシ

を
掲

載

4
ス

テ
ッカ

ー
の

配
布

５
⽉

号
会

員
事

業
者

へ
ゴ

ミは
持

ち
帰

ろ
う︕

ス
テ

ッカ
ー

を
配

布

5
携

帯
型

簡
易

トイ
レの

配
布

７
⽉

全
会

員
事

業
者

に
携

帯
型

簡
易

トイ
レ

を
配

布
（

計
50

0個
）

な
ど

所
謂

「⻩
⾦

の
ペ

ット
ボ

トル
」の

ポ
イ捨

て
が

減
った

33
岡

⼭
１

清
掃

活
動

20
24

.4
.9

〜
4.

11
20

24
.9

.2
4〜

9.
26

県
道

（
⾼

梁
･新

⾒
･倉

敷
市

内
）

の
道

路
沿

い
を

清
掃

（
毎

年
春

、秋
の

交
通

安
全

運
動

期
間

を
⽬

途
に

実
施

）
実

施
直

後
は

き
れ

い
に

な
った

・道
路

管
理

者
及

び
、活

動
場

所
の

市
町

村
の

連
携

等
が

皆
無

の
た

め
、調

整
が

難
しい

・効
果

が
継

続
しな

い
箇

所
（

⾼
梁

）
が

あ
る

70



番
号
県
名

N
o.

名
称

実
施
（
予
定
）
⽇
程

活
動
の
内
容

効
果

課
題

2
清

掃
活

動
20

24
.4

.2
0

20
24

.1
0.

12
国

道
18

1号
の

道
路

沿
い

を
清

掃
（

約
半

年
間

隔
で

実
施

）
実

施
直

後
は

き
れ

い
に

な
った

・道
路

管
理

者
及

び
、活

動
場

所
の

市
町

村
の

連
携

等
が

皆
無

の
た

め
、調

整
が

難
しい

・効
果

が
継

続
しな

い

3
清

掃
活

動
20

24
.5

.1
7

20
24

.1
1.

19
県

道
（

津
⼭

柵
原

線
、⻄

⼀
宮

北
上

線
）

の
道

路
沿

い
を

清
掃

（
約

半
年

間
隔

で
実

施
）

実
施

直
後

は
き

れ
い

に
な

った
・道

路
管

理
者

及
び

、活
動

場
所

の
市

町
村

の
連

携
等

が
皆

無
の

た
め

、調
整

が
難

しい
・効

果
が

継
続

しな
い

4
清

掃
活

動
20

25
.1

.2
4

・国
道

２
号

福
待

･政
津

待
避

所
（

岡
⼭

市
）

、国
道

２
号

⾜
⾼

パ
ー

キ
ング

（
倉

敷
市

）
を

清
掃

予
定

・平
成

25
年

度
よ

り毎
年

実
施

例
年

、実
施

後
は

き
れ

い
に

な
る

・道
路

管
理

者
等

の
調

整
が

難
しい

・幹
線

道
路

で
あ

る
こと

か
ら、

交
通

事
故

等
の

危
険

性
が

⾼
い

5
啓

発
活

動
20

25
.3

全
会

員
へ

ポ
イ捨

て
禁

⽌
チ

ラシ
、啓

発
グ

ッズ
（

ボ
ー

ル
ペ

ン）
を

送
付

ポ
イ捨

て
抑

制
を

図
る

狙
い

県
内

外
の

ドラ
イバ

ー
に

啓
発

が
困

難

34
広

島
1

携
帯

型
簡

易
トイ

レの
配

付
８

⽉
20

⽇
適

正
化

事
業

委
員

会
に

お
い

て
、会

員
事

業
者

に
携

帯
型

簡
易

トイ
レ

を
配

付
（

計
12

個
）

「⻩
⾦

の
ペ

ット
ボ

トル
」や

「ゴ
ミの

不
法

投
棄

」問
題

に
対

して
、情

報
を

周
知

す
る

機
会

に
な

った

2
同

上
９

⽉
９

⽇
ダン

プ
専

⾨
部

会
に

お
い

て
、会

員
事

業
者

に
携

帯
型

簡
易

トイ
レ

を
配

付
（

計
18

個
）

同
上

3
同

上
９

⽉
10

⽇
同

上

4
同

上
10

⽉
２

⽇
特

別
積

合
せ

事
業

専
⾨

部
会

に
お

い
て

、会
員

事
業

者
に

携
帯

型
簡

易
トイ

レ
を

配
付

（
計

10
個

）
同

上

5
同

上
11

⽉
７

⽇
広

島
運

輸
⽀

局
・過

積
載

運
⾏

防
⽌

街
頭

キ
ャン

ペ
ー

ンに
お

い
て

、会
員

事
業

者
に

携
帯

型
簡

易
トイ

レ
を

配
付

（
計

38
4個

）
同

上

6
同

上
11

⽉
11

⽇
、1

1⽉
12

⽇
トラ

ック
ベ

イパ
トロ

ー
ル

清
掃

(広
島

市
、福

⼭
市

)に
お

い
て

、会
員

事
業

者
に

携
帯

型
簡

易
トイ

レ
を

配
付

（
計

30
個

）
同

上

35
⼭

⼝
１

携
帯

型
簡

易
トイ

レの
配

布
９

⽉
〜

10
⽉

８
⽀

部
を

通
じて

全
会

員
事

業
者

に
携

帯
⽤

簡
易

トイ
レ

を
配

付
（

計
2,

30
0個

）
不

明

37
⾹

川
1

啓
発

ポ
ス

ター
作

成
及

び
配

布
令

和
６

年
12

⽉
「⻩

⾦
の

ペ
ット

ボ
トル

投
棄

禁
⽌

」を
テ

ー
マ

に
作

成
し、

全
会

員
事

業
者

に
配

布
した

社
内

教
育

資
材

とし
て

利
⽤

され
、周

知
拡

⼤
が

狙
え

た
費

⽤
対

効
果

の
検

証
が

しづ
らい

2
携

帯
型

簡
易

トイ
レの

配
布

令
和

６
年

12
⽉

全
会

員
事

業
者

に
携

帯
型

簡
易

トイ
レ

を
配

布
（

約
1,

20
0個

）
な

ど
社

内
教

育
資

材
とし

て
利

⽤
され

、周
知

拡
⼤

が
狙

え
た

費
⽤

対
効

果
の

検
証

が
しづ

らい

3
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
等

を利
⽤

した
周

知
令

和
６

年
４

⽉
〜

ゴ
ミの

ポ
イ捨

て
禁

⽌
に

つ
い

て
の

バ
ナ

ー
を

貼
り、

周
知

して
い

る
取

組
み

を
⼀

般
に

も
知

って
も

らえ
る

機
会

とな
った

効
果

検
証

が
しづ

らい

38
愛

媛
1

清
掃

活
動

12
⽉

３
⽇

来
島

海
峡

SA
及

び
⽯

鎚
⼭

SA
に

て
清

掃
活

動
を

実
施

実
施

直
後

は
き

れ
い

に
な

った

2
携

帯
型

簡
易

トイ
レ、

携
帯

ゴ
ミ袋

の
配

布
12

⽉
３

⽇
来

島
海

峡
SA

及
び

⽯
鎚

⼭
SA

に
て

ドラ
イバ

ー
へ

配
布

3
携

帯
型

簡
易

トイ
レの

配
布

１
⽉

17
⽇

事
故

防
⽌

決
起

⼤
会

に
て

参
加

事
業

者
へ

配
布

39
⾼

知
1

「ゴ
ミは

持
ち

帰
ろ

う︕
」

キ
ャン

ペ
ー

ン
５

⽉
広

報
誌

で
周

知
⼀

定
の

効
果

が
感

じら
れ

た

2
「ゴ

ミは
持

ち
帰

ろ
う︕

」
キ

ャン
ペ

ー
ン

通
期

ゴ
ミの

ポ
イ捨

て
等

に
つ

い
て

点
呼

時
に

周
知

徹
底

す
る

よ
うに

適
正

化
巡

回
等

で
指

導
⼀

定
の

効
果

が
感

じら
れ

た

3
⾞

内
ゴ

ミ持
ち

帰
り⽤

ゴ
ミ袋

等
の

配
布

９
⽉

ゴ
ミ袋

は
会

員
事

業
所

全
⾞

両
分

（
7,

04
0個

×
40

枚
）

、携
帯

型
簡

易
トイ

レ
は

会
員

各
社

分
（

41
2個

）
を

配
布

し、
ゴ

ミの
不

法
投

棄
の

禁
⽌

を
徹

底
す

る
とと

も
に

、早
め

の
休

憩
に

よ
る

事
故

防
⽌

対
策

に
つ

い
て

も
周

知
した

⼀
定

の
効

果
が

感
じら

れ
た

40
福

岡
1

啓
発

ポ
ス

ター
の

配
布

４
⽉

５
⽉

の
美

化
⽉

間
に

合
わ

せ
、啓

発
ポ

ス
ター

を
２

種
類

作
成

し、
全

会
員

へ
配

布
し

た

41
佐

賀
1

幟
旗

の
配

布
11

⽉
１

⽇
ゴ

ミポ
イ捨

て
禁

⽌
の

啓
発

幟
を

作
成

し全
会

員
事

業
所

に
配

布

2
ポ

イ捨
て

禁
⽌

の
啓

発
記

事
掲

載
12

⽉
広

報
誌

「ト
ラッ

ク時
報

」に
ご

み
ポ

イ捨
て

禁
⽌

の
啓

発
幟

の
活

⽤
とポ

イ捨
て

禁
⽌

の
意

識
発

揚
を

⽬
指

した
記

事
を

掲
載

42
⻑

崎
1

携
帯

型
簡

易
トイ

レの
配

布
６

⽉
諫

早
TS

に
て

利
⽤

者
に

携
帯

型
簡

易
トイ

レ
を

配
布

2
啓

発
チ

ラシ
の

掲
載

８
⽉

広
報

誌
に

啓
発

チ
ラシ

を
掲

載

・S
Aか

ら⾒
え

な
い

場
所

（
SA

か
ら本

線
ま

で
の

道
路

脇
の

植
込

み
な

ど）
に

投
棄

が
多

い
・看

板
や

防
犯

カメ
ラな

ど設
置

して
防

⽌
しな

い
と

同
じこ

とが
繰

り返
され

る

71



番
号
県
名

N
o.

名
称

実
施
（
予
定
）
⽇
程

活
動
の
内
容

効
果

課
題

43
熊

本
1

清
掃

活
動

毎
週

⽊
曜

⽇
協

会
周

辺
の

清
掃

活
動

を
役

職
員

に
よ

り実
施

定
期

的
な

活
動

に
よ

り効
果

継
続

2
啓

発
ポ

ス
ター

の
配

付
11

⽉
１

⽇
広

報
誌

へ
同

封
し、

会
員

及
び

関
係

諸
団

体
　約

80
0者

へ
配

付

44
⼤

分
1

環
境

グ
ッズ

の
配

布
12

⽉
トラ

ック
の

森
植

樹
式

の
参

加
者

に
環

境
グ

ッズ
を

配
布

環
境

対
策

に
つ

い
て

の
意

識
付

け
が

で
き

た

2
携

帯
型

簡
易

トイ
レ・

エコ
バ

ック
の

配
布

３
⽉

予
定

会
員

事
業

者
に

携
帯

型
トイ

レ
とエ

コバ
ック

を
配

布
予

定

45
宮

崎
1

啓
発

ス
テ

ッカ
ー

の
制

作
・配

布
７

⽉
「ゴ

ミは
持

ち
帰

ろ
うキ

ャン
ペ

ー
ン」

ス
テ

ッカ
ー

1,
20

0枚
を

制
作

、会
員

事
業

所
の

ト
ラッ

クに
貼

付
・啓

発
全

ト協
で

制
作

され
た

が
、割

⾼
感

あ
り、

配
布

数
も

台
数

限
定

。

2
啓

発
グ

ッズ
・幟

の
制

作
・贈

呈
10

⽉
25

⽇
・⾼

速
道

路
交

通
安

全
協

議
会

、⻄
⽇

本
⾼

速
道

路
㈱

へ
贈

呈
「ゴ

ミは
持

ち
帰

ろ
うキ

ャン
ペ

ー
ン」

グ
ッズ

（
⾞

内
ゴ

ミ袋
15

枚
⼊

り︓
1,

50
0箱

、幟
（

２
種

類
︓

ポ
イ捨

て
禁

⽌
・ゴ

ミ持
ち

帰
り、

各
50

枚
）

県
内

⾼
速

道
路

の
サ

ー
ビス

エ
リア

で
幟

の
常

設
掲

⽰
、「

ゴ
ミは

持
ち

帰
ろ

う」
キ

ャン
ペ

ー
ンポ

ス
ター

を
NE

XC
O

⻄
⽇

本
㈱

の
常

設
デ

ジ
タル

サ
イネ

ー
ジ

で
啓

発
実

施

NE
XC

O
⻄

⽇
本

㈱
の

協
⼒

等
を

得
られ

、⾞
内

常
備

⽤
ゴ

ミ袋
の

配
布

は
好

評
。今

回
初

め
て

の
依

頼
制

作
で

共
有

で
き

る
県

ト協
で

、発
注

量
を

拡
⼤

で
き

れ
ば

単
価

的
に

も
引

き
下

げ
られ

効
果

⼤
。

3
⾼

速
道

路
利

⽤
の

ドラ
イバ

ー
へ

の
啓

発
活

動
９

⽉
24

⽇

○
秋

の
全

国
交

通
安

全
運

動
キ

ャン
ペ

ー
ン

⾼
速

道
路

利
⽤

の
ドラ

イバ
ー

等
に

対
し、

川
南

PA
で

過
労

・飲
酒

・暴
⾛

等
無

謀
運

転
の

防
⽌

啓
発

とと
も

に
、「

ゴ
ミは

持
ち

帰
ろ

うキ
ャン

ペ
ー

ン」
の

啓
発

・周
知

＜
参

加
機

関
︓

宮
崎

県
⾼

速
道

路
交

通
安

全
協

議
会

（
賛

助
会

員
23

事
業

所
、

⼀
般

会
員

14
0事

業
所

）
、 

NE
XC

O
⻄

⽇
本

㈱
、県

警
⾼

速
隊

、県
ト協

会
員

他
＞

PA
で

休
憩

中
の

ドラ
イバ

ー
に

直
接

啓
発

で
き

効
果

有
り

啓
発

・周
知

⽤
とし

て
PA

施
設

に
常

設
して

あ
る

デ
ジ

タル
サ

イネ
ー

ジ
は

無
償

で
掲

⽰
して

も
らえ

、全
国

展
開

も
可

能
で

は
︖

4
協

会
参

加
の

県
⺠

向
け

イベ
ント

で
グ

ッズ
の

配
布

10
⽉

、1
1⽉

県
⺠

参
加

の
消

費
者

イベ
ント

等
で

、県
ト協

ブ
ー

ス
で

「ゴ
ミは

持
ち

帰
ろ

うキ
ャン

ペ
ー

ン」
の

チ
ラシ

・社
内

⽤
ゴ

ミ袋
グ

ッズ
を

配
布

、
○

11
⽉

３
⽇

︓
Ka

ra
da

 G
oo

d 
m

iy
az

ak
i フ

ェス
タ2

02
4他

県
ト協

単
独

フェ
ス

タよ
り集

客
⼒

が
あ

り、
効

果
有

り

5
⾼

速
道

路
利

⽤
の

ドラ
イバ

ー
へ

の
啓

発
活

動
12

⽉
３

⽇

○
冬

の
交

通
安

全
県

⺠
総

ぐる
み

運
動

交
通

安
全

キ
ャン

ペ
ー

ン
⾼

速
道

路
利

⽤
の

ドラ
イバ

ー
等

に
対

し、
宮

崎
⻄

IC
で

過
労

・飲
酒

・暴
⾛

等
無

謀
運

転
の

防
⽌

啓
発

とと
も

に
、「

ゴ
ミは

持
ち

帰
ろ

うキ
ャン

ペ
ー

ン」
の

啓
発

・周
知

＜
参

加
機

関
︓

宮
崎

県
⾼

速
道

路
交

通
安

全
協

議
会

、N
EX

CO
⻄

⽇
本

㈱
、県

警
⾼

速
隊

、県
ト協

会
員

他
＞

県
警

⾼
速

隊
が

IC
待

機
場

に
引

き
⼊

れ
た

ドラ
イバ

ー
に

直
接

啓
発

で
き

効
果

有
り

46
⿅

児
島

1
清

掃
活

動
45

98
6

旧
研

修
セ

ンタ
ー

周
辺

に
て

、清
掃

活
動

を
実

施
（

⻘
運

会
）

2
啓

発
チ

ラシ
の

配
布

5⽉
⽀

部
/部

会
等

の
機

会
を

通
じて

啓
発

チ
ラシ

を
配

布

3
携

帯
型

簡
易

トイ
レの

配
布

3⽉
*

研
修

セ
ンタ

ー
で

の
安

全
機

器
展

⽰
会

時
に

来
場

者
（

会
員

）
へ

配
布

予
定

47
沖

縄
１

啓
発

ス
テ

ッカ
ー

の
配

布
５

⽉
「ゴ

ミは
持

ち
帰

ろ
う︕

」ス
テ

ッカ
ー

を
会

員
事

業
者

へ
配

布

２
「ト

ラッ
クの

森
」の

清
掃

活
動

９
⽉

７
⽇

「ト
ラッ

クの
森

」の
清

掃
、草

刈
活

動
を

実
施

実
施

直
後

は
き

れ
い

に
な

った
今

回
も

多
くの

ゴ
ミを

収
集

した
が

、前
回

よ
りゴ

ミは
減

って
い

る
よ

うに
思

え
る

※
各

都
道

府
県

トラ
ック

協
会

か
ら提

供
され

た
情

報
を、

体
裁

を整
え

る
以

外
ほ

ぼ
その

まま
掲

載
して

い
ます

。た
だ

し、
⼀

部
「⾏

動
⽉

間
」と

思
わ

れ
る

情
報

は
「⾏

動
⽉

間
」の

情
報

シ
ー

トに
移

動
して

い
ます

。
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番
号

県
名

N
o.

名
称

設
定
（
実
施
）
した
期
間

活
動
の
内
容

備
　　
考

01
北

海
道

1
ラジ

オ
CM

の
実

施
６

⽉
中

・８
⽉

中
HB

Cラ
ジ

オ
の

ナ
イタ

ー
CM

に
て

放
送

内
容

︓
ア

イド
リン

グ
ス

トッ
プ

の
徹

底
推

進
、ゴ

ミの
分

別
　等

2
エコ

ドラ
イブ

推
進

⽉
間

（
11

⽉
）

10
⽉

〜
11

⽉
上

旬
ア

イド
リン

グ
ス

トッ
プ

ス
テ

ッカ
ー

を
配

布
95

社
（

1シ
ー

ト1
0×

53
2枚

＝
5,

32
0枚

）
に

配
布

3
「環

境
・美

化
⽉

間
」の

実
施

５
⽉

〜
６

⽉
中

北
海

道
トラ

ック
研

修
セ

ンタ
ー

の
⼊

り⼝
に

て
、独

⾃
の

ポ
ス

ター
を

作
成

し掲
⽰

、ま
た

５
⽉

号
の

会
報

へ
掲

載
、H

Pに
も

掲
載

効
果

は
感

じら
れ

な
か

った
が

、研
修

セ
ンタ

ー
で

講
習

を
受

け
る

ドラ
イバ

ー
が

必
ず

⽬
に

す
る

た
め

、今
後

も
継

続
し周

知
を

図
る

こと
で

、ポ
イ捨

て
等

が
減

る
の

で
は

な
い

か
。

4
植

樹
・育

樹
活

動
（

室
蘭

地
区

）
５

⽉
21

⽇
エ

ゾ
ヤ

マ
ザ

クラ
15

本

5
植

樹
・育

樹
活

動
（

釧
根

地
区

）
10

⽉
８

⽇
エ

ゾ
ヤ

マ
ザ

クラ
20

本

6
植

樹
・育

樹
活

動
（

⼗
勝

地
区

）
10

⽉
９

⽇
ハ

ンノ
キ

６
本

・イ
タヤ

カエ
デ

１
本

・ミ
ズ

ナ
ラ２

本
・ハ

ル
ニレ

３
本

・
ドイ

ツト
ウヒ

１
本

7
植

樹
・育

樹
活

動
（

札
幌

地
区

）
10

⽉
９

⽇
ハ

ル
ニレ

５
本

・ヤ
チ

ダモ
５

本

8
植

樹
・育

樹
活

動
（

旭
川

地
区

）
10

⽉
11

⽇
ジ

ンダ
イア

ケ
ボ

ノ８
本

9
植

樹
・育

樹
活

動
（

北
⾒

地
区

）
10

⽉
29

⽇
ア

カエ
ゾ

マ
ツ1

5本
・ト

ドマ
ツ1

5本
・オ

ホ
ー

ツク
⼋

重
桜

12
本

10
植

樹
・育

樹
活

動
（

函
館

地
区

）
10

⽉
30

⽇
エ

ゾ
ヤ

マ
ツツ

ジ
10

本

11
新

聞
広

報
の

実
施

（
予

定
）

R7
.2

.1
4〜

R7
.2

.2
9

読
売

新
聞

 環
境

広
告

掲
載

回
数

︓
最

低
保

証
４

回

02
⻘

森
1

「ゴ
ミは

持
ち

帰
ろ

う︕
」キ

ャン
ペ

ー
ン

５
⽉

１
⽇

〜
５

⽉
31

⽇

03
岩

⼿
1

環
境

⽉
間

６
⽉

１
⽇

〜
６

⽉
30

⽇
環

境
対

策
（

主
に

CO
₂削

減
）

を
絡

め
た

SD
Gｓ

の
啓

発
と推

進
「運

送
会

社
の

た
め

の
『稼

ぐS
DG

ｓ
経

営
』セ

ミナ
ー

」︓
6⽉

12
⽇

（
⽔

）
に

開
催

し、
11

社
12

名
の

参
加

2
エコ

ドラ
イブ

推
進

⽉
間

９
⽉

１
⽇

〜
10

⽉
31

⽇
・ド

ライ
バ

ー
向

け
「省

燃
費

安
全

運
転

講
習

会
」の

開
催

・第
16

回
「エ

コド
ライ

ブ
コン

テ
ス

ト」
の

開
催

・「
省

燃
費

安
全

運
転

講
習

会
」︓

9⽉
7⽇

（
⼟

）
に

開
催

し、
15

社
16

名
の

参
加

・「
エ

コド
ライ

ブ
コン

テ
ス

ト」
︓

10
⽉

19
⽇

（
⼟

）
に

開
催

し、
14

社
17

名
の

参
加

04
宮

城
1

花
の

み
ち

４
５

６
⽉

国
道

45
号

線
沿

い
に

花
を

植
栽

2
「み

や
ぎ

トラ
ック

の
森

」づ
くり

10
⽉

東
⽇

本
⼤

震
災

の
津

波
被

害
に

よ
り失

わ
れ

た
海

岸
防

災
林

エ
リア

の
再

⽣
プ

ロジ
ェク

トへ
の

参
画

に
よ

り、
⻘

年
部

会
、⼥

性
部

会
と職

員
で

植
樹

・保
育

活
動

を
⾏

って
い

る

3
広

報
活

動
年

中
毎

週
⽕

・⽔
の

朝
に

エ
コド

ライ
ブ

の
啓

発
CM

を
放

送
して

い
る

08
茨

城
1

「ゴ
ミは

持
ち

帰
ろ

う︕
」キ

ャン
ペ

ー
ン

５
⽉

１
⽇

〜
５

⽉
31

⽇
ホ

ー
ム

ぺ
ー

ジ
・情

報
紙

で
の

情
報

提
供

全
ト協

に
協

調

09
栃

⽊
1

「ゴ
ミは

持
ち

帰
ろ

う︕
」キ

ャン
ペ

ー
ン

５
⽉

１
⽇

〜
５

⽉
31

⽇
・ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
で

の
情

報
提

供
・広

報
誌

へ
の

掲
載

10
群

⾺
1

美
化

⽉
間

５
⽉

１
⽇

〜
５

⽉
31

⽇
・事

業
所

内
及

び
事

業
所

近
辺

に
お

け
る

環
境

美
化

活
動

の
実

施
・「

ゴ
ミは

持
ち

帰
ろ

う︕
」啓

発
⽤

チ
ラシ

の
掲

⽰
・終

業
点

呼
時

に
お

け
る

ドラ
イバ

ー
へ

の
声

か
け

12
千

葉
1

アイ
ドリ

ング
・ス

トッ
プ運

動
通

年
ア

イド
リン

グ
ス

トッ
プ

キ
ー

ホ
ル

ダー
、ス

テ
ッカ

ー
の

配
布

　な
ど

ｱｲ
ﾄﾞ

ﾘﾝ
ｸﾞ

ｽﾄ
ｯﾌ

ﾟを
励

⾏
し、

CO
2排

出
・燃

料
消

費
削

減
の

啓
蒙

を
図

っ
た

2
各

⽀
部

清
掃

運
動

⽉
間

①
９

⽉
②

２
⽉

（
予

定
）

①
⼭

武
⽀

部
に

て
、ゴ

ミ収
集

⾞
を

⼿
配

し、
⽀

部
内

⼀
般

道
路

沿
い

の
ゴ

ミ拾
い

と草
刈

りを
⾏

った
②

野
⽥

⽀
部

に
て

、市
内

全
域

の
カー

ブ
ミラ

ー
の

清
掃

を
⾏

う

3
植

樹
運

動
⽉

間
10

⽉
①

柏
市

と協
働

の
「か

しわ
の

⽊
祝

樹
事

業
・ト

ラッ
クの

森
作

り」
実

施
に

伴
い

、市
内

保
育

施
設

な
どに

70
本

の
か

しわ
の

⽊
を

植
樹

②
千

葉
市

と協
働

の
「さ

くら
の

植
樹

・ト
ラッ

クの
森

作
り」

実
施

に
伴

い
、市

内
公

園
へ

桜
の

苗
⽊

４
本

を
植

樹

13
東

京
1

トラ
ック

運
送

業
界

の
美

化
⽉

間
５

⽉
１

⽇
〜

５
⽉

31
⽇

・ホ
ー

ム
ぺ

ー
ジ

で
の

情
報

提
供

　　
・啓

発
チ

ラシ
の

配
布

　　
な

ど
啓

発
チ

ラシ
は

、⽀
部

を
通

じて
配

布

14
神

奈
川

1
トラ

ック
運

送
業

界
の

美
化

⽉
間

５
⽉

・啓
発

チ
ラシ

の
配

布
・ド

ライ
バ

ー
へ

の
「ゴ

ミを
持

ち
帰

りま
した

か
︖

」の
⼀

声
活

動
　な

ど

2
環

境
⽉

間
６

⽉
１

⽇
〜

６
⽉

30
⽇

会
報

誌
に

よ
る

推
進

⽉
間

の
周

知
　・

啓
発

物
配

布
の

周
知

　な
ど

サ
ブ

⽬
標

３
「⾏

動
⽉

間
」　

各
都

道
府

県
トラ

ック
協

会
の

取
り組

み
状

況
（

R0
6.

04
〜

R0
7.

03
）

植
樹

・育
樹

参
考

資
料

２
－

２
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番
号

県
名

N
o.

名
称

設
定
（
実
施
）
した
期
間

活
動
の
内
容

備
　　
考

3
タイ

ヤ
ゲ

ー
ジ

の
配

布
通

年
会

報
誌

に
よ

る
周

知
、配

布
　な

ど
環

境
ビジ

ョン
に

係
る

⾏
動

メニ
ュー

の
⼀

環
とし

て
希

望
事

業
者

へ
タイ

ヤ
ゲ

ー
ジ

（
タイ

ヤ
空

気
圧

測
定

機
器

）
を

配
布

し、
適

正
な

点
検

整
備

に
よ

る
CO

2削
減

効
果

を
周

知
した

4
キ

ー
抜

きロ
ー

プの
配

布
通

年
協

会
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
に

よ
る

周
知

、配
布

　な
ど

環
境

ビジ
ョン

に
係

る
⾏

動
メニ

ュー
の

⼀
環

とし
て

希
望

事
業

者
へ

キ
ー

抜
き

ロー
プ

を
配

布
し、

確
実

な
ア

イド
リン

グ
ス

トッ
プ

に
よ

る
環

境
保

全
効

果
等

を
周

知
した

5
三

⾓
柱

PO
Pの

配
布

10
⽉

〜
全

会
員

事
業

者
に

配
布

（
計

30
00

個
）

な
ど

印
刷

⾯
が

３
⾯

あ
り、

環
境

保
全

対
策

、ゴ
ミポ

イ捨
て

防
⽌

等
を

啓
発

し
て

い
る

16
新

潟
1

トラ
ック

運
送

業
界

の
美

化
⽉

間
（

全
ト協

と協
調

）
５

⽉
１

⽇
〜

５
⽉

31
⽇

・会
⻑

名
に

て
「ト

ラッ
ク運

送
業

界
の

美
化

⽉
間

」⽂
書

発
信

・会
報

「新
ト協

ニュ
ー

ス
５

⽉
号

」に
⽂

書
、啓

発
チ

ラシ
を

掲
載

2
環

境
⽉

間
（

全
ト協

と協
調

）
６

⽉
１

⽇
〜

６
⽉

30
⽇

・会
報

「新
ト協

ニュ
ー

ス
６

に
記

事
を

掲
載

・会
報

に
資

源
エ

ネ
ル

ギ
ー

庁
の

オ
フィ

ス
省

エ
ネ

の
啓

発
チ

ラシ
を

掲
載

3
夏

季
の

省
エネ

を呼
び

か
け

８
⽉

１
⽇

〜
９

⽉
30

⽇
会

報
に

資
源

エ
ネ

ル
ギ

ー
庁

の
夏

季
の

省
エ

ネ
啓

発
チ

ラシ
を

掲
載

4
エコ

ドラ
イブ

推
進

⽉
間

11
⽉

１
⽇

〜
11

⽉
30

⽇
会

報
「新

ト協
ニュ

ー
ス

11
⽉

号
」に

『エ
コド

ライ
ブ

10
の

す
す

め
』啓

発
チ

ラシ
を

掲
載

17
⻑

野
1

トラ
ック

運
送

業
界

美
化

⽉
間

５
⽉

1⽇
〜

５
⽉

31
⽇

・ポ
ス

ター
の

作
成

配
付

・協
会

報
掲

載
に

よ
る

広
報

ポ
ス

ター
は

全
会

員
に

配
付

し掲
出

18
富

⼭
1

ゴ
ミは

持
ち

帰
ろ

う︕
キ

ャン
ペ

ー
ン

５
⽉

１
⽇

〜
５

⽉
31

⽇
・啓

発
グ

ッズ
の

配
布

・啓
発

チ
ラシ

の
配

布
全

会
員

に
配

布

19
⽯

川
1

令
和

6年
度

エコ
ドラ

イブ
推

進
運

動
４

⽉
１

⽇
〜

３
⽉

31
⽇

（
１

年
間

）
・推

進
運

動
の

周
知

・取
組

事
項

の
配

布
・省

エ
ネ

⾛
⾏

研
修

の
開

催
案

内
な

ど

推
進

強
化

⽉
間

（
11

⽉
1⽇

〜
11

⽉
30

⽇
　エ

コド
ライ

ブ
推

進
事

業
所

認
定

事
業

）

2
令

和
6年

度
エコ

ドラ
イブ

推
進

事
業

所
認

定
事

業
10

⽉
１

⽇
〜

11
⽉

30
⽇

エ
コド

ライ
ブ

推
進

運
動

の
強

化
⽉

間
を

中
⼼

に
、燃

費
改

善
に

向
け

た
取

り組
み

を
実

施
し、

同
期

間
の

⾞
両

の
燃

費
を

集
計

（
10

⽉
、1

1⽉
）

す
る

。ま
た

、取
組

内
容

及
び

集
計

内
容

を
⽯

ト協
に

報
告

す
る

推
進

強
化

⽉
間

（
11

⽉
1⽇

〜
11

⽉
30

⽇
）

認
定

期
間

（
２

年
間

）

20
福

井
1

エコ
キ

ャッ
プ運

動
令

和
４

年
５

⽉
よ

り継
続

ペ
ット

ボ
トル

キ
ャッ

プ
の

回
収

令
和

６
年

４
⽉

　3
0.

1k
g

令
和

６
年

１
０

⽉
　4

6㎏

2
美

化
⽉

間
５

⽉
・巡

回
時

に
チ

ラシ
を

配
布

・協
会

HP
＆

SN
S等

で
周

知

3
ふ

くい
SD

Gs
パ

ー
トナ

ー
へ

宣
⾔

令
和

４
年

11
⽉

15
⽇

登
録

・８
⽉

初
旬

　S
DG

sパ
ー

トナ
ー

宣
⾔

普
及

の
た

め
セ

ミナ
ー

開
催

・８
⽉

下
旬

　⽀
部

よ
り依

頼
あ

り、
運

送
会

社
向

け
の

説
明

会
を

開
催

21
岐

⾩
1

美
化

⽉
間

５
⽉

１
⽇

〜
５

⽉
31

⽇
・S

Aの
清

掃
活

動
と啓

発
活

動
・協

会
機

関
紙

及
び

ホ
ー

ム
ぺ

ー
ジ

で
の

周
知

NE
XC

O
中

⽇
本

と共
同

で
養

⽼
SA

の
清

掃
活

動
及

び
啓

発
活

動
を

実
施

2
エコ

ドラ
イブ

推
進

⽉
間

６
⽉

１
⽇

〜
６

⽉
30

⽇
ホ

ー
ム

ぺ
ー

ジ
で

周
知

3
アイ

ドリ
ング

・ス
トッ

プ週
間

８
⽉

１
⽇

〜
８

⽉
７

⽇
ホ

ー
ム

ぺ
ー

ジ
で

周
知

22
静

岡
1

エコ
ドラ

イブ
推

進
⽉

間
６

⽉
８

⽇
・６

⽉
15

⽇
・

10
⽉

19
⽇

・1
1⽉

23
⽇

会
員

事
業

者
を

対
象

とし
た

エ
コド

ライ
ブ

研
修

会
の

実
施

2
アイ

ドリ
ング

・ス
トッ

プ週
間

４
⽉

〜
３

⽉
（

11
回

）
ア

イド
リン

グ
ス

トッ
プ

街
頭

広
報

の
実

施
　　

・の
ぼ

り旗
の

掲
⽰

3
ゴ

ミ・
ゼ

ロ⽉
間

５
⽉

〜
６

⽉
、1

0⽉
〜

11
⽉

、２
⽉

・広
報

誌
「ト

ラッ
ク情

報
」へ

の
啓

発
チ

ラシ
の

掲
載

・ス
テ

ッカ
ー

の
配

布
　・

道
路

清
掃

の
実

施
　・

携
帯

トイ
レ

の
配

布

23
愛

知
1

美
化

⽉
間

「ゴ
ミは

持
ち

帰
ろ

う︕
」キ

ャ
ンペ

ー
ン

５
⽉

１
⽇

〜
５

⽉
31

⽇
・ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
で

の
情

報
提

供
・ス

テ
ッカ

ー
の

配
布

24
三

重
1

環
境

に
や

さし
い

トラ
ック

輸
送

宣
⾔

９
⽉

1⽇
〜

11
⽉

30
⽇

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

で
参

加
者

募
集

取
組

み
期

間
終

了
後

粗
品

プ
レ

ゼ
ント

2
環

境
に

や
さし

い
トラ

ック
輸

送
運

動
年

間
の

ぼ
り旗

の
配

布
と掲

⽰
依

頼

3
トラ

ック
の

⽇
の

清
掃

活
動

10
/5

、1
0/

9
会

員
事

業
者

が
道

路
沿

線
で

ゴ
ミ拾

み
⾬

の
た

め
中

⽌
が

多
く４

⽀
部

11
9名

で
実

施
した

4
エコ

ドラ
イブ

活
動

コン
クー

ル
募

集
５

⽉
交

通
エ

コロ
ジ

ー
モ

ビリ
テ

ィ財
団

が
実

施
して

い
る

エ
コド

ライ
ブ

コン
クー

ル
参

加
募

集
の

周
知

を
⾏

った

5
環

境
⽉

間
　ゴ

ミを
持

ち
帰

ろ
う!

５
・６

⽉
・５

⽉
の

刊
⾏

物
に

ゴ
ミは

持
ち

帰
ろ

う記
事

を
⼊

れ
、ス

テ
ッカ

ー
を

全
会

員
へ

送
付

・６
⽉

の
刊

⾏
物

に
は

記
事

を
掲

載
、希

望
者

に
簡

易
トイ

レ
を

配
布

25
滋

賀
1

トラ
ック

運
送

業
界

の
美

化
⽉

間
５

⽉
１

⽇
〜

５
⽉

31
⽇

全
ト協

チ
ラシ

の
配

布

74



番
号

県
名

N
o.

名
称

設
定
（
実
施
）
した
期
間

活
動
の
内
容

備
　　
考

2
エコ

ドラ
イブ

推
進

⽉
間

11
⽉

１
⽇

〜
11

⽉
30

⽇
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
へ

の
掲

載

26
京

都
1

環
境

美
化

⽉
間

５
⽉

１
⽇

〜
５

⽉
31

⽇
全

会
員

事
業

者
に

メッ
セ

ー
ジ

付
き

携
帯

型
簡

易
トイ

レ
を

配
布

（
１

社
５

個
︓

計
5,

50
0個

）
５

種
類

の
メッ

セ
ー

ジ
を

１
セ

ット
とし

て
全

会
員

に
配

布

28
兵

庫
1

エコ
ドラ

イブ
推

進
⽉

間
11

⽉
１

⽇
〜

11
⽉

30
⽇

２
⽉

１
⽇

〜
２

⽉
28

⽇

・環
境

キ
ャン

ペ
ー

ン運
動

(環
境

保
全

ポ
ス

ター
・チ

ラシ
を

⽀
部

及
び

会
員

事
業

者
へ

配
付

す
る

とと
も

に
、県

下
13

地
域

に
て

PR
・啓

発
街

頭
キ

ャン
ペ

ー
ン)

を
実

施
・「

兵
ト協

×
ラジ

オ
関

⻄
×

県
下

道
の

駅
」の

コラ
ボ

形
式

で
エ

コド
ライ

ブ
の

啓
発

を
実

施
・「

環
境

と物
流

を
考

え
る

フォ
ー

ラム
」の

開
催

・会
員

事
業

者
の

協
⼒

の
も

と、
エ

コド
ライ

ブ
意

識
調

査
(エ

コド
ライ

ブ
チ

ェッ
クシ

ー
トに

よ
る

⾃
⼰

採
点

)を
実

施
し意

識
向

上
を

図
った

。ま
た

、意
識

の
継

続
を

図
る

た
め

、翌
年

２
⽉

の
１

ヶ⽉
間

毎
⽇

朝
・⼣

ドラ
イバ

ー
ゾ

ー
ンを

中
⼼

に
エ

コド
ライ

ブ
啓

発
の

ラジ
オ

CM
を

放
送

す
る

※
コラ

ボ
形

式
で

は
、県

下
全

道
の

駅
に

エ
コド

ライ
ブ

啓
発

に
係

る
ポ

ス
ター

・チ
ラシ

を
設

置
し、

ラジ
オ

番
組

(道
の

駅
コー

ナ
ー

)内
クレ

ジ
ット

・C
M

に
て

啓
発

放
送

を
実

施

2
美

化
⽉

間
５

⽉

・ト
ラッ

ク運
送

業
界

ゴ
ミは

持
ち

帰
ろ

う︕
キ

ャン
ペ

ー
ンを

実
施

 協
会

広
報

誌
(５

⽉
号

)・
HP

へ
掲

載
し、

⾞
内

ゴ
ミの

事
業

所
へ

の
持

ち
帰

りを
ドラ

イバ
ー

に
意

識
づ

け
す

る
よ

う会
員

事
業

者
へ

周
知

・呼
び

掛
け

を
⾏

った
※

会
員

事
業

者
へ

全
ト協

作
成

チ
ラシ

の
ダウ

ンロ
ー

ド案
内

、購
⼊

した
⾞

内
貼

付
⽤

ス
テ

ッカ
ー

を
配

付

29
奈

良
１

環
境

キ
ャン

ペ
ー

ン
11

⽉
８

⽇
11

⽉
の

「エ
コド

ライ
ブ

推
進

⽉
間

」を
広

く広
報

す
る

た
め

、啓
発

品
を

駅
周

辺
で

配
布

しキ
ャン

ペ
ー

ンを
実

施
ア

イド
リン

グ
ス

トッ
プ

、エ
コド

ライ
ブ

の
普

及
、ト

ラッ
ク運

送
事

業
者

の
SD

Gs
取

り組
み

２
環

境
ビジ

ョン
２

０
３

０
啓

発
事

業
⼿

帳
︓

１
⽉

１
⽇

ミニ
の

ぼ
り︓

２
⽉

１
⽇

環
境

ビジ
ョン

２
０

３
０

・Ｓ
ｔ

ｏ
ｐ

︕
不

法
投

棄
・ゴ

ミは
持

ち
帰

ろ
う︕

オ
リジ

ナ
ル

ミニ
の

ぼ
り、

２
０

２
５

「T
ｒ

ｕ
ｃ

ｋ
Ｄ

ｒ
ｉ

ｖ
ｅ

ｒ
ʼｓ

⼿
帳

の
配

布
全

会
員

事
業

者
へ

配
布

し、
啓

発
を

実
施

31
⿃

取
1

エコ
ドラ

イブ
推

進
⽉

間
９

⽉
〜

10
⽉

エ
コド

ライ
ブ

講
習

会
の

開
催

2
トラ

ック
の

⽇
「ク

リー
ン作

戦
」

10
⽉

各
会

員
事

業
所

周
辺

の
道

路
清

掃
22

名
の

参
加

35
⼭

⼝
１

環
境

⽉
間

６
⽉

１
⽇

〜
６

⽉
30

⽇
県

内
ラジ

オ
局

で
啓

発
CM

を
放

送

２
エコ

ドラ
イブ

推
進

⽉
間

11
⽉

１
⽇

〜
11

⽉
30

⽇
県

内
ラジ

オ
局

で
啓

発
CM

を
放

送

39
⾼

知
1

⾼
知

県
⺠

⼀
⻫

美
化

活
動

⽉
間

２
⽉

１
⽇

〜
２

⽉
28

⽇
県

内
清

掃
活

動
、ゴ

ミの
収

集
運

搬
、テ

レ
ビ・

ラジ
オ

広
報

　な
ど

「清
潔

で
美

しい
⾼

知
県

を
つ

くる
パ

ー
トナ

ー
協

定
」に

基
づ

き
実

施

40
福

岡
1

美
化

⽉
間

５
⽉

１
⽇

〜
５

⽉
31

⽇
・啓

発
ポ

ス
ター

の
配

布
・広

報
誌

、H
Pで

の
周

知

41
佐

賀
1

トラ
ック

運
送

業
界

の
美

化
⽉

間
５

⽉
１

⽇
〜

５
⽉

31
⽇

広
報

誌
「ト

ラッ
ク時

報
５

⽉
号

」に
掲

載
し周

知

43
熊

本
1

環
境

クリ
ー

ンキ
ャン

ペ
ー

ン
（

県
下

⼀
円

）
10

⽉
４

⽇
〜

10
⽉

20
⽇

道
路

沿
い

の
花

壇
、歩

道
、公

園
等

の
美

化
活

動
統

⼀
⽇

は
10

⽉
５

⽇

2
トラ

ック
の

森
植

樹
10

⽉
２

⽇
全

ト協
等

と連
携

し、
熊

本
市

管
理

の
雁

回
公

園
へ

植
樹

44
⼤

分
1

トラ
ック

の
森

・環
境

グ
ッズ

配
布

12
⽉

１
⽇

〜
12

⽉
31

⽇
・苗

⽊
の

植
樹

（
7本

）
　・

環
境

グ
ッズ

の
配

布
再

⽣
プ

ラス
チ

ック
保

温
容

器
、エ

コポ
ケ

ット
等

2
携

帯
型

簡
易

トイ
レ、

エコ
バ

ック
の

配
布

２
⽉

１
⽇

〜
３

⽉
31

⽇
携

帯
型

簡
易

トイ
レ

及
び

エ
コバ

ック
の

配
布

45
宮

崎
1

美
化

⽉
間

５
⽉

１
⽇

〜
５

⽉
31

⽇
ゴ

ミの
ポ

イ捨
て

削
減

運
動

（
通

年
実

施
）

、清
掃

活
動

（
協

会
周

辺
道

路
の

清
掃

︓
毎

週
⾦

曜
⽇

、始
業

前
30

分
間

＊
通

年
実

施
）

○
「ゴ

ミは
持

ち
帰

ろ
う」

キ
ャン

ペ
ー

ン⽤
の

グ
ッズ

（
ス

テ
ッカ

ー
︓

1,
20

0
枚

、⾞
内

ゴ
ミ袋

15
枚

⼊
り︓

2,
00

0箱
）

、幟
（

２
種

類
︓

ポ
イ捨

て
禁

⽌
・ゴ

ミ持
ち

帰
り、

各
10

0枚
）

の
制

作
・配

布
・掲

⽰
○

協
会

広
報

誌
及

び
協

会
⽞

関
に

設
置

して
い

る
デ

ジ
タル

サ
イネ

ー
ジ

で
の

周
知

活
動

2
環

境
⽉

間
６

⽉
１

⽇
〜

６
⽉

30
⽇

県
ト協

独
⾃

の
SD

Gs
宣

⾔
（

令
和

６
年

）
、S

DG
ｓ

宣
⾔

登
録

事
業

所
の

拡
⼤

推
進

（
会

員
事

業
所

21
社

登
録

済
み

）

3
緑

化
⽉

間
10

⽉
１

⽇
〜

11
⽉

30
⽇

トラ
ック

の
森

（
延

岡
地

区
）

植
樹

祭
、花

い
っぱ

い
運

動
（

通
年

実
施

）
な

どの
緑

化
活

動

○
トラ

ック
の

森
（

1.
2h

aで
⼭

桜
の

補
植

作
業

）
、会

員
事

業
所

、緑
の

少
年

団
、地

元
市

や
森

林
組

合
な

ど約
10

0名
参

加
。

○
花

い
っぱ

い
運

動
は

、年
間

を
通

じて
、協

会
内

（
会

館
内

︓
緑

化
⽊

（
13

カ所
）

の
配

置
、協

会
周

辺
（

毎
⽉

花
プ

ラン
ター

の
⼊

れ
替

え
・設

置
、花

壇
整

備
等

を
実

施

46
⿅

児
島

1
エコ

ドラ
イブ

推
進

⽉
間

11
⽉

ベ
ス

トエ
コド

ライ
ブ

・コ
ンテ

ス
トの

開
催

2
ゴ

ミ・
ゼ

ロ⽉
間

５
⽉

１
⽇

〜
５

⽉
31

⽇
啓

発
チ

ラシ
の

配
布
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番
号

県
名

N
o.

名
称

設
定
（
実
施
）
した
期
間

活
動
の
内
容

備
　　
考

47
沖

縄
1

美
化

⽉
間

５
⽉

１
⽇

〜
５

⽉
31

⽇
「美

化
⽉

間
」、

「環
境

⽉
間

」の
周

知
⽂

書
及

び
「ゴ

ミは
持

ち
帰

ろ
う︕

」ス
テ

ッカ
ー

を
会

員
事

業
者

へ
配

布
トラ

ック
情

報
に

同
封

して
配

布

2
環

境
⽉

間
６

⽉
１

⽇
〜

６
⽉

30
⽇

「美
化

⽉
間

」、
「環

境
⽉

間
」の

周
知

⽂
書

及
び

「ゴ
ミは

持
ち

帰
ろ

う︕
」ス

テ
ッカ

ー
を

会
員

事
業

者
へ

配
布

トラ
ック

情
報

に
同

封
して

配
布

3
緑

化
⽉

間
10

⽉
１

⽇
〜

10
⽉

31
⽇

「ト
ラッ

クの
森

」清
掃

活
動

及
び

植
花

理
事

、会
員

事
業

者
及

び
職

員
等

約
90

名
が

参
加

４
エコ

ドラ
イブ

推
進

⽉
間

11
⽉

１
⽇

〜
11

⽉
30

⽇
省

エ
ネ

運
転

講
習

会
を

開
催

講
習

会
を

デ
ィー

ラー
協

⼒
の

も
と実

施

※
各

都
道

府
県

トラ
ック

協
会

か
ら提

供
され

た
情

報
を、

体
裁

を整
え

る
以

外
ほ

ぼ
その

まま
掲

載
して

い
ます

。た
だ

し、
単

発
の

セ
ミナ

ー
や

講
習

会
、ア

イド
リン

グ
・ス

トッ
プ機

器
等

の
助

成
事

業
、認

証
制

度
へ

の
申

請
等

の
情

報
は

対
象

外
の

た
め

、削
除

して
い

ます
。
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資料３ 

「トラックの森」づくり事業の実施について 

 

＜第２２回「トラックの森」記念植樹式＞ 

① 事業の趣旨 

トラック業界として地球温暖化の大きな要因である CO2 を削減するため、森林

の保護育成により、地球環境改善に寄与することを目的として植樹に取り組んでい

るところ。 

 
② 植樹式の開催日・場所 

開催日：令和７年１０月１４日（火）１３時４５分～１４時４０分 
場 所：新潟市中央区「西海岸公園地内」 
内 容：植樹、記念看板除幕式、記念撮影、感謝状贈呈式 

 
③ 主 催 

公益社団法人全日本トラック協会 
公益社団法人新潟県トラック協会 

 
④ 協 力 

新潟市 

 
⑤ 参加者 

（公社）全日本トラック協会 会長、副会長（環境対策・ＧＸ委員長）、 
理事長、役員待遇審議役 

（公社）新潟県トラック協会 会長、副会長、専務理事、常務理事 
（一社）北陸信越ブロックトラック協会 会長、副会長、専務理事 

 
⑥ 来 賓 

新潟市中央区長 
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⑦ 行 程 

１３：４５ 植樹式開会 

1. 開会挨拶 

新潟県トラック協会 小林会長 

2. 趣旨説明および植樹指導 

3. 記念樹の植樹（クロマツ２０本ほか、計１００本寄贈） 

4. 記念看板除幕式 

5. 記念撮影 

6. 感謝状贈呈式 

贈呈者：新潟市 佐久間中央区長 

受領者：新潟県トラック協会 小林会長 

7. 閉会挨拶 

全日本トラック協会 庄子副会長（環境対策・ＧＸ委員長） 
１４：４０ 植樹式閉会 

 

【⻄海岸公園】 

 

新潟駅 

朱鷺メッセ 

新潟グランドホテル 

⻄海岸公園
（植樹会場） 
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【植樹式予定地（⻄海岸公園）】 
 

 
 
【植樹式予定地のようす】 
 

    
 
 

植樹式会場 

トイレ 

⻄海岸公園
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【植樹のレイアウト】 
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「トラックの森」一覧 

 
No 植樹場所 植樹年月日 

1  悟入谷国有林 34 林班ろ 3 小班 （三重県いなべ市） 平成 15 年 10 月 3 日 

2  恵庭国有林（北海道恵庭市） 平成 16 年 9 月 27 日 

3  真壁公園内（沖縄県糸満市） 平成 17 年 10 月 26 日 

4  日本海東北自動車道 豊栄ＳＡ上下線 （新潟県新潟市） 平成 18 年 10 月 1 日 

5  長船美しい森内（岡山県瀬戸内市） 平成 19 年 9 月 26 日 

6  外山第一国有林（岩手県盛岡市） 平成 20 年 9 月 24 日 

7  えひめ森林公園内（愛媛県伊予市） 平成 21 年 10 月 14 日 

8  湘南国際村めぐりの森内（神奈川県横須賀市） 平成 22 年 9 月 19 日 

9  銀閣寺山国有林内（京都府京都市） 平成 23 年 10 月 5 日 

10  伝倉沢町有林（静岡県周智郡森町） 平成 24 年 10 月 17 日 

11  茨戸川緑地（北海道札幌市北区） 平成 25 年 10 月 8 日 

12  鳥羽公園（福岡県飯塚市有安） 平成 26 年 10 月 8 日 

13  石川県森林公園（石川県河北郡津幡町） 平成 27 年 9 月 30 日 

14  とっとり花回廊 いやしの森（鳥取県西伯郡伯耆町） 平成 28 年 12 月 6 日 

15  岩沼潮除須賀松の森（宮城県岩沼市寺島字川向） 平成 29 年 10 月 2 日 

16  綾川町滝宮財産区有林（香川県綾歌郡綾川町） 平成 30 年 10 月 9 日 

17  十太夫近隣公園（千葉県流山市） 令和元年 10 月 1 日 

18  花博記念公園鶴見緑地（大阪府大阪市） 令和 2 年 10 月 8 日 

19  名古屋港中川口緑地（愛知県名古屋市） 令和 4 年 10 月 4 日 

20  札幌市茨戸川緑地（北海道札幌市北区） 令和 5 年 10 月 3 日 

21  雁回公園（熊本県熊本市南区） 令和 6 年 10 月 2 日 

 
※都道府県トラック協会において、独自に森づくりに取り組んでいる協会もあります。 
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お
問

合
せ

先
：

2
. 

事
業

内
容

3
. 

事
業

ス
キ

ー
ム

1
. 

事
業

目
的

■
実

施
期

間

■
事

業
形

態

4
.

環
境

配
慮

型
先

進
ト

ラ
ッ

ク
・

バ
ス

導
入

加
速

事
業

（
国

土
交

通
省

、
経

済
産

業
省

連
携

事
業

）

事
業

イ
メ

ー
ジ

間
接

補
助

事
業

（
補

助
率

①
1
／

2
、

②
1
／

2
 ～

1
／

3
）

①
ハ

イ
ブ

リ
ッ

ド
及

び
天

然
ガ

ス
ト

ラ
ッ

ク
・

バ
ス

導
入

支
援

事
業

一
定

の
燃

費
性

能
を

満
た

す
ハ

イ
ブ

リ
ッ

ド
自

動
車

（
H

V
）

ト
ラ

ッ
ク

・
バ

ス
、

及
び

将

来
カ

ー
ボ

ン
ニ

ュ
ー

ト
ラ

ル
な

燃
料

へ
の

代
替

が
期

待
さ

れ
る

天
然

ガ
ス

自
動

車

（
N

G
V
）

ト
ラ

ッ
ク

・
バ

ス
の

購
入

に
対

し
て

支
援

を
行

う
。

②
低

炭
素

型
デ

ィ
ー

ゼ
ル

ト
ラ

ッ
ク

普
及

加
速

化
事

業

資
力

の
乏

し
い

中
小

ト
ラ

ッ
ク

運
送

業
者

に
対

し
て

よ
り

C
O

2
削

減
効

果
の

高
い

ト
ラ

ッ
ク

（
2
0
2
5
年

度
燃

費
基

準
相

当
を

達
成

し
て

い
る

車
両

）
へ

の
買

い
替

え
等

へ
と

誘
導

し
、

低
炭

素
化

を
推

進
し

、
か

つ
、

よ
り

低
炭

素
な

ト
ラ

ッ
ク

の
開

発
を

促
進

す
る

。

・
現

状
で

高
コ

ス
ト

の
ハ

イ
ブ

リ
ッ

ド
ト

ラ
ッ

ク
・

バ
ス

や
、

将
来

カ
ー

ボ
ン

ニ
ュ

ー
ト

ラ
ル

化
の

期
待

さ
れ

る
天

然
ガ

ス
自

動
車

へ
の

補

助
を

行
い

、
普

及
初

期
の

導
入

加
速

を
支

援
。

（
①

）

・
資

力
の

乏
し

い
中

小
ト

ラ
ッ

ク
運

送
業

者
に

対
し

て
よ

り
C
O

2
削

減
効

果
の

高
い

ト
ラ

ッ
ク

へ
の

買
い

替
え

等
へ

と
誘

導
し

、
低

炭
素

化
を

推
進

し
、

か
つ

、
よ

り
低

炭
素

な
ト

ラ
ッ

ク
の

開
発

を
促

進
。

（
②

）

ハ
イ

ブ
リ

ッ
ド

及
び

天
然

ガ
ス

ト
ラ

ッ
ク

・
バ

ス
、

低
炭

素
型

デ
ィ

ー
ゼ

ル
ト

ラ
ッ

ク
の

導
入

を
支

援
し

ま
す

。

【
令

和
７

年
度

予
算

額
3
,3

0
2
百

万
円

（
3
,3

0
2
百

万
円

）
】

民
間

事
業

者
等

（
②

は
中

小
ト

ラ
ッ

ク
運

送
業

者
に

限
る

。
）

令
和

元
年

度
～

令
和

7
年

度

環
境

省
水

・
大

気
環

境
局

モ
ビ

リ
テ

ィ
環

境
対

策
課

脱
炭

素
モ

ビ
リ

テ
ィ

事
業

室
電

話
：

0
3

-5
5

2
1

-8
3

0
1

■
補

助
対

象
H

V
バ

ス
・

N
G

V
バ

ス
H

V
ト

ラ
ッ

ク
・

N
G

V
ト

ラ
ッ

ク

①
ハ

イ
ブ

リ
ッ

ド
及

び
天

然
ガ

ス
ト

ラ
ッ

ク
・

バ
ス

導
入

支
援

事
業

補
助

率
：

標
準

的
燃

費
水

準
車

両
と

の
差

額
の

1
/2

等

②
低

炭
素

型
デ

ィ
ー

ゼ
ル

ト
ラ

ッ
ク

普
及

加
速

化
事

業
補

助
率

：
買

い
替

え
の

場
合

は
、

標
準

的
燃

費
水

準
車

両
と

の
差

額
の

1
/2

新
規

購
入

の
場

合
は

、
標

準
的

燃
費

水
準

車
両

と
の

差
額

の
1
/3

 

※
 2

0
2
5
年

度
燃

費
基

準
+

5
%

達
成

車
等

は
+

5
万

円
と

す
る

。
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お
問

合
せ

先
：

2
. 

事
業

内
容

3
. 

事
業

ス
キ

ー
ム

1
.
事

業
目

的

■
実
施
期
間

■
事
業
形
態

4
. 

お
問

合
せ

先
：

商
用

車
等

の
電

動
化

促
進

事
業

（
経

済
産

業
省

、
国

土
交

通
省

連
携

事
業

）

事
業

イ
メ

ー
ジ

間
接
補
助
事
業
（
補
助
率
：
差
額
の
2
/3
、
本
体
価
格
の
1
/4
等
）

•
運
輸
部
門
は
我
が
国
全
体
の
C
O
2
排
出
量
の
約
２
割
を
占
め
、
そ
の
う
ち
ト
ラ
ッ
ク
等
商
用
車
か
ら
の
排
出
が
約
４
割
で
あ
り
、
2
0
5
0
年
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル

及
び
2
0
3
0
年
度
温
室
効
果
ガ
ス
削
減
目
標
（
2
0
1
3
年
度
比
4
6
％
減
）
の
達
成
に
向
け
、
商
用
車
の
電
動
化
（
B
E
V
、
P
H
E
V
、
F
C
V
等
）
は
必
要
不
可
欠
で
あ
る
。

•
ま
た
、
産
業
部
門
全
体
の
C
O
2
排
出
量
は
、
日
本
全
体
の
約
3
5
.1
%
、
そ
の
う
ち
建
機
は
約
1
.7
％
を
占
め
、
建
機
の
電
動
化
も
必
要
不
可
欠
で
あ
る
。

•
こ
の
た
め
、
本
事
業
で
は
商
用
車
（
ト
ラ
ッ
ク
・
タ
ク
シ
ー
・
バ
ス
）
や
建
機
の
電
動
化
に
対
し
補
助
を
行
い
、
普
及
初
期
の
導
入
加
速
を
支
援
す
る
こ
と
に
よ
り
、

価
格
低
減
に
よ
る
産
業
競
争
力
強
化
・
経
済
成
長
と
温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
削
減
を
共
に
実
現
す
る
。

2
0

5
0

年
カ

ー
ボ

ン
ニ

ュ
ー

ト
ラ

ル
の

達
成

を
目

指
し

、
ト

ラ
ッ

ク
・

タ
ク

シ
ー

・
バ

ス
や

建
設

機
械

の
電

動
化

を
支

援
し

ま
す

。

【
令
和
６
年
度
補
正
予
算
額

4
0
,0
0
0
百
万
円
】

民
間
事
業
者
・
団
体
、
地
方
公
共
団
体
等

令
和
６
年
度

環
境

省
水

・
大

気
環

境
局

モ
ビ

リ
テ

ィ
環

境
対

策
課

脱
炭

素
モ

ビ
リ

テ
ィ

事
業

室
電

話
：

0
3

-5
5

2
1

-8
3

0
1

■
補
助
対
象

商
用
車
（
ト
ラ
ッ
ク
・
タ
ク
シ
ー
・
バ
ス
）
及
び
建
機
の
電
動
化
（
B
E
V
、
P
H
E
V
、
F
C
V
等

※
）
の
た
め
に
、
車
両
、
建
機
及
び
充
電
設
備
の
導
入
に
対
し
て
補
助
を
行
う
。

具
体
的
に
は
、
省
エ
ネ
法
に
基
づ
く
「
非
化
石
エ
ネ
ル
ギ
ー
転
換
目
標
」
を
踏
ま
え
た
中
長
期

計
画
の
作
成
義
務
化
に
伴
い
、
B
E
V
や
F
C
V
の
野
心
的
な
導
入
目
標
を
作
成
し
た
事
業
者
や
、
非

化
石
エ
ネ
ル
ギ
ー
転
換
に
伴
う
影
響
を
受
け
る
事
業
者
等
に
対
し
て
、
車
両
及
び
充
電
設
備
の
導

入
費
の
一
部
を
補
助
す
る
。

※
B
E
V
：
電
気
自
動
車
、
P
H
E
V
：
プ
ラ
グ
イ
ン
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
車
、
F
C
V
：
燃
料
電
池
自
動
車

ま
た
、
G
X
建
機
※
の
普
及
状
況
を
踏
ま
え
、
今
後
、
公
共
工
事
で
G
X
建
機
の
使
用
を
段
階
的

に
推
進
し
て
い
く
こ
と
に
伴
い
、
G
X
建
機
を
導
入
す
る
事
業
者
等
に
対
し
て
、
機
械
及
び
充
電
設

備
の
導
入
費
の
一
部
を
補
助
す
る
。

※
G
X
建
機
：
国
土
交
通
省
の
認
定
を
受
け
た
電
動
建
機
。

補
助
対
象
車
両

の
例

【
ト
ラ
ッ
ク
】
補
助
率
：
標
準
的
燃
費
水
準
車
両
と
の
差
額
の
2
/3

等

EV
ト
ラ
ッ
ク

/バ
ン

FC
Vト
ラ
ッ
ク

※
本
事
業
に
お
い
て
、
上
述
の
車
両
及
び

建
機
と
一
体
的
に
導
入
す
る
も
の
に
限
る

E V
タ
ク
シ
ー

FC
Vタ
ク
シ
ー

【
タ
ク
シ
ー
】
補
助
率
：
車
両
本
体
価
格
の
1
/4

等

PH
EV
タ
ク
シ
ー

【
充
電
設
備
】
補
助
率
：
本
体
価
格
の
1
/2

等

FC
Vバ
ス

【
バ
ス
】

補
助
率
：
標
準
的
燃
費
水
準
車
両
と
の
差
額
の
2
/3

等

EV
バ
ス

GX
建
機

補
助
対
象
車
両

の
例

補
助
対
象
車
両

の
例

補
助
対
象
設
備

の
例

充
電
設
備

【
建
設
機
械
（
新
規
）
】

補
助
率
：
標
準
的
燃
費
水
準
機
械
と
の
差
額
の
2
/3

等

補
助
対
象
機
械

の
例
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★
燃

料
価

格
推

移
表

Ｗ
Ｔ
Ｉ価

格
ド

バ
イ

価
格

軽
油

価
格

（
資

源
ｴ
ﾈ

ﾙ
ｷ

ﾞｰ
庁

）
ガ

ソ
リ

ン
価

格
(総

務
省

)
Ｃ

Ｎ
Ｇ

価
格

（
東

京
ガ

ス
）

ド
ル

/
バ

レ
ル

ド
ル

/
バ

レ
ル

ド
ル

/
バ

レ
ル

円
/
リ

ッ
ト

ル
円

/
ド

ル
ス

タ
ン

ド
（
円

/
㍑

）
ロ

ー
リ

ー
（
円

/
㍑

）
カ

ー
ド

（
円

/
㍑

）
円

/
㍑

（
消

費
税

込
）

円
/
㍑

（
消

費
税

込
）

円
/
㎥

（
消

費
税

抜
）

５
月

7
1
.6

2
7
5
.5

0
8
6
.4

7
7
3
.6

2
1
3
5
.3

7
1
1
9
.8

1
1
0
9
.5

3
1
1
8
.9

7
1
4
8
.4

0
1
6
8
.1

0
1
1
7
.3

4
６

月
7
0
.2

7
7
4
.8

0
8
2
.2

9
7
2
.0

8
1
3
9
.2

7
1
2
2
.3

2
1
1
2
.8

9
1
2
1
.6

3
1
5
0
.8

0
1
6
9
.8

3
1
1
0
.1

3
７

月
7
6
.0

3
8
0
.4

0
8
0
.5

4
7
2
.1

1
1
4
2
.3

5
1
2
5
.9

0
1
1
6
.5

9
1
2
6
.0

6
1
5
6
.3

0
1
7
3
.8

9
1
0
1
.7

8
８

月
8
1
.3

2
8
6
.3

4
8
2
.1

6
7
3
.5

6
1
4
2
.3

6
1
3
2
.8

0
1
2
4
.0

8
1
3
3
.0

0
1
6
5
.1

0
1
8
2
.6

7
9
3
.6

1
９

月
8
9
.4

3
9
2
.9

4
8
6
.5

6
7
9
.7

4
1
4
6
.4

8
1
3
1
.0

1
1
1
9
.2

7
1
2
9
.4

8
1
6
0
.1

0
1
8
4
.8

0
8
8
.4

2
１

０
月

8
5
.5

1
8
9
.8

1
9
2
.7

6
8
6
.8

5
1
4
8
.8

7
1
2
1
.7

2
1
0
9
.2

9
1
2
0
.0

3
1
5
2
.9

0
1
7
7
.0

9
1
0
0
.7

6
１

１
月

7
7
.3

8
8
3
.1

8
9
3
.9

0
8
8
.7

8
1
5
0
.3

3
1
2
2
.5

1
1
1
1
.8

5
1
2
1
.9

3
1
5
3
.7

0
1
7
4
.4

1
1
0
0
.3

5
１

２
月

7
1
.9

4
7
7
.2

0
9
0
.3

0
8
3
.5

4
1
4
7
.1

0
1
2
5
.6

8
1
1
4
.7

5
1
2
3
.6

5
1
5
4
.5

0
1
7
5
.8

9
1
0
0
.6

0
令

和
６

年
１

月
7
3
.8

6
7
9
.1

4
8
5
.7

9
7
7
.7

1
1
4
4
.0

3
1
2
6
.0

9
1
1
4
.8

2
1
2
4
.2

8
1
5
4
.7

0
1
7
6
.4

1
10

1
.6

5
２

月
7
6
.6

1
8
0
.8

9
8
3
.7

2
7
8
.0

0
1
4
8
.1

4
1
2
5
.8

3
1
1
4
.6

5
1
2
3
.7

6
1
5
4
.4

0
1
7
5
.1

0
1
0
3
.1

9
３

月
8
0
.4

1
8
4
.0

8
8
3
.0

9
7
8
.0

9
1
4
9
.4

4
1
2
4
.2

1
1
1
4
.6

5
1
2
4
.1

7
1
5
4
.1

0
1
7
5
.0

4
1
0
7
.0

0
４

月
8
4
.3

9
8
9
.2

0
8
5
.9

0
8
1
.8

8
1
5
1
.5

5
1
2
5
.4

7
1
1
5
.8

0
1
2
5
.2

5
1
5
4
.4

0
1
7
6
.4

0
1
0
9
.4

3
５

月
7
8
.6

2
8
4
.0

0
8
8
.9

3
8
6
.9

6
1
5
5
.4

7
1
2
5
.7

7
1
1
5
.4

5
1
2
4
.3

1
1
5
4
.7

0
1
7
5
.8

1
1
1
0
.7

3
６

月
7
8
.7

0
8
2
.5

5
8
7
.9

5
8
6
.6

3
1
5
6
.6

2
1
2
5
.6

6
1
1
6
.0

7
1
2
5
.7

0
1
5
4
.4

0
1
7
6
.0

1
1
1
6
.3

3
７

月
7
9
.9

2
8
3
.5

6
8
8
.0

5
8
8
.4

4
1
5
9
.7

0
1
2
4
.6

5
1
1
5
.3

0
1
2
5
.2

0
1
5
4
.6

0
1
7
7
.4

6
1
1
9
.9

9
８

月
7
5
.4

3
7
7
.6

0
8
7
.1

0
8
2
.7

2
1
5
1
.0

0
1
2
4
.0

6
1
1
3
.3

5
1
2
3
.1

8
1
5
4
.2

0
1
7
5
.7

3
1
1
8
.1

3
９

月
6
9
.3

7
7
3
.3

7
8
2
.7

9
7
5
.1

5
1
4
4
.3

2
1
2
4
.4

1
1
1
4
.1

7
1
2
4
.4

1
1
5
4
.5

0
1
7
5
.7

3
1
0
1
.4

1
１

０
月

7
1
.5

6
7
4
.5

5
8
0
.2

4
7
3
.6

0
1
4
5
.8

5
1
2
5
.9

8
1
1
4
.9

4
1
2
5
.6

4
1
5
4
.5

0
1
7
6
.1

5
1
0
3
.5

1
１

１
月

6
9
.5

4
7
2
.5

3
7
8
.2

0
7
5
.1

9
1
5
2
.8

9
1
2
5
.4

1
1
1
4
.7

4
1
2
4
.6

0
1
5
4
.6

0
1
7
6
.1

0
1
1
0
.8

2
１

２
月

6
9
.7

0
7
2
.8

2
7
6
.5

8
7
3
.4

3
1
5
2
.4

6
1
2
7
.2

5
1
1
6
.2

7
1
2
6
.5

5
1
6
0
.3

0
1
7
6
.9

0
1
1
9
.1

0
令

和
７

年
１

月
7
5
.1

0
8
0
.9

0
7
6
.6

0
7
5
.7

5
1
5
7
.2

3
1
3
0
.1

8
1
2
0
.6

2
1
3
0
.0

6
1
6
4
.7

0
1
8
3
.2

8
1
1
7
.7

2
２

月
7
1
.2

1
7
7
.7

1
8
0
.4

1
7
8
.1

9
1
5
4
.6

1
1
3
1
.8

3
1
2
1
.4

4
1
3
1
.1

6
1
6
4
.0

0
1
8
5
.4

9
1
0
8
.8

7
３

月
6
7
.9

4
7
2
.5

1
7
9
.5

2
7
4
.7

9
1
4
9
.5

4
1
3
2
.7

1
1
2
3
.7

2
1
3
3
.3

1
1
6
4
.6

0
1
8
5
.1

6
1
1
0
.1

6
４

月
6
2
.8

8
6
8
.2

1
7
9
.1

1
7
3
.5

3
1
4
7
.7

8
1
3
3
.0

8
1
2
4
.5

2
1
3
4
.0

4
1
6
4
.2

0
1
8
8
.0

5
1
1
7
.2

3
５

月
6
0
.9

4
6
4
.0

6
7
5
.3

4
6
8
.2

5
1
4
4
.0

4
1
2
8
.7

8
1
1
7
.1

7
1
2
8
.7

5
1
5
7
.6

0
1
8
4
.1

0
1
2
1
.4

5
６

月
6
7
.3

3
6
9
.2

5
7
0
.3

3
6
3
.7

0
1
4
4
.0

2
1
2
2
.6

3
1
1
0
.5

8
1
2
1
.4

8
1
5
4
.4

0
1
7
2
.8

9
1
2
0
.8

0
７

月
6
7
.2

4
7
0
.8

2
7
1
.2

9
6
5
.3

0
1
4
5
.6

4
1
2
5
.0

6
1
1
3
.3

6
1
2
4
.1

9
1
5
4
.1

0
1
7
5
.0

4
1
1
7
.4

7
８

月
6
4
.0

2
6
9
.4

7
7
1
.6

7
6
6
.5

9
1
4
7
.7

3
1
2
4
.9

8
1
1
4
.1

3
1
2
5
.6

4
1
5
4
.3

0
1
7
6
.8

5
1
0
7
.9

4
９

月
6
2
.6

4
6
9
.1

5
7
2
.7

3
6
7
.4

8
1
4
7
.5

3
1
5
5
.3

0
1
7
5
.3

0
1
0
4
.5

0
１

０
月

7
4
.1

5
6
8
.5

7
1
4
7
.0

4
1
0
5
.1

8
１

１
月

7
2
.4

6
6
7
.3

1
1
4
7
.6

9
１

２
月

7
1
.8

0
6
6
.5

2
1
4
7
.3

0

※
Ｗ

Ｔ
Ｉ・

ド
バ

イ
価

格
：
9
月

分
は

9
月

2
2
日

終
値

（
暫

定
）

※
Ｃ

ＩＦ
価

格
：
「
リ

ム
マ

ー
ケ

ッ
ト

ニ
ュ

ー
ス

」
令

和
7
年

5
月

～
令

和
7
年

1
2
月

分
は

予
想

値
※

軽
油

価
格

（
全

ト
協

）
：
8
月

分
は

全
ト

協
調

査
の

確
定

値
※

軽
油

価
格

（
資

源
ｴ
ﾈ

ﾙ
ｷ

ﾞｰ
庁

）
：
２

３
年

４
月

分
以

降
は

最
終

週
価

格
（
月

次
調

査
終

了
の

た
め

）
。

9
月

分
は

第
4
週

価
格

(9
月

2
5
日

公
表

)
※

 ガ
ソ

リ
ン

価
格

（
総

務
省

）
：
発

表
が

あ
る

ま
で

は
資

源
エ

ネ
ル

ギ
ー

庁
調

査
※

Ｃ
Ｎ

Ｇ
価

格
（
東

京
ガ

ス
）
：
年

換
算

5
0
,0

0
0
〜

9
9
,9

9
9
m

3
使

用
す

る
事

業
者

向
け

の
単

価
（
消

費
税

抜
）

※
全

ト
協

の
軽

油
価

格
は

消
費

税
抜

の
価

格
に

な
る

が
、

資
源

エ
ネ

ル
ギ

ー
庁

の
軽

油
価

格
お

よ
び

総
務

省
の

ガ
ソ

リ
ン

価
格

は
消

費
税

込
の

価
格

を
反

映
し

て
い

る
。

Ｃ
ＩＦ

価
格

軽
油

価
格

（
全

ト
協

　
消

費
税

抜
）
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5
0
.0

0

6
0
.0

0

7
0
.0

0

8
0
.0

0

9
0
.0

0

1
0
0
.0

0

1
1
0
.0

0

1
2
0
.0

0

1
3
0
.0

0

1
4
0
.0

0

平 成 1 5 年

平 成 1 6 年

平 成 1 7 年

平 成 1 8 年

平 成 1 9 年

平 成 2 0 年

平 成 2 1 年

平 成 2 2 年

平 成 2 3 年

平 成 2 4 年

平 成 2 5 年

平 成 2 6 年

平 成 2 7 年

平 成 2 8 年

平 成 2 9 年

平 成 3 0 年

平 成 3 1 年 1 月

2 月
3 月

4 月
令 和 元 年 5 月

6 月
7 月

8 月
9 月

1 0 月

1 1 月

1 2 月

令 和 2 年 １ 月

2 月
3 月

4 月
5 月

6 月
7 月

8 月
9 月

1 0 月

1 1 月

1 2 月

令 和 3 年 １ 月

2 月
3 月

4 月
5 月

6 月
7 月

8 月
9 月

1 0 月

1 1 月

1 2 月

令 和 4 年 1 月

2 月
3 月

4 月
5 月

6 月
7 月

8 月
9 月

1 0 月

1 1 月

1 2 月

令 和 5 年 1 月

2 月
3 月

4 月
5 月

6 月
7 月

8 月
9 月

1 0 月

1 1 月

1 2 月

令 和 6 年 1 月

2 月
3 月

4 月
5 月

6 月
7 月

8 月
9 月

1 0 月

1 1 月

1 2 月

令 和 7 年 1 月

2 月
3 月

4 月
5 月

6 月
7 月

8 月

円
／

リ
ッ

ト
ル

ス
タ

ン
ド

ロ
ー

リ
ー

72
.6

2
79

.8
1

全
ト

協
調

査
価

格
（
消

費
税

抜
）

66
.6

0

1
0
.0

0

2
0
.0

0

3
0
.0

0

4
0
.0

0

5
0
.0

0

6
0
.0

0

7
0
.0

0

8
0
.0

0

9
0
.0

0

1
0
0
.0

0

1
1
0
.0

0

1
2
0
.0

0

平 成 1 5 年

平 成 1 6 年

平 成 1 7 年

平 成 1 8 年

平 成 1 9 年

平 成 2 0 年

平 成 2 1 年

平 成 2 2 年

平 成 2 3 年

平 成 2 4 年
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